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JTB ヵ f ア Ps25 新しい 旅 べ の 取り 組み 


て お 客 様 の 安心 と 安全 を 第 一 に 、 旅 を 楽し し で いた だ く た め に 
JTB ガイ アレ ッ ク の 国内 ツア ー は … 


芝 ツア ー に お ける ご 旅行 参加 者 の 体調 管理 以 各 交通 機関 や 宿泊 施設 の ガイ ドラ イン に 従っ た 利用 が で きる 
添乗 員 や 現地 係員 が 同行 する ツア ー で は 、 毎 日 参加 者 全員 よう に 、 旅 行 日 程 の 管理 を お こ な っ て いま す 。 
(※ 乗 員 、 現 地 係員 、 ガ イド 、 バ スズ 乗務員 を 含む ) の 体調 確 バス 利用 に は 、2 席 を お 一 人 で ご 利用 (一 部 区 間 、 行 程 を 除く 場 
認 を お こない ます 。 合 が ご ざい ます ) 

ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され た 旅行 サー ビス 事業 者 の 選定 ン 圭 電 が の に お お 
団体 の 作成 し た ガイ ドラ イン が 周知 徹底 され て いる 事業 者 洗い うがい 手指 消毒 へ の ご 協力 も お 願い いた し ます 。 事 
を 選定 し て お り ま す 。 ご 利用 いた だ く 交 通 機関 や 宿泊 施設 前 に お 渡し する 「 健 康 チ ェ ッ クシ ー ト 」 を ツア ー 出 発 当日 ご 
へ は 、 弊 社 が 定め る ガイ ドラ イン "新型 コ ロナ ウイ ルス 感染 持参 下さ い 間 日 


拡大 防止 の 取り 組み 」 へ の ご 協力 を お 願い し て いま す 。 


Mt 


ご 希望 ツア ー の 掲載 ペー ジ と コー ス 名 、 出発 日 等 
還 還 昨年 か ら の 新 テ ー マ で す 。 冒険 ・ ア クティ ビ テ ィ が メイ ン の よう に を お 伝え 下さ い 。 
アド ベツ チャ ー | 感じ られ ます が 、 そ の 地域 を より 深く 知り 、 一 味 違う 体験 に より 、 、 6 

大 人 の 方 で も 安心 し て お 楽し みい た だ け ま す 。 画 グ ルー プ で お 申込 み の お 客 様 

旅行 の ご 契約 者 は 代表 の 方 と な り ま す 。 誠 に 恐 
縮 で す が 、 ご 請求 書 や 日 程 表 な どの 案内 書類 は 
16 時 30 分 まで に チェ ッ ク ご 出発 日 の 90 日 前 まで の 代表 の 方 の み へ の 送付 し な り ま す の で 、 あ ら か じ 
イン 、9 時 以降 に チェ ッ ご 予約 完了 で 3.000 円 害 め ご 了承 下さ い 。 
クア ウト の ゆっ た り コ ー 引 さ せ て いた だ きま す 。 
ス で す 。 ※ キ ャ ン セ ル 待 ちの 場合 は 敵 画 旅 行 代金 の お 支払 い 
外 と な り ま す 。 お 振込 みち し く は クレ ジッ トカ ー ド 決済 に て 承っ 
oe ーーー ※ 早 期 割引 申込 み 期 限 日 の 翌 て お り ま す 。 J TB 旅 カ ー ド ご 利用 の 場合 は 、 お 
定員 が 表示 の 人 数 (最大 以降 に 出発 日 変更 、 旅 行 近く の JTB 店 舗 に て お 申込 み 、 お 支払 い を お 願 
18 名 ) で 快適 な 少 人 数 ツ 者 交代 、 コ ー ス 変更 、 人 数 いし ます 
アー で す 。 追加 ・ 取 消し が 発生 し た 場 - 
合 は 適用 外 と な り ます 。 


お ひと り 様 の お 部 屋 を ご 
用 意 し て お り ま す 。 ツア ー の 催行 (出発 ) が 
決定 し て いま す 。 


wt ホーム ペン ジ カ 請求 7 だけ ます 

バス ガイ ド が 乗務 し ます 。 あと 数 名 の お 申し 込み スグ ペン ン レッ ト * こ 真 きい 。 

で ツア ー の 催行 (出発 ) ョ 
が 決定 し ます 。 _ 秘 湯 の 旅 。 。 暫 請 詞 計 


現地 を 熟 ラン 

SN 「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 加盟 旅館 
ク 上 の 厳選 の 宿 に 宿泊 し コー ス の 出発 地 「 東 京 発 」 を 中 心 に ご 案内 。 ツ アー 参加 で 
ます 。 「 大 阪 発 」「 東 京 ・ 大 阪 発 」 秘 湯 スタ ンプ 帳 に 押印 で きる 
等 は に ちら で ご 確認 下さ い 。 の は 当社 だ け の 特典 !「 季 節 の 
お ひと り 様 で 、 バ ス 席 を ーーーー 税 湯 めぐ り 」 を お 楽し み 下 さい 。 


並び で 2 シー ト ご 利用 い Peas cooooo 人 計 
※ 一 部 区 間 ・ 行 程 を 除く 一 山 旅 々 ウォ ー ク 


場合 が あり ます 。 
初心 者 も 安心 、 ゆ と り の 山 旅 ス 
タイ ル を 新 提案 ! 日 本 山 策 ガ 
「 一 人 旅 」「 女 性 ひと り 旅 」 の お 申込 み に つ いて 1 内 本 
タッ フ が 安全 で ゆ る 
・ お 一 人 様 ご 参加 の お 客 様 の み 承り ます 。 ご 夫婦 で の お 申込 み は ご 遠慮 願い ます 。 旅 へ ご 案内 し ます 
・ お 友達 同士 で ご 参加 の 場合 は 、 個 々 に お 申込 み を 承り ます の で 、 別 々 に お 願い いた 人 8 
し ます 。 ま た 、 お 席 や お 部 屋 な ど に お いて 、 隣 同士 等 の ご 希望 は 承れ ませ ん の で 、 @ 「 日 本 秘 湯 を 守る 会 」 会 員 宿 に 泊まる コー ス も 充実 。 
あら か じ め ご 了承 下さ い 。 @ 登 山 コ ー ス は 75 歳 まで ご 参加 OK。 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 花 の 見 頃 や 紅葉 、 積 雪 や 流水 な ど 時 期 は 年 に よっ て 異な る 場合 が あり 、 ご 覧 いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※ 日 の 出 や 夕 景 、 雲 海 、 星 空 観 測 な ど 気象 条件 に より ご 覧 いた だ け な い 場合 が ご ざい ます 。 ※ 音 楽 ・ 観 ・ 美 術 展 な どの 出演 者 や 演目 ・ 鑑 賞 内 容 は 予定 で す 。 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 

※ 行 程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 最 終日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗車 (下車 ) 頂け ます 。 出 発 日 の 14 日 前 まで に お 申し 出 下 さい 。 

※ 掲 載 ツ アー は 2023 年 1 月 20 日 現在 の お 客 様 の お 集まり 状況 か ら 掲 載 じ て いま す 。 その 後 の 状況 で 満席 (個別 の 部 屋 タ イプ の み 満 席 の 場合 も 含む ) ま た は 催行 中 止 の 場合 が ご ざい ます 。 あら か じ め ご 了承 下さ い 。 


表紙 写真 錦 帯 橋 と 桜 (イメ ー ジ ) プ ウ ミネ コ (イメ ー ジ ) / 高 千穂 夜 神楽 (イメ ー ジ ) / 登 山 靴 (イメージ) / 桜 (イメ ー ジ ) / 日 本 秘 湯 を 守る 会 提灯 


【 全 コー ス 共 通 】 代 ご 出発 前 日 まで に 添乗 員 よ り 各 グル ー プ の 代表 者 様 へ ご 挨拶 の 電話 を させ て いた だ きま す 。 (国外 在 中 の お 客 様 へ の お 電話 は いた し ませ ん ) CPU 予約 時 に 連絡 の 取れ る 電話 
番号 を 必ず 入力 下さ い 。 尚 、 電 話 が 不要 な 場合 は 〔 現 地 素材 } MS に その 旨 を 入力 下さ い 。 日 時 指定 は で きま せん 。 但 行程 に な い 駅 で の 発着 希望 の 場合 (上 野 、 立 川 な ど )、 出 発 日 の 14 日 前 
まで に MS に その 旨 を 入力 し て 下さ い 。 最終 日 程 表 に 記載 の 駅 の み ご 乗車 (下車 ) の 対応 を させ て いた だ きま す 。 坦 発生 手配 不可 。 倫 特に 記載 の な い 限り 行程 中 の 全 宿泊 は 同一 客室 数 に て 予 
約 下さ い 。 但 し 、 定 員 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 入 室 人 員 の 多い 旅行 代金 が 適用 と な り ま す 。 (プラ ン 料 金 適用 泊 日 を 1 室 の 利用 人 員 が 最大 の 宿泊 日 で 登録 ) 1 名 1 室 利用 は 1 名 料金 適 


の 場合 の み 手 配 可 能 で す 。 人 定 貞 の 都合 に より 室 数 が 異な る 場合 、 部 屋 割 指定 が 必要 で す 。 相 部 屋 予 約 の 場合 。。1 名 1 室 と 表記 され ます が 、 相 部 屋 で の ご 案内 と な り 部 屋 定 貞 は 当日 の ご 案 
内 と な り ま す 。 


30》 数 多 の 参拝 者 を 引き 寄せ た 聖地 の 歴史 的 背景 を 学び 、 


放 東京 ・ 大 阪 発 ・ 
信仰 が 形 づ く っ た 景観 を 知る 理 昌 NMg 東 東吉 LGAESOIO 
ーー 6CER4010 


正 居 座 130 年 特別 公開 「 熊 野本 宮 大 社 御 垣内 」 を 参 拓 
参拝 者 に 想い を 馳せ 熊野 参 語 道 を 歩く 3 日 間 催行 人 貞 : 10 名 


ッ ツー リズ し 182 


催行 
決定 写真 提供 : 熊野 本 宮 観光 協会 写真 提供 : 公益 社団 
出発 日 3 月 27 日 (月 ) こ 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 
出発 地 
東京 発 144,000 円 149,000 円 
129,000 円 136,000 円 
116,000 円 122 858 熊 茶 羅 4 中 辺 路 
※ 東 京 ・ 大 阪 ・ 現 地 集合 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 ピ 港 まで 同行 し ま 発 心 門 王子 一 熊野 本 宮 大 社 
す 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 中 紀 バ ス (パス ガイ ド 付 ) ※ 部 屋 タイ プ : 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 宮 直 提供 会 益 社団 法人 eo 
参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 日 目 午前 : 熊野 参 語 道 で 代表 的 な トレ ッ キ ング コー ス ' 発 和歌 山県 失 光 連盟 写真 提供 : 新宮 市 観光 協会 


心 門 王子 て 熊野 本 宮 大 社 」 を 歩き ます ( 約 150 分 )。 動き や すい 服装 、 ウ ォ ー キ ング シュ ー ズ な ど を ご 準備 

下さ い 。 ※2 日 目 午後 : 全長 約 16km の 熊野 川 を 下る 「 川 の 参 語 道 」 を 体験 し ます 。 雨具 を ご 持参 下さ い 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (11:30 て 12:30 発 ) 天王 寺 (10:15 て 11:15 発 ) 白浜 駅 (12:30 て 13:30 発 ) 
愛 南 紀 白 浜 空港 三 白浜 


つ 世界 遺産 熊野 本 宮 館 (熊野 参 語 昌 共 如 絵 解き ・ 上 熊野 参 語 の 変遷 な ど 展 示 物 を ee 
いて 解説 ) > 夕刻: あづま や 泊 (温泉 を 使用 し た 和食 会 席 夕 食 ) NNN 十 和 NU0D 2 

ほっ し ん も ん お う じ みず の みお う じ 
夫人 二 トレ ッ キ ング トー 氷 符 チ ー 球 。 紀 貧 地 の 電場 で ある 「 角 三山 』 で は 、 神 道 ・ 公 
跡 (度合 経 由 ) … 誠 典 王 子 … 熊 野本 宮 大 社 ( 正 通 座 130 征 特別 公開 の 御 措 肉 を 参 0 上 2 
拝 ) … 大 斎 原 つ 道 の 駅 「 敬 時 街道 熊野 川 」 能 野川 舟 下 り ( 約 90 分 間 の 川下 リ 贅 ・ 修 2 本 周作 の 8 
を 体験 ) …「 熊 野 速 玉 大 社 」 近 く の 権 現 河原 夕刻 : ホ テル な ぎ さ や 泊 (勝浦 今回 は 、 「 熊 野 参 語 易 茶 雑 絵解き 」 を 事前 に 聴講 
湾 の 入江 に 面 し た 靖夫 な ホテ ル ) 、「 熊 時 参 語 道 」 を 歩く こと で 、 日 本 の 宗教 ・ 文化 
朝 : 宿 つ 能 野 速 玉 大 社 一 神 廊 神社 (538 段 の 石段 を 上 る ) つ 大 門 坂 (大 門 坂 ・ 那 影響 も 与え た 背景 を 学び ます 。 ま た 、 今 回 
智 の 滝 ハ イキ ング ) … 熊野 那智 大 社 ・ 那 智 山 青 岸 渡 寺 ・ 那 智 の 大 滝 (落差 日 本 は 正 須 座 130 を 記念 し て 、 普 段 は 入る こと が で き 
6 の 8 キチ 山寺 3 1 


南紀 白浜 空港 和泊 邊 浜 駅 (7:0018:00 着 な い 御 坦 内 で 熊野 の 大 神様 を 間近 に 感じ る こと が 
羽田 空港 (19: 0 00 着 ) 天王 寺 (19:00 て 20:00 着 ) 出来 ます 。 


田中 一 村 記 念 美術 館 や 金 作 原 原生 林 、 
マン グロ ー プ の 森 で カヌ ー 体 験 な ど と 魅力 満載 


田中 一 村 の 世界 亜 熟 帯 の 大 自然 を 体感 
満 史 ! 世界 自然 遺産 の 島 ・ 奄 美 大 島 


出発 3 月 30 日 ( 木 ) 筐 。 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 149,000 円 154,000 円 158,000 円 
大 孤 発 133,000 円 138,000 円 142,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 


奄美 空港 か ら 最終 日 奄美 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 


アドベンチャー 2 日 日 用 3 較 
衣 | を 除く と り 


| 等 山 半島 ホテ ル 客室 一 例 


※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 ホテ ル 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。 展望 赴 天 風呂 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 (11:30 て 12:30 発 ) 愛 奄 美空 港 伊丹 空港 9:00 て 10:00 発 ) 成 奄美 空港 
あ や まる 岬 (奄美 十 景 、 絶景 の 海岸 美 ) 
つ 奄美 パー ク (奄美 を 描い た 孤高 の 画 


金 作 原 原生 林 ekpvg 


家 「 田 中 一 村 記念 美術 館 」 の 名 画 鑑賞 ) 田中 一 村 記念 美術 館 okpyp 大 の 亜熱帯 広 葉 樹 が 残り 、 生 きた 
つ 奄美 大 島 納 村 (大 島 組 の 世界 を の ぞ く 、 大 島 細 の 製造 過程 な ど を 現地 スタ ッ フ NN - 。 化石 と いわ れる 巨大 な ヒ カ ゲ ヘ ゴ や 
が 案内 。T シ ャ ツ 泥 染め 染色 体験 も ) 夕刻: 奄美 山羊 島 ホテ ル 泊 ( 全 室 オー シャ 専 夫 の 目 待 で 導 更 "2 人 彰 介する 天 維 本 移 の ルリ カケ ス な ど 。 衝 
ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 ・ 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 奄 美和 風 会 席 夕 食 ) 5 1 お 
午前 : 宿 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 太 古 六 し ま 富 。 " ” 潜 久 午 業 和 め ま 季 ら 
の 森 を 思わ せる 原生 林 散 策 ) 大浜 海浜 公園 (青い 海 と 白い 砂浜 ) っ 黒潮 の 森 マ 
ング ロー プ ブ パ ー ク (初心 者 で も 安心 、 カ ヌー で マン グロ ー ブ 探 勝 と 園内 散策 ) っ eo R 上 
刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 写 美 必 会席 久 ) 遊 き 通 っ た コバ ルト ブルー の 涯 と 量 熱帯 の 原生 本 が 
午前 : 宿 一 田中 一 村 終 柱 の 地 つ お 買い 物 一 織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 の 田中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪 
の る 岬 Bd の 海 岩美 ) 奄美 空港 伊丹 空港 (13:00~14:00 着 ) ね て 、 終 千 の 地 や 記念 美術 館 へ 。 金 作 原 原生 林 、 マ 
三 2 パー い の 画家 ュ > 
「 田 中 一 村 記 念 美術 館 」 PP ング ロー ブ の 森 で カヌ ー 体 験 な ど 、 特 有 の 文化 と 歴 


美空 港 羽田 空港 (16:30~-18:00 着 ) 史 、 大 自然 を 体感 し ます 。 


桜 
の 
旅 


落 ご mG 麻 竹 で 由 斗 前 悼 凍 | 落 い Q 燃 誰 器 憶 
| | | | 


泥 川 


桜 
の 
旅 


| 落 ご rrO 故 対 | で 届 斗 前 ・ 居 前 | 炎 a 隊 竹本 | 


泥 川 


FYTTE 

田中 一 村 の 世界 ・ 加 熱帯 の 大 自然 を 体感 還 =F lg 

満喫! 世界 自然 遺産 の 島 ・ 奄 美 大 島 に コ o 
時 : 叶 款 


| 半 山 半島 ホテ ル 客室 一 例 
出発 日 4 月 30 日 (日 ) 四 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 175,000 円 179,000 円 185,000 円 
大 孤 発 155,000 円 159,000 円 165,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 49,.000F 
引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 
添乗 員 は 初日 奄美 空港 か ら 最 終日 奄美 空港 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : し ま バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 ホテ ル 

合流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ 展望 霞 天 風呂 
ー ジ で す 。 

行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


羽田 空港 (11:30ー12:30 発 ) 奄美 空港 伊丹 空港 (9:00 一 10:00 発 ) う 奄美 空港 
づつ あや まる 岬 (奄美 十 景 、 絶景 の 海岸 美 ) 


つ 窟 美 バ ー ク ( 布 美 を 描い た 孤高 の 画 2 

家 田中 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑賞) 田中 一 村 記 念 美術 館 ekpv 0 
つ 礁 美 大 島 納 村 (大 島 組 の 世界 を の ぞ く 、 大島 負 の 製造 骨 程 な ど を 現地 スタ ッ フ お 3 信和 の ルリ カケ ス な と 、 本 
UI 「 意 美 の 卿 」 と 奄美 を 描い た 孤高 の 画 な 生物 も 生息 する 礎 を ネイ チャ ー ガ 
ン ビ ュー の リゾ ー ト ホテ ル 、 大 浴場 ・ 露 天風 呂 で 寛ぐ 、 奄 美和 風 会 席 夕食 ) 家 「 田 村 一 村 記 念 美術 館 」 の 名 画 鑑 イド と 控 。 比較 的 平坦 道 で 軽 ハイ 
午前 : 宿 一 金 作 原 原生 林 (ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 巨大 な シダ が 生 い 茂 り 、 太 古 賞 し ます 。 キン グ 気 分 で 楽し め ま す 。 
の 森 を 思 1 わせ る 原生 林 散 策 ) > 大 浜 海 浜 公園 ( い 海 と い 砂浜) > 黒潮 の 森 マ 
グロ ー ブ 押 と 還 内 科 ユタ 朋 ぁ 通 っ た コパ ルト プル ー の 次 と 還 熱 甘 の 原 生 林 が 
午前 : 宿 田中 一 村 終 本 の 地 つ お 買い 物 織り な す 奄 美 大 島 。 評 判 の 田中 一 村 ゆ か り の 地 を 訪 
あや まる 岬 (奄美 十 景 、 絶 景 の 海 岩美 ) 奄美 空港 伊丹 空港 (13:00~14:00 着 ) ね て 、 終 稿 の 地 や 記念 美術 館 へ 。 金 作 原 原生 林 、 マ 

バー ぷ 記 画 ャ R * 
ie 人 まあ の Min ング ロー ブ の 森 で カス メー 体験 な ど 、 特 有 の 文化 と 歴 
美空 港 う 羽田 空港 (16:30~18:00 着 ) 史 、 大 自然 を 体感 し ます 。 
3 ゆ 世界 遺産 の 島 を ぐる り 一 周 、 掲載 No | 東京 発 東京 発現 地 発着 
神秘 の 森 は 現地 ネイ チャ ー ガ イド の 案内 (7 て 8 名 に 1 名 ) 付 現地 発着 | OAEYKE50 | 軒 衣 


リゾ ー ト 連 泊 ネイ チャ ー ガ イド と 体感 大 孤 発 |6CEYKE50 


大 自然 息づく 癒し の 屋久 島 ぐ る り 一 周 "や momrts 
< / の E 1 ェ ア ド ベ ンチ ャ ー 92 職 塞 
3000 円 割引 ジリ と 9 天 、18 名 人 2 シー ト 且 先 組 ガイド こり 


出発 日 5 月 13 日 ( 土 )、21 日 (日 ) 。 ekrve @KPVB 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


且 束 世 182.000 円 185,000 円 。 212.000 円 


| 大 発 165,000 円 168,000 円 195,000 円 

※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 57,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募 
集 コ ー ス で す 。 添 乗員 は 初日 羽田 空港 また は 伊丹 空港 か ら 最 終日 伊丹 空港 また は 羽田 空港 まで 同行 し ま 
す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 種子 島 ・ 屋 久 島 交 通 ま た は 屋久 島 道 の 駅 観光 バス また は まつ ば ん だ 交通 ※ 部 
屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 出 発 
また は 利用 便 に より 行程 順序 を 変更 させ て いた だ く 場合 が あり ます 。 ※ 白 谷 雲 水 峡 ( 約 210 分 、4 キ 
。 歩く スピ ー ド な ど 個 人 差 に より 全て お 歩き いた だ け な い 場合 や 状況 に より お 断り する 場合 が あり ま 


T 程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (8:00 て 10:00 発 ) 伊丹 空港 (10:00~11:30 発 ) 愛 屋 久 島 
伊丹 また は 鹿児島 屋久 島 

つ 紀元 杉 (樹齢 3000 年 と いわ れる 巨木 ) つ ヤク スギ ラン ド ・ ふ れ あ い の 径 ( 歩 
道 が 整備 され みどころ いっ ぱい の コー ス を ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 歩き ま 
す ) 夕刻: 屋久 島 い わ さ き ホテ ル 泊 (温泉 リゾ ー ト で 寛ぐ 、 和 洋 折 表 会 席 夕食 ) 


中 | の 滝 (落差 88m の 日 本 滝 100 選 ) 一 西部 林道 (世界 自然 遺産 登録 区 域 、 


屋久 島 い わ さ き ホテ ル ロビ ー 屋久 島 い わ さ き ホテ ル 外観 


世界 最大 級 の 照葉樹 林 を 車窓 か ら ) 一 永田 いな か 浜 (ラム サー ル 条 約 登録 地 、 ウ ミ 
ガメ の 日 本 一 産卵 地 ) 志 戸 子 ガジュマル 公園 (亜熱帯 植物 園 ) 白谷 寺 水 峡 ( 幻 ーー 生 
想 的 な 照葉樹 林 の 森 を ネイ チャ ー ガ イド の 案内 で 歩く て 苔 む す 森 を 目指 し て 今 な お 多く の 自然 が 残る 世界 遺産 の 屋久 島 を ぐる り 
て) ユー 夕刻 : 同 二 ホテ ル 泊 (和洋 折 表 会 席 夕 食 ) 一 周 、 ヤ クス ギラ ンド で は 、 ネ イチ ャ ー ガ イド の 案 
午前 : 宿 一 千尋 の 滝 つ トロ ー キ の 滝 一 屋久 島 自 然 館 (屋久 島 の 全て を 知る ) 一 ァ ロス 引 牧 な 奉 を 比較 代 - 人 語 
屋久 島 伝承 蔵 (伝統 的 な 手造り 膝 仕 込み に こだわ っ た 焼酎 蔵 見 学 ・ お 買い 物 ) 和 還 。 2 想 的 で 神秘 な 森 を 比較 的 手軽 に 体感 す 
屋久 島 空 港 鹿 児島 また は 伊丹 屋久 島 空港 る こと が で きま す 。 温 泉 リ ゾー ト に 連 泊 し 、 ゆ っ た 
羽田 空港 (18:00~20:00 着 ) 演 伊 丹 空 港 (16:00 て 18:00 着 ) り 優 鈴 に 癒し の 時 間 を お 過ごし 下さ きい 。 


GW 出 発 あり 


6AEBKE70 


⑯3 ゆ バス 座席 2 シー ト 利 用 、 桜 前 線 を 追い な が ら 名 所 を めぐ る 特別 ツア ー 


北東 北 か ら 道 南 へ 
桜 街 道 6 日 間 の 旅 


弘前 城 の 桜 


日 本 屈指 の 桜 名 所 。 約 
2600 本 が 咲き 誇る 淡 
い ピ ンク 色 に 染まっ た 
e 豪華 絢 凡 な さく ら ま つ 
り を 楽し み ま す 。 散 っ 
た 花びら が お 漂 に に 浮 
か ぶ 光 景 も 絶 罰 で す 。 


4 月 22 日 ( 土 ) 4 月 25 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


[| Sie | 2 人 e | Ka | 


305,000 円 
大 孤 発 272.000 円 280.000 円 305.000 円 大阪 発 290.000 円 300.000 円 325.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 伊丹 空港 まで 同行 


[| Sie | 2 人 ta 


売 252.000 円 260.000 円 285.000 円 諫 京 落 270.000 円 280.000 円 


し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 交通 また は 岩手 県 北 バス また は 秋 北 バス また は 弘 南 バス 、 


北都 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 出 発 日 に より 1 泊 目 の ホテ ル が 異な り ま す 。 ※ 現 地 合 
流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (10:20 て 11:00 発 ) 三 大 宮 三 新 大 阪 (7:20 て 8:00 発 ) = 京都 = 
gl 人 名 古屋 三 東京 = 北上 

っ 北上 展 勝 地 (北上 川 に 沿っ て 咲き 誇る 約 2km も の 桜 並木 、 み ちの く 三 
大 桜 名 所 ) 一 盛岡 ・ 石 割 桜 (一 本 桜 。 巨 大 な 花 賠 岩 の 割れ 目 か ら 育 っ た 
直径 約 1.35m、 樹 齢 60 年 を 越え る 桜 ) 一 夕刻 :422 八 幡 平 マウ ン テ ン ホ 
テル 泊 (ブッ フェ タ 食 )、4/25 ホ テル メト ロ ポ リタ ン 盛 岡 NEW 
WING 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 小岩 井 ・ 一 本 桜 一 小岩井 農場 (上 丸和 牛舎 桜 並木 散策 [ 約 
1km60 分 程度 散策 ] な ど 現 地 ガ イド が ご 案内 、 牛 の 放牧 風景 ) 田沢 湖 (た 
つこ 像 ) 一 西木 材 ・ カ タク リ の 群生 地 一 角館 ( 栓 木内 川 の 桜 並木 な ど 
自由 散策 ) … 武家 屋敷 通り (し だ れ 桜 咲く 武家 屋敷 通り を 散策 ) っ 夕刻 : 
大 潟 温泉 ・ ホ テル サン ルー ラル 大 潟 泊 (茶褐色 の 大 潟 モー ル 温泉 、 
和洋 折 家 夕食 ) 


東京 ・ 大 阪 発 


| 食事 | 
ぁ 最 少 催 行人 上 員 : 12 名 
呈 図 品 、 


提供 : (一 社 ) 北斗 市 観光 協会 


北上 展 勝地 北斗 ・ 法 亀 寺 の し だ れ 桜 


北上 展 勝地 の 桜 並木 に は じ ま り 、 角 館 は 武家 屋敷 の 枝垂れ桜 、 
弘前 公園 の 名 桜 、 五 征 攻 の 桜 …。 残 の 山並 み を 背景 に 、 菜 の 
花 や カ タク リ の 花々 を 散り ば め な が ら 、 春 を 詩 只 す る みち の < 
三 大 桜の 名 所 に 津軽 海峡 を 渡っ て 道 南 の 桜 を 訪ね る 6 日 間 特別 
企画 。 


ここ が オス ス メ ! 
以 バス 座席 2 シー ト 利用 、 桜 めぐ り 特 別 ツア ー ! 
層 


北上 、 角館 、 弘前 と た みちのく 三 大 お 花見 スポ ッ ト と 函館 まで 足 を 
の ば し て 周遊 し ます 。 


| 苦い で 作 対 | で コ オ 前 ・ 判 前 OWN 


泥 川 


| 3 日 目 

大 潟 村 菜 の 花 ロ ー ド と 桜 並木 
県 道 沿い 約 11km に わた り 、 約 
3700 本 の 桜 と 菜の花 が 織り 成す 
ピン ク と 黄色 の 鮮やか な コン トラ 
スト が 楽し め ま す 。 


11km に わた っ て 咲く 桜 と 菜の花 ) 一 十 二 湖 (神秘 の 青池 ) 一 千畳敷 一 津 
軽 芦野 公園 駅 の 桜 (太宰 治 文学 碑 、 桜 の トン ネル ・ 日 本 の 桜 名 所 100 選 、 
1500 本 の 桜 ) -~ 夕刻 : ア ー ト ホテ ル 青 森 泊 (和食 夕食 
午前 : 宿 一 弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 心 に 、 シ ダ 
レザ クラ 、 八 重 桜 な ど 、 約 50 種 類 2600 本 の 桜 が 咲き 誇り ます ) … 弘 前 ・ 
藤田 記念 庭園 (岩木 山 を 借景 に し た 高台 の 庭園 を 望む こと が で きる 洋館 、 
日 本 庭園 と 桜の 園内 を 散策 、 お 抹茶 点 て 体験 も ) 一 新 青 森 三 青函 トン 
ネル テ 新 函館 北 キ ー タ 刻 : 西 大 沼 温泉 ・ 函 館 大 沼 プ リン ス ホ テ ル 泊 
(北海 道 の 四 季 を 感じ る リゾ ー ト ホテ ル 、 温 泉 大 浴 場 ・ 赴 天 風呂 で 
寛ぐ 、 和 洋 折 表 夕食 ) 

午前 : 宿 一 森 ・ オ ニ ウ ン 公園 (堀井 災 桜 や 駒 見 桜 な ど 咲 く 園内 と 駒ケ岳 
の 眺望 ) 一 大 沼 公園 (駒ケ岳 眺望 、 大 沼 湖 ・ 小 沼 湖 遊 覧 ) -~ 北斗 桜 回 廊 
(松前 藩 戸 切 地 陣屋 跡 桜 トン ネル や 法 亀 寺 の シダ レ 桜 ) 一 夕刻 : 函 館 国際 
ホテ ル 泊 (函館 港 を 望む ウォ ー タ ー フ ロン ト に 建つ ホテ ル 、 天 人 然 温 
泉 展望 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 五 生 郭 ( 五 村 部 タ ワー、 最 北 の 桜 咲く 星 形 城郭 や 箱 館 奉行 所 ) 
つ 香 雪 園 ( 桜 咲 く 国 指定 文化 財 庭 園 、 名 勝 「 旧 岩船 氏 庭園 」) > 

函館 空港 

羽田 空港 (16:00 て 17:00 着 ) 


函館 空港 羽田 
伊丹 空港 (18:00 て 19:30 着 ) 


間 ド と 桜の 並木 道 (県 道 沿 い に 、 延 長 


3 日 目 | 
芦野 公園 の 桜 
芦野 公園 駅 付近 の 線路 を 覆う よう 
に 桜の トン ネル が 広がり 、 そ の 下 
を くぐる 津軽 鉄道 と の 景観 は 有名 。 


6 日 目 | 
五 入 郭 の 桜 
人 気 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 
心 に 約 1600 本 の 桜 が あ り 、 星 形 に 
縁取 られ た ピン ク 色 が 見 事 


桜 


著 9 


| 落 ご rrO 故 対 | で 届 斗 前 ・ 居 交 | 和 a 陣 叶 


泥 川 


GW 出 発 あり 
3 バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 最 果て 津軽 半島 で 春の 旅 を お 楽し み 下 さい 


最果て 春の 旅 6 eeeewle 
青森 津軽 半島 か ら 龍 飛 崎 mr 


4 月 24 日 (月 ) 4 月 28 日 ( 金 ) 陸生 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) | r ウ 


出発 地 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 1 室 剛 議 出発 地 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 ] 室 

東京 発 | 126,000 円 129.000 円 144.000 円 | 東京 発 | 135.000 円 138,000 円 153,000 円 
大 阪 発 136.000 円 139.000 円 154.000 円 。 大阪 発 151.000 円 154.000 円 169.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 2 泊 目 : 和室 また は 洋室 また は 和洋 室 (和洋 
室 海峡 側 客室 は バス タブ な し シャ ワー 室 の み と な り ま す ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 津 軽 鉄 道 は 乗車 区 間 や 乗車 日 が 変更 と な る 場合 が あり 、 そ れ に 伴い 他 の 行程 順序 も 変更 と な る 
場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 大 宮 = 伊丹 空港 (10:30 て 11:30 発 ) 
新 青森 青森 空港 つ 新 青森 


っ 弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 心 に 、 シ ダレ ザク ラ 、 八 重 桜 な 
ど 、 約 50 種 類 2000 本 の 桜 が 咲き 誇り ます ) 一 夕刻: 稲垣 温泉 ・ ホ テル 花 月 亭 泊 ( 奥 
津軽 の 名 湯 、 源 泉 掛け 流し の 宿 、 和 食 夕食 ) 

午前 : 宿 一 弘前 ・ 藤 田 記念 庭園 (岩木 山 を 借景 に し た 高台 の 庭園 を 望む こと が で 


きる 洋館 、 日 本 庭園 と 桜の 園内 を 散策 、 お 抹茶 点 て 体験 も ) 弘前 市 内 (洋館 と フ 5 了 se 

ラン ス 料 理 の 街 ひろ さき を 代表 する レス トラ ン で フレ ンチ コー ス ) つ 五所 川 に 2 陽 52 

原 一 津軽 鉄道 [ロー カル 線 の 旅 ・ 自 由 席 ] 一 薦 野 公園 (太宰 治 文学 碑 、 桜 の ト 1 

ン ネ ル ・ 日 本 の 桜 名 所 100 選 、1500 本 の 桜 ) っ 龍 飛 崎 っ 夕刻 : 龍 飛 崎 温泉 ・ ホ テル 二 本 0 

竜 飛 泊 (津軽 半島 最 北 端 に 位置 する 一 軒 宿 。 ロ ビー や 大 浴場 、 赴 天 風呂 か ら 太宰 の 故郷 ・ 金 木 で 津軽 三味 線 ラ イブ や 津軽 半島 最 


午前 : 宿 太宰 治 記念 館 (斜陽 館 ) … 津軽 三味 線 会 館 (演奏 ライ ブ ) 太宰 治 下 和光 人 E ミス 護 
開 の 家 (| 旧 鳥 津 家 新 座敷 ) が 目 の 前 に 広がる 天然 温泉 も 楽し み ま す 。 バ ス 座 席 


新 青森 ニ 大宮 東京 (19:00 て 20:10 着 ) 新 青森 一 青森 空港 2 シー ト 利 用 で 最果て 津軽 半島 、 春 の 旅 を お 楽し み 
伊丹 空港 (19:30 一 20:30 着 ) 下さ きい 。 


ーー 


GS” バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラク ラク 東京 発 | 6AEBKE90 
グル メ や 楽 し む ' 清 才 大 阪 発 6CEBKE90 
青森 ・ 紋 前 か ら 津 軽 の 春 


出発 日 4 月 28 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


且 束 基 153.000 円 。 158.000 円 168.000 円 


大 孤 発 174,000 円 179,000 円 189,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 津 紀 W 症 
軽 鉄道 は 乗車 区 間 や 乗車 日 が 変更 と な る 場合 が あり 、 そ れ に 伴い 他 の 行程 順序 も 変更 と な る 場合 が あり 弘前 城 と 桜 お 漂 を 埋め 尽く す 花 後 
ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


ー 上 バス バス | ひ 
弘前 城 夜桜 


の 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 大 宮 = 伊丹 空港 (10:30 て 11:30 発 ) ラ 
新 青森 青森 空港 一 新 青森 


弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 心 に 、 シ ダレ ザク ラ 、 八 重 桜 な 
ど 、 約 50 種 類 2600 本 の 桜 が 咲き 誇り ます ) 一 津軽 の 食材 を 生か し た 会 席料 理 と 幻 
の 津軽 そば 夕食 一 弘前 公園 (ライ ト ア ッ プ され た 夜桜 見 物 ) 一 夜 : ア ー ト ホ 
テル 弘前 シテ ィ 泊 ( 全 室 シモ ンズ ベッ トド 完備 、 地 産 食材 を 使っ た こだわ り 朝 


貸 も 人 気 の ホ テル ) 弘前 城 夜桜 訪 野 公園 の 桜 と 津軽 鉄道 
午前 : 宿 一 津軽 三味 線 会 館 (演奏 ライ ブ ) 一 太宰 治 記念 館 (斜陽 館 ) 寿司 昼食 

つ 太宰 治 疎 開 の 家 ( 旧 津 島 家 新座 敷 ) 一 蓄 野 公園 (太宰 治 文学 碑 、 桜 の トン ネル Os 

・ 日 本 の 桜 名 所 100 選 、1500 本 の 桜 ) 津軽 鉄道 [ロー カル 線 の 旅 ・ 自 由 席 ] = さくら 5 まつ 開催 の の OWN 青森 各地 を めぐ り ま 
五所 川原 夕刻: アート ホテ ル 青 森 泊 (市 内 で 卿 土 懐 石 料理 夕食 ) す 。 旬 の 味覚 を ふん だ ん に 使っ た 青森 郷土 懐石 を ご 
午前 : 宿 一 弘前 ・ 藤 田 記念 庭園 (岩木 山 を 借景 に し た 高台 の 庭園 を 望む こと が で 賞味 いた だ き 、 津 軽 半 島 へ も $ 足 を の ば し ます 。 人 気 
きる 洋館 、 日 本 庭園 と 桜 咲く 園内 を 散策 、 お 抹茶 点 て 体験 も ) 一 弘前 市 内 (洋館 と ー 、 了 
フラ ンス 料理 の 街 ひ ろ さ き を 代表 する レス トラ ン で フレ ンチ コー ス ) 0 月 生 2 全 電 SN 寺本 2004 
新 青森 三 大 宮 三 東京 (19:00 て 20:10 着 ) 新 青 森 一 青森 空港 いで す 。 弘前 で も ゆっ くり 散策 し な が ら 桜 を お 楽し 


伊丹 空港 (19:30 一 20:30 着 ) み 下 きい 。 


3》 バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラク ラク 気楽 に 東北 の 名 桜 めぐ り 
一 人 旅 北上 か ら 角 館 ・ 弘 前 へ 
みち の く 三 大 桜 名 所 を た ず ね る 


出発 日 4 月 23 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 168,000 円 


- 大阪 先 198,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 交通 、 岩 手 県 北 バ ス 、 秋 北 バ ス 、 弘 南 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P 47 を ご 参照 さい 。 ※ 津 軽 鉄道 は 乗車 区 間 や 乗車 日 が 変更 と な 本 ee 還 
る 場合 が あり 、 そ れ に 伴い 他 の 行程 順序 も 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 角館 武家 屋敷 し だ れ 桜 大 湿 村 ・ 菜 の 花 ロ ー ド と 桜 普 
※ ご 夫婦 で の 参加 は ご 遠慮 願い ます 。 お 友達 同士 の ご 参加 の 場合 は 別々 に お 申込 を 承り ます 。 木 

行程 っ ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (10:30 て 12:00 発 ) 大宮 北上 新 大 阪 7:30~ て 9:00 発 ) 三 京都 = 
名 古屋 = 東京 = 北上 

っ 北上 展 勝地 (北上 川 に 沿っ て 咲き 誇る 約 2km も の 桜 並木 、 み ちの く 三 大 桜 名 所 ) 
つ 盛 岡 ・ 石 割 桜 (巨大 な 花岡 岩 の 割 れ 目 か ら 育 っ た 直径 約 1.35m、 樹 齢 360 年 を 越 
える 桜 ) ~ 夕刻 : ホ テル メト ロボ ポリ タン 盛岡 ・ ニ ュー ウイ ング 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 
午前 : 宿 一 小岩 井 ・ 一 本 桜 一 小岩 井 農場 (歴史 的 建造 物 群 を 現地 ガイ ド が ご 案内 ) 
つづ 田沢 湖 (た つこ 像 ) 一 西木 村 ・ カ タク リ の 群生 地 一 角館 ( 栓 木内 川 の 桜 並 木 ) 
… 武家 屋敷 通り (し だ れ 桜 咲く 武家 屋敷 通り を 散策 ) 夕刻: 大潟 温泉 ・ ホ テル 
サン ルー ラル 大 潟 泊 (天然 保湿 成分 が 多く 含ま れる 「 美 肌 の 湯 」、 和 洋 折 表 料理 夕食 ) AM っ 9 
午前 : 宿 一 大 濁 村 ・ 菜 の 花 ロ ー ド と 桜の 並木 道 (延長 11 キ ロ に わた っ て 咲く 桜 と ュ yy 
藤 の 花 ) 十 二 湖 (神秘 の 青池 ) -> 千 量 敷 立 伝 武 多 の 館 五所 川原 津軽 鉄 1 引山 02 人 
道 ・ 自 由 席 = 芦野 公園 (太宰 治 文学 碑 、 桜の トン ネル ・ 日 本 の 桜 名 所 100 選 ) 


つ 弘 前 公園 (ライ ト ア ッ プ され た 夜桜 見 物 ) 一 夜 : ア ー ト ホテ ル 弘 前 シテ ィ 泊 北上 展 勝地 の 桜 並木 に は じ ま り 、 角 館 は 武家 屋敷 の 

午前 : 宿 一 弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 約 50 種 類 2600 本 の 桜 が 咲 き 誇 り ま 、 防 前 公園 0 二 背景 

す ) 一 弘前 ・ 藤 田 記念 庭園 (高台 の 許 を 望む こと が で きる 洋館 、 日 本 庭園 と 税 9 6 0 tt 細 AI 

新 青森 大 宮 = 新 青 森 東京 ニ 名 古屋 = 京都 ニ に 、 菜 の 花 や カ タク リ の 花々 を 散り ば め な が ら 6、 春 

東京 (17:30~19:10 着 新 大 阪 (20:30-22:10 着 を 証 歌 する みち の く 三 大 桜の 名 所 を 訪ね る 4 日 間 。 
3 パ ゆ 歴 史 案内 人 と 枝垂れ桜 の 角館 散策 と さく ら ま つり 開催 中 の 城下 町 弘前 へ 東京 発 | 6AEBKE40 


大 阪 発 |6CEBKE40 
『 最少 催 行人 貞 : 12 名 


バス 
野人 園 の 梓 と 当 経 


みち の く 桜 た び 
角館 ・ 弘 前 の 名 桜 を 楽し む 


出発 日 4 月 22 日 ( 土 )、25 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東 齋 発 。 134,000 円 139,000 円 149,000 円 
大 孤 発 164,000 円 169,000 円 179,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 羽後 交通 、 秋 北 バ ス 、 弘 南 バ ス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい 
て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 津 軽 鉄道 は 乗車 区 間 や 乗車 日 が 変更 と な る 場合 が あり 、 そ れ に 伴い 他 の 
行程 順序 も 変更 と な る 場合 が あり ます 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


大 潜 村 ・ 菜 の 花 ロ ー ド と 並 木 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) 大 宮 三 角館 新 大 阪 7:00 て 8:00 発 ) 京都 = 
名 古屋 三 東 京 三 角館 
っ 角館 ( 栓 木内 川 の 桜 並木 な ど 自由 散策 ) … 武家 屋敷 通り (歴史 案内 人 の 解説 
で し だ れ 桜 咲く 武家 屋敷 通り を 散策 ) 一 夕刻: 秋田 キャ ッ ス ル ホ テル 泊 


午前 : 宿 日 本 国 花 苑 (200 種 、2000 本 の 桜 が 咲き 誇る 桜の 里 ) -> 大 潟 村 ・ 菜 の 花 


ロー ド (県 道 沿い に 、 延 長 11ktm に わた っ て 咲く 菜の花 ) 一 弘前 公園 (日 本 屈指 の ーー 2 

桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 心 に 、 シ ダレ ザク ラ 、 八 重 桜 な ど 、 約 50 種 類 症 語 388 

2600 本 の 桜 が 咲き 誇り ます ) 津軽 の 食材 を 生か し た 会 席料 理 と 幻 の 津軽 そ 角館 武家 屋敷 し だ れ 桜 弘前 才 の 人 

ば 夕食 一 弘前 公園 (ライ ト ア ッ プ され た 夜桜 見 物 ) 一 夜 : ア ー ト ホテ ル 弘 前 = 志 

シテ ィ 泊 ( 全 室 シモ ンズ ベッ ド 完 備 、 地 産 食 材 を 使っ た こだわ り 朝 食 も 人 気 の ホ テル ) 桜花 舞う …、 み ちの く 小 京都 「 角 館 」 を 歴史 案内 人 

3 宿 一 五所 川原 = 津軽 鉄道 [ロー カル 線 の 旅 ・ 自 由 席 ] = 芦野 公園 ( 太 の 解説 聞き な が ら 、 ゆ っ くり と 町 を 歩き ます 。 城 
治 文 学 碑 、 桜 の トン ネル ・ 日 本 の 桜 名 所 100 選 、1500 本 の 桜 ) 津軽 三味 BN 8 間 

全 (演奏 ライ ブ ) … 太宰 治 記念 館 (斜陽 館 ) つ 下町 「 弘 前 」 で は 、 残 雪 の 岩木 山 を 借景 に 桜 に 彩 ら 


新 青森 王 大 宮 三 新 青森 三 東 京王 名 古屋 三 京都 三 れる 弘前 城井 や ライ ト ア ッ プ の 桜 な ども 見 学 し ます 。 


東京 (17:30 て 19:10 着 ) 新 大 阪 (20:3022:00 着 ) 桜 が 彩 る みち の く を の ん びり と お 楽し み 下 きい 。 


| 落 ご rrOG 故 対 | で 中 斗 前 ・ 居 前 | 生生 問答 


泥 川 


桜 


著 9 


| 落 ご rrO 故 対 | で コ 斗 前 ・ 居 交 | 和 a 隊 叶 


泥 川 


3 り 湯量 ・ 泉 質 . 効 能 ・ 自 然 ・ 温 泉 文化 な どの 総合 力 を 体験 
大 自然 の 息吹 薫る 人 気 の 新 玉 川 


温泉 3 連 車 泊 と みち の く 花 見 日 和 症 較 em 瑞 
出発 日 4 月 29 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


| 東京 発 138,000 円 140,000 円 145,000 円 158,000 円 
- 秦 匠 発 168,000 円 170,000 円 175,000 円 188, 000F 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コース で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か 
ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス ま た は 羽後 交通 、 秋 北 バ ス ま た は 人 岩 ヨ 
県 北 バ ス ま た は 岩手 県 交通 

※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


新 玉 川 温泉 大 浴場 新 玉 川 温泉 屋内 岩盤 浴 
農 牧 (株 ) 


民 


弘前 城 の 桜 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 (7:15~ て 8:00 発 ) = 京都 = 
新 青 森 名 古屋 三 東京 新 青森 
っ 弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨン シノ を 中 心 に 、 シ ダレ ザク ラ 、 八 
重 桜 な ど 、 約 50 種 類 2600 本 の 桜 が 咲き 誇り ます) 一 夕刻 : 新 玉川 温泉 泊 ( レ 
スト ラン で バイ キン グ 夕 食 ) 四 上 新 玉川 温泉 小岩 井 農 場 桜 並 木 
午前 : 宿 一 田沢 湖 (た つこ 像 ) 西木 村 ・ カ タク リ の 群生 地 つ 角館 武家 屋敷 通 洋二 シン グル 寄 室 一 例 
り (歴史 案内 人 の 解説 で 武家 屋敷 通り を 散策 ) > 夕刻 : 同 宿泊 
| 隊 編 (終日 自由 に 温泉 を お 楽し み 下 さい 。 自由 昼食 、 レ スト ラン で バイ キン グ 人 気 の 新 玉 川 温泉 に の ん びり 3 連 泊 。 強 酸性 PH1.2 
ーー ーー は 日 本 一 、 単 一 源泉 で の 温泉 湧出 量 が 日 本 一 、 日 本 
前 : 宿 一 小岩 井 ・ 一 本 桜 一 小岩 井 農場 (小岩 井 牛 を 使っ た 洋 ラ ンチ 、 現 地 ガ イ Sn 夏 、 然 崇 般 次 な ーー ムレ -- 日 6 
ド の 案内 で 重要 文化 財 指定 の 歴史 的 建造 物 群 を 見 学 [ 約 1 キロ 、50 分 程度 散策 ]) で 唯一 の 天 着衣 演 が 日 本 一 と 効能 高い 温泉 を お 容 


盛岡 大宮 三 東京 (17:30~18:40 着 ) 盛岡 東京 = 名 古屋 = 京都 = 様 の ペー ス で の ん びり と ゆっ た り と 楽し ん で いた だ 
新 大 阪 (20:30 て 21:30 着 ) け ま す 。 花 見 も プラ ス し た 時 期限 定 ツ アー。 


湯野 浜 : 泉 連 泊 で めぐる 大 阪 発 | 6CECKE10 
春 糞 温 の 鶴岡 ・ 酒 田 満 喫 たび 


ゅ 最少 催行 人 上 員 : 12 名 
出発 日 4 月 16 日 (日 )、19 日 ( 水 ) ey 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 

A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 

| 2 人 1 室 2 人 1 室 | 1 人 1] 室 | 2 人 1 室 | 1 人 ] 室 
東京 114.000 円 119.000 円 130.000 円 124.000 円 138.000 円 129.000 円 158.000 円 


- 大阪 発 。 144.000 円 149,000 円 160.000 円 154.000 円 168,000 円 159,000 円 188.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バ ス ま た は 庄内 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 和室 また は 洋室 、 宿 泊 の お 部 屋 タ イプ に よ 鶴岡 公園 の 桜 山 居 倉 庫 
り 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 ] 和室 署 敷 ツイ ン 【A タ イプ] 温泉 付 ツ イン 【B タ イプ 】 デザ イナ に 

ー ズ ルー ム 温 泉 付 ツイ ン ※3 人 1 室 は 和室 また は 和洋 室 利 用 に な り ま す 。 ※B タ イプ 1 人 利用 に つい ARKIS3 

て は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 ・ 一 旦 リ クエ スト と な り 、 お 取り で き な い 場合 が あり ます 。 ※ 名 人 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (10:30 て 11:30 発 ) 大 宮 三 山形 新 大 阪 7:30~ て 8:30 発 ) 京都 = 

名 古屋 東京 山形 
っ 山形 県 郷土 館 ・ 文 翔 館 (大 正 初 期 の 洋風 建築 、 国 の 重要 文化 財 ) 一 山形 ・ 城 城 
公園 (お 堀 を 彩る 約 1.500 本 の 桜 ) 夕刻 : 湯 野 浜 温泉 ・ 亀 や 泊 (1813 年 創業 の 
老舗 温泉 宿 。 日 本 海 を 望む 大 浴場 や 野趣 あふ れる 露天 風呂 も 人 気 、 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 加茂 水族 館 (世界 一 の 展示 数 を 誇る クラ ゲ ほ か ) … 出 羽 ノ 雪 酒造 (酒造 


吊る し 飾り 「 傘 福 


所 の 歴史 に ふれ る ) 鶴岡 公園 ( 鈴 ヶ 岡 城 寺 の 桜 名 所 散策 ) … 大 宝 館 つ 致 道 博 物 館 人 時 哲生 っ 

(庄内 藩 酒井 家 の 御用 屋敷 跡 に 整備 され た 博物 館 、 酒 井 氏 庭園 ) -> 致 道 館 (東北 で 唯 明 城 公園 吉 城 大 手 門 の 償 NN 5 

ーー 現存 する 藩校 築 ) 鶴岡 カト リッ ク 教 会 天主 堂 一 夕刻: 同 宿泊 (和洋 折 家 会 席 ) 温泉 大 浴場 

午前 : 宿 一 山 居 倉 庫 ( 昔 を 介 ぶ 倉庫 群 の 景観 ) 山王 くら ぶ (か つて の 老舗 料亭 。 

で 展示 され る 豪華 絢 個 な 吊る し 飾り 「 欠 福 」) 国史 跡 ・ 松 ヶ 岡 開 昌 ( 桜 並木 散策 、 1813 年 創業 の 老舗 温泉 宿 ・ 湯 野 浜 温泉 「 亀 や 」 に 連 
記念 館 見 学 ) つ ワ イナ リー で いた だ く 地 元 食材 を 使用 し た イタ リア ン フ レン チ > 6 5 Na 
人 治し 、 風情 あ る 抽 間 ・ 酒 田 カ CinO 人 fs < 
山形 大 宮 王 東京 (18:0019:00 着 ) 山形 三 東京 名 古屋 京都 = り ま す 。 鈴 岡 や 酒田 を めぐ り 、 歴 史 と 豊か な 文化 が 


新 大 阪 (20:50 て 21:50 着 ) 息づく 庄内 地方 の 魅力 に 触れ ます 。 


3》 バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 温 泉 リ ゾー ト で 桜 名 所 めぐ り 
天童 温泉 か ら 裏 磐 和 高 原 ホテ ル 
山形 時 腸 さく ら 回 廊 か ら 会 津 へ ES で em 


層 問 仙 条 還 : ッ 
出発 日 4 月 25 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


フレ ンチ フル コー 
供 : 宮城 県 観光 プロ モー ショ ン 推 進 室 
東 束 発 。 132,000 円 135,000 円 155,000 円 


大 孤 発 "162,000 円 165,000 円 185,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 
最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バス また 
は 山 交 ハ イヤ ー ま た は 福島 交通 ※1 泊 目 の 部 屋 タ イプ に より 旅行 
代金 が 異な り ま す 。 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 また は 和洋 室 ( 別 
館 和 モダ ン 客 室 ) 2 泊 目 : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て - 

は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 裏 磐 桶 高 原 ホテ ル 外観 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (10:30 て 11:30 発 ) 大宮 三 仙台 新 大 阪 (7:30~ て 8:30 発 ) 
名 古屋 三 東 京 三 仙台 
っ 蔵王 エコ ー ラ イン [全長 約 26km の 山岳 観光 道路 、 こ の 時 期 だ に け の 雪 の 壁 
る 必見 ] 一 御 釜 (エメ ラル ド グ リ ー ン に 輝く 神秘 の 湖 ) 一 夕刻: 天童 温 泉 ほほ え 
み の 宿 滝 の 湯泊 (1000nf の 広 さ を 誇る 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 山形 県 南部 ・ 赤 湯 か ら 長 井 、 白 鷹 の 約 43km を 結ぶ 桜の 回 廊 「 軒 コ ー 三 = ーー 
賜 さ く ら 回 廊 」 を 行く 一 子守 堂 の 桜 一 釜 ノ 越 桜 … 薬 師 桜 一 白兎 の 桜 く 車窓 さ ョ ホン | R=! NW 
> つ 草 岡 の 大 明神 桜 最 上川 堤防 千本 桜 く 車 窓 > 伊佐 沢 の 久保 桜 (村人 還 剛 28 SO 


京都 ニ 


1200 年 ) つ 烏帽子 山 千本 桜 っ 夕刻 : 裏 磐 欄 弥 六 沼 温 泉 ・ 裏 磐 様 高原 ホテ ル 泊 


裏 骨 秀 山側 客室 を ご 用 意 、 ラ グ ジ ュ アリ ー リ ゾー ト で 寛ぐ で 、 フ レン チ フ ルコ ー ス タ 食 ) 山里 の 春の 訪れ を 五感 で 味わい 、 国 指定 天然 記念 
午前 : 宿 桜 肉 の 桜 喜多 方 ・ 日 中 線 朴 し だ れ 桜 並木 (3Km の 遊歩 道 に 約 1000 「 草 岡 の 大 明神 楼 」「 伊 佐保 の 久保 楼 」、 樹 齢 500 年 を 
ご 電 上る し を っ の 0)。 越え る 巨 林 や 老 木 が 点 在 する " 放 央 さくら 回 穫 " を 
新白河 = 大 宮東 京 (18:00~19:20 着 ) 新白河 東京 = 名 古屋 = 京都 = めぐ り ま す 。 春 らん まん の 桜 名 所 旅 を お 楽し み 下さ 
新 大 阪 (21:00ー22:15 着 ) い 。 
(NEW バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 温 泉 リ ゾー ト 連 泊 で 桜 名 所 めぐ り 東京 発 |6AECKEBO0 


桜 一 人 旅 量 朱 リ ジワ 』 中 ト 連 泊 13 大 阪 発 6CECKEBO 
三春 ・ 会 津 の 名 桜 を た ず ね て ra 
を ー 


出発 日 4 月 12 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひとり 様 ) 
東京 人 128.000 円 


- 大阪 発 158,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 会 津 乗合 自動 車 また は 福島 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つ 花見 山 公園 裏 磐 稀 レ イク リゾ ー ト 五色 

いて は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠慮 願い ます 、 お 5 陸生 二 

友達 同士 の ご 参加 の 場合 は 別々 に お 申込 を 承り ます 。 生ま り の 森 外 失 

行程 つっ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 船 + そ の 他 析 乱 。 上 

東京 (10:30 て 11:30 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (7:30 て 8:30 発 ) = 京都 = 

郡山 名 古屋 三 東京 = 郡山 

つ 郡 山 ・ 紅 枝 垂 地蔵 桜 (樹齢 約 400 年 の シダ レザ クラ ) 三春 の 滝 桜 (樹齢 1000 年 を 

越え る 日 本 三 大 桜 、 国 の 天然 記念 物 指定 100 周 年 を 迎え た 名 木 ) っ 福 径 寺 [ふく じゅ うじ ] 

の し だ れ 桜 (三春 城主 田村 家 の 菩提 寺 に 咲く < 二 本 の ベニ シダ レザ クラ ) っ 夕刻 : 裏 骨 欄 

レイ クリ ゾー ト 五色 の 森 泊 (スー ペリ アツ イン ・41m の お 部 屋 を ご 用 意 、 磐 桶 

山 と 栓 原 湖 を 目 の 前 に 望む 、 自家 源泉 100%% の 温泉 リゾ ー ト て 寛ぐ 和食 夕食 ) 

午前 : 宿 一 日 中 線 跡 し だ れ 桜 並 木 (キロ の 遊歩 道 に 約 1000 本 の シダ レザ クラ が 咲 

き 誇る ) 薬王寺 の し だ れ 桜 (会 津 五 桜 ) 一 石部 桜 (会 津 五 桜 ・ 樹 齢 約 650 年 と い ー Sr スム 中 ュ ル 2 
上 三春 の : の し だ 

われ る エド ヒガ ン ザ クラ )… 飯 盛山 (重要 文化 財 ・ 会 津 さざえ 堂 ) つ … 鈴 ヶ 城 (名 城 本 AA 

に 咲く 1000 本 の 桜 ) 一 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス タ 食 ) 

午前 : 宿 一 合戦 場 の し だ れ 桜 (八幡 太郎 義家 と 安倍 貞 任 ・ 宗 任 と の 合戦 場 と 伝 わ 


日 本 三 大 桜の 一 つ で 枝垂桜 の 巨木 と し て 知ら れる 三 


る 地 に 立つ 2 本 の ベニ シダ レザ クラ ) 創作 料理 昼食 花見 山 公園 (ウメ 、 ハ ナ 春 滝 桜 は 、 薄 紅色 の 花 を つけ た 枝 が 滝 の よ うに 地面 
ヽ \ う 5 と 

Me 類 の サク ラ 、 レ ン ギ ョ ウ 、 モ クレ ン な どの 花々 が いっ せい に 咲き 競う 「 桃 ま で 垂れ 下がる 姿 は 圧巻 で す 。 ま た 春 本 番 の 花見 山 

福島 王 大 宮 三 東京 (17:0018:30 着 ) 福島 三 東京 名 古屋 京都 ニ 公園 は 桃源郷 」 と 呼ば れる ほど 様々 な 人 花 が 咲き 競 


新 大 阪 20:00~21:30 着 ) いま す 。 春 らん まん の 桜 名 所 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


ー+ ポ V ル デコ 


泥 川 | 苦い で 作 対 | で コ オ 前 ・ 悼 前 WS 


茂 前 つつ ー 


さ ーay 党 ビ 


い 


| 苦い で 故 対 | SN | 革 aW 加 著 9 江 


泥 川 
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3》 国宝 ・ 白 水 阿 弥 陀 堂 や 美人 の 湯 と 称 され る 硫黄 泉 を 満喫 
あれ か ら 12 年 ふく し ま 浜 通り 
震 災 遺 構 と 夜 ノ 森 桜の トン ネル 


出発 日 4 月 1 日 ( 土 )、4 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 ] 室 
東 束 発 。 107,000 円 108,000 円 123,000 円 
大 孤 発 136,000 円 137,000 円 152,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 
※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 洋室 2 泊 目 : 和室 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
三 大 宮 三 郡山 新 大 阪 7:45 て 8:45 発 ) = 京都 = 

名 古屋 = 東京 = 郡山 
っ 南 相 馬 ・ 相 馬 小 高 神社 (小高 城 寺 の 桜 ) 一 南 相 馬 市 博物 館 (重要 無形 民俗 文 
化 財 「 相 馬 野 馬 追 」 資 料 な ど 馬 事 文化 ) 一 雲雀 ヶ 原 祭 場 地 (相馬 野馬 追 の 神 旗 争 奪 
戦 会 場 ) つ 夕刻 : ホ テル 丸屋 グラ ン デ 泊 (洋食 コー ス 料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 震 災 遺 構 浪江 町 立 請 戸 小学 校 (人 児童 を 無事 避難 に 導い た 教訓 ) 一 東 
日 本 大 震 災 ・ 原 子 力 災 害 伝 承 館 (原発 事故 を 時 系 列 で 展示 ) - 国道 6 号線 (車窓 
か ら の 今 ) 一 富岡 ・ 夜 ノ 森 (毎年 咲き 続け て きた 希望 の 桜の トン ネル ) … 東 京 電 
力 廃 炉 資料 館 人 0 記録 ) っ 夕刻 : い わき 湯本 温泉 ・ 雨 情 の 宿 新 つ た 
泊 (季節 の 会 席料 昌 夕 食 、 然 温泉 の 露天 風呂 ) 
午前 : 宿 一 温泉 神社 の 「 ゆ ゅ ぜん さま 」) 一 願 成 寺 (国宝 ・ 白 水 
阿弥 陀 堂 ) 一 小名浜 (海産 物 の お 買物 、 小 名 浜 港 ク ルー ズ ) 
郡山 大宮 三 東 京 (17:20 て 18:30 着 ) 郡山 三 東京 = 名 古屋 = 
新 大 阪 (20:00 て 21:10 着 ) 


行程 
東京 (10:30 て 11:40 発 ) 


京都 = 


6AECKED0 
時 eooepi 


ゅ 最少 催行 人 上 員 : 12 名 
S バス 


岩 災 災 遺 構 


雨情 の 宿 新 つた 
浪江 町 立 請 戸 小学 校 庭園 露 天風 呂 


あれ か ら 12 年 目 の 春 を 迎 れ ます 。 こ の 地域 に 伝わる 


伝統 の 馬 事 文化 、 震 災 道 構 、 事 故 の 記憶 と 記録 、 そ 
SI ける 「 夜 ノ 森 の 桜 」、 福島 浜 通り の い 


を ご 覧 下さ い 。2 泊 目 の い わき 湯本 温泉 の 硫黄 泉 
か の 
も 利用 きれ る 野口 雨情 めか り の 名 享 で お 寛ぎ 下さ い 。 


3" ゆ 静か な 森 の 湖畔 に 立つ 「 ロ イヤ ル 胎 内 バー ク 


桜 ・ 温 泉 ・ グ ル メ 紀行 


4 月 17 日 (月 ) 、19 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


PSE3 


| 東 束 発 。 122,000 円 125,000 円 135,000 円 
大 孤 発 132,000 円 135,000 円 145,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新潟 空港 また は 新潟 駅 か ら 最終 日 新潟 駅 また は 新 


渦 空 港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 新潟 交通 、 新 潟 中 央 観光 バス の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 
洋室 また は 和洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 : 
ハイ キン グ シ ュー ズ で ご 参加 下さ い 。 周 辺 に 残雪 が 多い 場合 は 中 止 と な り ま す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:40 て 11:00 発 ) 三 大 宮 三 新潟 伊丹 空港 (10:00 て 11:00 発 ) 
新潟 空港 一 新潟 


つづ 新潟 市 内 (新潟 すし 三昧 「 極 み 」 昼食) 一 新発田 ・ 清 水 園 (風情 ある 国 指定 
の 名 勝 庭園 と 足軽 長屋 ) 一 胎内 川 河川 敷 千 本 桜 と 飯豊 連峰 の 春の 雪景 色 つ タ 
刻 : 新 胎内 温泉 ロイ ヤル 胎内 バーク ホテ ル 泊 (静か で 美しい 森 と 湖 に 面 し た 
お 洒落 な 温泉 リゾ ー ト ホテ ル で 寛ぎ ざ の ひと と き 、 旬 の 食材 に こだわ っ た 和洋 
折 表 会 席 夕 食 ) 
ゆっ くり 出発 (フラ ワー パー ク な ど ホ テル 周辺 を 自由 に お 楽し み 下 さい 。 希望 者 は 
巨木 が 点 在 する ハイ キン グ コ ー ス へ ご 案内 ※1) 一 午前 : 宿 一 大 峰山 桜 公園 (世界 
の 桜 109 品 種 ・ 約 300 本 が 植 栽 さ れ て いる 公園 で 観 桜 会 ) 一 長池 憩い の 森 公 園 ( 約 60 
種類 、80 万 本 も の チュ ー リ ッ プ と 菜の花 畑 ) 一 南都 屋 (老舗 料亭 に て 山菜 な ど 地元 
の 食材 に 拘っ た 日 本 料理 昼食 ) つ 乙 宝 寺 (1200 年 も の 歴史 を 持つ 越後 の 名 素 、 国 
要 文 化 財 ・ 三 重 塔 と 境内 を 彩る ソメイヨシノ 、 垂 れ 下 が る 大 輪 の 花弁 が 特徴 の 「 き 
の と ざく ら J っ 夕 刻 : 同 ホテ ル 泊 ( 洋 コ ー ス 料理 ) 
午前 : 宿 一 村上 ・ イ ヨ ボ ヤ 会 館 ( 鮭 文化 の 奥深 さ を 紹介 ) 一 独特 の 造り の 町 屋 が 
残る 町 並み … 能 登 新 (江戸 時 代 か ら 続く 老舗 料亭 で 伝統 的 な 鮭 料 理 昼食 ) 一 
新潟 大 宮 三 東京 (18:30 て 19:30 着 ) 新潟 一 新潟 空港 ラ 

伊丹 空港 (18:30 て 20:30 着 ) 


ク ホ テル 」 で 寛 ざ の ひと と き 


リゾ ー ト ホテ ル に 連 泊 漠 在 奪 色 の 新潟 


東京 ・ 大 阪 発 


東京 発 | 6AEDKE20 


新潟 すし 三昧 「 極 み 」 


胎内 川 河川 敷 の 千本 桜 街 首 


臣 - 


満開 の 桜 と ホテ ル 外 観 伝統 的 鮭 料 理 


新潟 の 春 は 都会 と 比べ て 少し 遅れ て や っ て きま す 。 
残雪 の 峰 々 を 背景 に の どか な 里山 や 田舎 の お 寺 を 彩 
る 素朴 な 風景 。 艶 や か に 平野 を 彩る 80 万 本 の チュ ー 
リッ プ と 温か みあ る 香り 広がる 葉 の 花畑 。 滞在 する 
ホテ ルト 下流 の 胎内 川 河川 敷 を 約 2km に わた っ て 続く 
桜 並木 は 人 も 少な く 、 朝 の 散歩 な どの ゆっ くり と 桜 を 
お 楽し みい た だ け ま す 。 


3 ゆ バス 座席 2 シー ト 利 用 、 日 本 の 桜 百 選 の 高田 城 坊 の 夜桜 を 堪能 し ます 
日 本 三 大 | 
田 の 観 桜 会 と 春の 四重奏 風景 


温泉 リゾ ー ト 連 泊 で グル メ も 楽し む 
夜桜 ・ 上 越 高 


出発 日 4 月 6 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 1 人 1 室 
| 東 束 発 。 132,000 円 135,000 円 146,000 円 
- 太 孤 発 135,000 円 138,000 円 149,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 長野 駅 か ら 最終 日 富山 駅 また は 大 
阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 頸城 自動 車 、 富 山地 方 鉄道 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 (バス な し 
・ ト イレ 付 ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 之 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (10:00 て 11:00 発 ) 大 宮 三 長野 新 大 阪 7:30~ て 8:00 発 ) 京都 = 
名 古屋 長野 


っ 善光寺 と 共に 悠久 の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 精進 料理 昼食 … 善光寺 (創建 1400 年 以 
上 の 歴史 を も つ 古 剃 を 公認 案内 人 と 参拝 、 仲 見 世 通 り 自由 散策 な ど ) 一 須坂 ・ 山 龍 公 
園 (日 本 の 桜 百 選 に 選ば れ た 桜の 園内 散策 ) - 夕刻: 妙高 高原 ・ 池 の 平 温泉 ライ 
ムリ ゾー ト 炒 高 泊 (日 本 百名 山 ・ 妙 高山 の 麓 に 座 す 山岳 リゾ ー ト 、 天然 温泉 で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 一 坂口 記念 館 (ユキ ツバ キ 咲 く 庭園 散策 ) 城下 町 高田 の 迎 寅 館 と し て 
120 年 余 、1200 坪 の 敷地 に 木造 数 奇 屋 と 日 本 庭園 を 配 する 老舗 料亭 で 庭園 
を 望む 個室 で 味わう 昼食 一 高田 公園 (雪山 を 背景 に 約 4.000 本 の 美しい 桜 が 
彩る 昼間 の 観 桜 会 ) 上 越 高田 の 城下 町 (明治 時 代 の 典型 的 な 町 家 な ど 風 情 あ る 
町 並み 散歩 ) … 百年 料亭 宇 喜 世 ( 国 登録 有形 文 化 財 ・150 年 以上 の 歴史 を 持 
つ 由 緒 あ る 料亭 で 伝統 を 受け 継い だ 会 席料 理 夕食 ) 一 高田 公園 (ライ ト ア ッ 
プ の 灯り に 照ら され た 桜 が お 堀 の 水 面 に 幻想 的 な 風景 を 映し 出す 夜 の 観 桜 
会 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 

午前 : 宿 二 あ さび 有 舟 川 べ り ( 桜 ・ 菜 の 花 ・ チ ュー リッ プ と 残雪 の 朝日 岳 が 彩 
る 春の 四重奏 風景 ) 一 旬 の ホタル イカ ミニ コー ス 昼 食 一 岩瀬 一 水上 ライ ン 
(運河 クル ー ズ ) ~ 環 水 公園 一 


富山 大宮 三 東京 (18:30 て 20:00 着 ) 


富山 三 金 沢 京都 = 
新 大 阪 三 大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) 


6AEDKE10 東京 ・ 大 阪 発 
eaieeel 


\ 最 少 催 行人 貞 : 12 名 


3 バス 


間 
中 


舟 川 べ り 春の 四重奏 


ライ ムリ ゾー ト 妙 高 
和 モ ダン ルー ム 客 室 一 例 


バス 座席 2 シー ト 利 用 で 周遊 桜の 名 所 ・ 上 越 高田 


城 直 に て 、 昼 間 は 残雪 の 妙高 山 を 背景 に 見 事 な 桜 普 
木 、 夜 は ライ ト ア ッ プ で 浮か び 上 が る 二 重 構 と ぼん 


ぼり の 灯り に 幻想 的 な 空間 が 広がる 「 日 本 三 大 夜桜 」 
へ 。 最 終日 は 高山 県 朝日 町 で 雪山 と 桜 、 業 の 花 と チ 
ュー リッ プ が 彩る 「 春 の 四重奏 」 と 旬 の ホタル イカ 
な ど グ ル メ も お 楽し み 下 さい 。 


< ぺ ゆ グル メ の 宝庫 富山 県 
冨山 湾 の 旬 の 味覚 と 桜 を 楽し む 
グル メ の 宝庫 ・ 春 の 冨山 へ 


出発 日 4 月 2 日 (日 ) 、6 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

1 人 1 室 

| 東京 可 129.000 円 132,000 円 146,000 円 

_ 太 孤 発 125,000 円 128,000 円 142,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗 具 は 初日 大 阪 駅 また は 富山 駅 か ら 最終 日 黒部 宇奈月 温泉 駅 


バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 当 日 の 仕入れ 状況 


また は 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
に より メニ ュー が 変更 に な る 場合 が ご ざい ます 。 
行程 っ バス ラ 航 空 機 


東京 (8:40 て 10:00 発 ) 三 大宮 三 富山 


… 徒 歩 = 列車 
内 (7:30~9:00 発 ) = 
三 富 山 

富山 湾 鮨 の 昼食 一 富山 城 寺 公 園 TP" ・ 佐 藤 記念 美術 館 ・ 松 川 

上 すす ミ ) > 富山 市 ガラ ス 美 術 館 且 ホ テル (チェ ッ ク イ ン ) … 磯 料理 松月 ( 御 
用 邸 料 理 人 の 系 譜 を 継ぎ 、 地 魚の 鮮度 を 最大 限 に 生か し た 四季 の 料理 を 提供 
する 歴史 ある 老舗 料亭 て 会 席料 理 タ 食 、 富 山 を 代表 する 白 エ ピ 料 理 は 絶品 ) 
つ 夜 : 富 山 エ クセ ル ホ テル 東急 泊 
午前 : 宿 一 岩瀬 (廻船 問屋 の 町 並み ) 一 岩瀬 カナ ル 会 館 ご 水上 ライ ン [運河 ク 
ルー ズ ] ~ 環 水 公園 つつ キ ュ イ ジー ヌ フラ ン セ ー ズ ラ ・ シ ャ ンス (地元 産 の 
食材 を 駆使 し た 本 格 的 な フレ ンチ コー ス を ) 一 瑞 龍 寺 (国宝 、 高 岡 の 開祖 前 
利 長 の 菩提 寺 、 曹 洞 宗 の 名 利 )~ 夕刻 : ロ イヤ ル ホ テル 富山 砺波 泊 (温泉 露天 風呂 
ホタル イカ な ど 季 節 を 感じ る 富山 の 海 の 幸 を 使っ た 春の 和食 会 席 ) 
午前 : 宿 一 世界 遺産 ・ 五 箇 山 相 倉 合掌 造り 集落 (日 本 の ふる さと の 原 風景 を 訪ね 
る ) つ 砺 波 ・ 農 家 レ スト ラン 大 門 (伝承 料理 太 食 っ あさ ひ 有 舟 川 べ り ( 桜 ・ 菜 の 
花 ・ チ ュー リッ プ と 残雪 の 朝日 岳 が 彩る 春の 四重奏 風景 ) 
黒部 宇奈月 温泉 大宮 黒部 宇奈月 温泉 金沢 三 京 都 = 
東京 (18:30 て 20:00 着 ) 新 大 阪 三 大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) 


ー 船 
新 大 阪 


*+ その 他 
京都 三 


に て 春 が 旬 の 味覚 を 楽し む 上 質 の ひと と き 


東京 ・ 大 阪 発 


東京 発 | 6AENKE00 


17 大 阪 発 |6CENKE00 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 11 名 


主人 創作 の 白 エ ビ を すっ て 
団子 に し て 焼く 「 福 団子 


LIU 


松川 べり 桜 風景 


あさ ひ 有 舟 川 "春の 四重奏 」 


“天然 の いけ す " 富山 湾 。 を こ で 獲れ る 旬 の 地 魚 を 新 
鮮 な まま に 堪能 で きる 「 富 山 鮨 」、 春 限定 富山 の 旬 
の 食材 を 日 本 料理 や フラ ンス 料理 、 地 産地 消 の 伝承 
料理 な ど 豊 か な 味わい を 楽し み ま す 。 春 に 美しい 世 
界 遺 産 の 五箇 山 や 春の 四重奏 風景 な ど 県 内 各地 の 名 
所 も 巡る 至福 の 3 日 間 で す 。 
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| 落 ご OG 故 対 | で 中 半 前 ・ 居 前 | 2 導 衣 回 和 


泥 川 


い 


| 苦い で 故 対 | で せ オ 前 ・ 判 前 | 水 WW 可 著 9 江 


泥 川 


12 


GBD 直 中 の 京都.、 凡 刻 が 美しい 韻 流 、 世 界 徐 の 五 和合 集落 へ [ 思 5」am|eAEKso 
荘川 桜 ・ 白 川 郷 か ら と な み チュ ー リ ッ プ |18 cswesl に 王 = 
フェ ア と 絢 底 豪華 な 高岡 御 車山 祭 1 還 

EE 


の (公社 ) と や ま 観光 推進 
出発 日 4 月 29 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 145,000 円 148,000 円 178,000 円 


大 孤 発 "139,000 円 142,000 円 172.,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 大 阪 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最終 日 新高 岡 駅 また は 


大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 また は 加 越 能 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 荘川 桜 高岡 御 車山 祭 
※ 現 地 合 流 に つい て は P 47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 雨 天 の 場合 、 高 岡 御 車 こう 2 
山 祭 は 原則 中 止 と な り 、 雨 天 対 生 用 の 展示 場 に 収納 され た 御 車山 の 見 学 や 高岡 御 車山 会 館 の 見 学 な ど へ @ 〇 (公社 ) と や ま 観 光 推進 機構 4 縛 られ た 7 基 の 御 車山 
行程 を 変更 し て ご 案内 し ます 。 0 祭り 時 町 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 人 ee 2 
東京 7:308:30 発 ) 三 品川 三 新 横浜 新 大 阪 8:00 て 9:00 発 ) 三 京都 格式 を 保ち 高岡 の 金工 、 漆 工 、 染 織 
三 名 古屋 三 高山 三 名 古屋 三 高山 等 の 優れ た 工芸 技術 の 装飾 が 車輪 や 
高欄 、 長 押 等 に 施さ れ た 山車 が 揃う 


っ 御 母衣 湖畔 ・ 荘 川 桜 (樹齢 450 年 ・ 御 母衣 湖畔 の 巨木 ) 一 世界 遺産 ・ 白 川 郷 ( 集 
落 の 各所 に 桜 が 開花 し 、 風 光明 婚 な 風景 が 広がる 白川 郷 を 散策 夕刻: ロイ ヤル ホホ 
テル 富山 砺波 泊 (砺波 平野 や 立山 連峰 望む リゾ ー ト ホテ ル 、 温 泉 で 寛ぐ 、 和 
食 会 席 夕食 ) と な み チ ュー リッ プ フ ェ ア 
午前 : 宿 砺波 チ ュー リッ プ 公 園 (一 般 の 開場 時 間 よ りゃ 一足 早い 早朝 入場 で 、 
混 雑 し て いな い 園内 を お 楽し み 下 さい ) 一 と な み 散 居 村 ミュ ー ジ アム ( 散 居 村 


圧巻 の 光景 を 観覧 席 か ら 見 学 し ます 。 


の 郊 力 を 伝え る 癒し の 水辺 空間 ) 砺波 の 伝承 料理 昼食 世界 遺産 ・ 五 箇 山 菅 爽やか な 季節 に 見 頃 を 迎え を る チュ ー リ ッ プ の 楽 園 。 
沼 合掌 集落 一 井波 (歴史 あふ れる 町 並み が 残る 日 本 一 の 木 膨 り の 里 、 井 波 早 刻 や 再 明り] た お か ぶた 田園 届 旦 ah 
庭 に 穏 せら れる 北 最 大 の 大 人 革 ) タ 刻 : 同 テル 泊 人 人 ) 了 D00 半 に 応 だ な の ど が 四則 馬 計 NON 部 
午前 : 宿 一 高岡 国宝 ・ 瑞 龍 寺 ( 豪 半 に し て 典雅 な 美 し さ 、 加 賀 前 と いわ れる 城端 や 井波 彫刻 や 庭 に 術 せ られ る 北陸 最 


M 田 利 長 の 人 きっ 高山 [みく る まや ま ] 祭 (動く 美術 館 」 と も 称 か 間 

され る ほど の 移 吉 業 な お 祭り ) 勝 尋 寺 (平成 の 大 修理 を 終え た 12 培 の 重 ”。 バウ 大 伽 路 が ある 井波 、 日 本 の 原 風景 ・ 世 界 造 産 の 

文化 計 を 有 し 、「 本 党 」 と 大 合 及び 式 台 。 の 2 本 が 還 補 に 攻 定 され た 超 。 五山 全学 人 区. 高 車山 奈 を 観 席 か ら 見 
、 背 学 で き な い 場所 も 含 受け な が ら 本 8 に Sk 

新高 剛 = 大宮 東京 (9:00 ご 20:10 首 ) 新高 岡 = 金沢 京都 = 新 大 阪 = 0209CMINO 貞 の 癌 較 あ る 2 2 


大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) の 旅 へ ご 案内 し ます 。 
3 ゆ タク シー で 行く 「 原 谷 苑 」 や 琵琶 湖 ク レー ズ で ' 海 津 大 崎 」 へ 東京 発 |6AESKE10 


百花 縛 乱 原谷 苑 や 神苑 の 紅 し だ れ |19slcsses 


古都 の 桜 や 琵琶 湖 ・ 海 津 大 崎 と 彦根 城 "や mwres 
遇 較 下 


SS 


出発 日 4 月 4 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東 齋 発 。 145,000 円 148,000 円 153,000 円 


現時 着 123,000 円 。 126,000 円 131.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 奈 良 交 通 、 東 豊 観光 の いずれ か (1 日 目 を 除く ) 


※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ee 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ーー 2 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 百花 線 乱 春の 原谷 苑 
記 提供 : (公社 ) び わこ ビジ ター ズ ビ ュー ロー 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:30 て 10:30 発 ) 三 品川 新横浜 京都 (12:00 て 13:00 発 ) 
ー 名 古屋 = 京都 
っ 小型 車 一 原谷 苑 ( 紅 し だ れ 桜 、 ユ キヤ ナギ 、 レ ン ギ ョ ウ な ど 百 花 線 乱 の 桃源 郷 ) 
つ 小 型 車 一 世界 遺産 ・ 二 条 城 (専門 ガイ ド の 案内 で 国宝 ・ 二 の 丸 御殿 、 本 丸 庭 園 、 YS 
通常 非 公 開 の 西門 な ど 桜 の 城内 を 満喫) … 夕刻 :ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 泊 琵琶 湖 ク ルー ズ と 海津 大 崎 彦根 城 天 守 閣 
(徒歩 で 老舗 「 二 佑 」 の 京 会 席料 理 タ 食 へ ご 案内 ) 
午前 : 宿 一 円 山 公園 ( 舐 園 し だ れ 桜 ) 平安 神宮 (神苑 の 紅 し だ れ 桜 ) … 六 盛 ( 手 JP TI 詰 人 っ 
Di 所 い 県 こ ニー 
を け 弁 当 昼 食 ) 一 大 津 ・ 坂 本 (日 吉 馬 場 な ど 桜 咲く 城下 町 、 穴 太 衆 積み の 石垣 ) 一 自 花 線 乱 の 桃源 郷 と われ る 原谷 移 」( 案内 し 
琵琶 湖 大 橋 っ 夕刻 : 北 ビワ コ ホ テ ル グ ラ ツ ィ エ 泊 (桜の 豊 公園 や 琵琶 湖畔 な ど ます 。 大 型 バ ス は 入れ な い の で 地元 の タク シー は に 分 
由 散 策 、 洋 食 フ レン チコ ー ス 料理 夕食 ) 乗 し て 訪ね ます 。 遊 歩道 を 包み 込む せよ うに 紅 し だ れ 


午前 : 宿 … 長 浜 港 て 琵琶 湖 ク ルー ズ ~ 海 津 大 崎 (桜の トン ネル ) 長浜 港 一 彦 
根 (近江 和牛 牛 鋼 昼 食 、 国 宝 ・ 彦 根城 や 大 名 庭園 の 玄 宮 園 ) 


桜 が 呈 い か ぶさ り 、 そ の 下 に は ユキ ヤナ ギ や レン ギ 
ョ ウ な ど 色 と り ど り の 春の 花 が 咲き ます 。 こ の 美 し 


米原 名 古屋 = 品川 新横浜 = 米原 (16:15 て 17:15 着 ) 
東京 (18:50 て 20:00 着 ) き を 是非 お 楽し み 下 きい 。 


3 孤高 の 一 本 桜 ・ 又 兵衛 桜 や 談 山神 社 な ど 大 和 路 の 桜 を 満喫 
一 目 千 本 桜の 「 吉 野山 」 と 
花 の 御 寺 ・ 長 谷 寺 か ら 室 生 寺 


出発 日 4 月 4 日 ( 火 )、10 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 127,000 円 129,000 円 141.000 円 
現地 発着 103,.000 円 105,000 円 117,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 奈良 交通 (2 日 目 を 除く ) 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 また は 和室 

※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※2 日 目 の 吉 野山 で は 長い 下り の 坂道 を 歩き ます 。 歩 きやすい 靴 で ご 参加 下さ い 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:40 て 10:00 発 ) 品川 = 新横浜 近鉄 奈良 (12:10 て 13:30 発 ) 
三 名 古屋 京都 近鉄 特急 三 近鉄 
奈良 
宇陀 ・ 又 兵衛 桜 (孤高 の 桜 ) 一 多 武 峰 ・ 談 山神 社 ( 檜 皮 暮 の 社殿 を 彩る 桜 ) 一 
飛鳥 の 花 景色 (車窓 ) つ 夕刻:THE KASHIHARA 泊 (温泉 大 浴場 、 フ レン チコ ー ス 料 
理 夕 食 ) 
午前 : 宿 つ タ クシ ー 分 乗 一 吉野 山奥 千本 ・ 金 峯 神社 … 奥 千本 か ら 上 千本 、 中 
千本 へ 桜の 吉野 山 を 自由 に 散策 … 西 行 庵 … 吉野 水分 神社 … 竹林 院 群 芳 園 ( 利 
休 鋼 と 太 間 柳 昼食 ) … 吉水 神社 … 金 峯 山寺 蔵王 堂 (秘仏 ・ 金 剛 蔵 王権 現 ご 開帳 ) 
… 吉野 山 ++ 千 本 口 … 吉野 近鉄 特急 = 橿原 神宮 前 … 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (会 
席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 長谷 寺 (「 花 の 御 寺 」 を 彩る し だ れ 桜 ) 一 大 野寺 ( 糸 し だ れ 桜 ) 一 室生 
・ 橋 本 屋 (山菜 料理 昼食 ) … 室生 寺 (女人 高野 の 五重塔 ) 
名 張 近鉄 特急 三 名 古屋 = 名 張 (14:50 て 16:00 着 ) 
新横浜 三品 川東 京 (18:40 て 20:00 着 ) 


東京 発 ・ 
現地 発着 
食事 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(現地 発着 ) 朝 2、 恒 2、 タ 2 


竹林 院 庭 THE KASHIHARA の 温泉 大 浴場 


シロ ヤマ ザク ラ を 中 心 と し た 吉野 山 の 桜 は 、4 月 に 
入る と 中 名 に か け て 下 千 本 か ら 奥 千本 へ と 咲き 上 り 
ます 。 奥 千本 まで 小型 車 に 分 乗 し て 行き ます の で 、 

その 後 は の ん びり 下り な が ら お 花見 を お 楽し み 下 き 
い 。 途 中 の 竹林 院 群 芳 園 で は 大 和 三 許 園 の 一 つ に 数 
えら れ て いる 回 遊 式 庭園 を 、 金 峯山 寺 で は 御 開 帳 の 
蔵 土 権現 も ご 拝観 いた だ け ま す 。 


3 ゆ 上 賀茂 神社 斎 王 桜 や 賀茂 川沿 い の 八重 紅 し だ れ 桜 


限定 12 名 " 草 喰 な か が ひがし 』 の 和 魅力 


出発 日 4 月 10 日 (月 )、11 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


且 束 第 126,500 円 。 128.000 円 。 133.000 円 


現地 発着 102,500 円 104,000 円 109,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 活 

乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同 

行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 

バス 、 奈 良 交通 、 東 豊 観光 の いずれ か 

※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい 。 _ の 
て は P47 を ご 参照 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て 一 楽 城 前 に 建つ 
イメ ー ジ で す 。 ※ 草 喰 な か ひがし の 昼食 "” ANA ク ラウ ン ! 
は グル ー プ 予約 の た め 2 階 お 座敷 と か り ま 。 -。ー」。。ー 
す 。 ※ ニ 条 城 の ライ ト アッ プ の 詳細 まま フフ プ ボ テル 
だ 未定 の た め 、 変 更 の 場合 ご ざい ます 。 京都 


っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


HIn 


行 # 


・ 半 木 の 道 (八重 紅 し だ れ 桜 )ー 夕 刻 :ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 京都 泊 (10 
日 班 は ホテ ル で 洋食 フレ ンチ フル コー スタ 食 、11 日 班 は 徒歩 で 「 二 億 」 の 京 会 席料 
理 タ 食 へ ご 案内 、 二 条 城 の 桜 ラ イト アッ プ ) 
午前 : 宿 二 き ぬか け の 路 ・ 平 野 神社 ( 約 60 種 と いわ れる 桜の 宝庫 ) 一 世界 遺産 ・ 
龍 安寺 (石庭 、 桜 苑 ) 一 世界 遺産 ・ 仁 和 寺 (遅咲き の 「 御 室 桜 」) 一 草 喰 な か ひ 
が し (野山 の 幸 を 使っ た 春の 会 席料 理 昼食 ) 一 

京都 = 名 古屋 品川 新横浜 = 京都 (14:40 て 15:30 着 ) 

東京 (17:40 て 18:40 着 ) 


東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 品川 = 京都 (12:30 て 13:30 発 ) 
新横浜 = 名 古屋 京都 
っ 世界 遺産 ・ 上 賀茂 神社 ( 斎 王 桜 ) 一 京都 府 植物 園 (植物 の 博物 館 ) … 賀茂 川 


2 に も 2 
の 7 O 


世界 遺産 ・ 仁 和 寺 の 御室 桜 


草 喰 な か ひがし 食事 の 一 例 


古都 を 彩る 春の 桜 。 洛 北 ・ 上 貸 茂 神社 の 「 齋 王 桜 」 
は 遅咲き の 名 桜 で す 。 また 加茂 川沿 い の 「 半 木 の 道 」 
に は 八重 紅 し だ れ 桜 の トン ネル も 見 られ ます 。 そ し 
て 、 世 界 遺 産 「 仁 和 寺 」「 静 安寺 」 も 有 遅咲き の 名 所 で 
す 。 今 回 は 、 お 昼 を 「 草 喰 な か ひがし 」 で ご 用 意 し 
まし た 。 自 然 の 恵み を ご 主人 が 心 を 込め て 料理 する 
名 店 で 、 な か な か 予約 が 取れ な い 事 で も 知ら れ て い 
ます 。 こ の 機会 に 春の 味覚 を お 楽し み 下 さい 。 
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池 
節 
を 
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泥 川 


い 


| 苦い で 作 対 | で せ 半 前 ・ 判 前 | 革 aW 叶 著 8 藤 


泥 川 
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3 ゆ ” バス 座席 2 シー ト 利 用 、 温 泉 連 泊 で 観光 名 所 めぐ り 
湯田 温泉 連 泊 で 行く 大 阪 発 |6CEWKE00 
春の 萩 ・ 津 和 野 と 安芸 の 宮島 ・ 錦 淀橋 へ " 


出発 日 4 月 1 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


旧 H 和 8 地主 EN5|DA 


且 時 系 125,000 円 128.000 円 、128.000 円 
- 秦 孤 発 105,000 円 108,000 円 108,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 防 長 交 通 ま た は 広 交 観 光 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (7:30 て 8:30 発 ) 三品 川 = 新 大 阪 (10:00 て 11:00 発 ) = 新神戸 = 
新横浜 三 名 古屋 広島 広島 


つ 宮 島 ロ ー 宮 島 ( 桜 咲く 世界 遺産 の 賑 島 神社 な ど 散 策 ) 宮島 ロー タ 刻 : 湯 田 温 
泉 ・ ホ テル ニュ ー タ ナカ 泊 (露天 風呂 で 寛ぐ 、 和 洋 折 衣 会 席 夕 食 ) 
午前 : 宿 一 萩 市 内 ( 萩 城 跡 指 月 公園 の 桜 や 案内 ガイ ド と めぐ る 歴史 散歩 、 萩 反射 炉 
[世界 遺産 ]、 松 薩 神 社 ・ 松 下村 塾 や 菊谷 横町 、 木 戸 孝介 旧宅 な ど 城 下町 散策 ) -> 萩 
・ 明 倫 学 舎 (案内 ガイ ド と 見 学 、 世 界 遺産 ビジ ター セン ター) … 津 和 野 (山陰 の 小 
京都 、 街 並み 散策 ) 夕刻 : 同 下 テ ル 泊 (和洋 折 吾 会 席 夕食 ) 


重 塔 と 桜 ホテ ル ニ ュ ー タ ナカ 
屋上 露天 風呂 


バス 座席 2 シー ト 利 用 で 西の京 ・ 山 口 の 名 湯 湯田 温 


午前 : 宿 一 瑠璃 光 寺 ( 桜 咲く 国宝 五重塔 ) * 鏡 帯 橋 (名 橋 と 桜 が 織り 成す 見 事 な 景 泉 に 連 泊 し ます 。 世 界 遺 産 ・ 安 芸 の 宮島 、 世 界 遺 産 
ee 計 和 国 招 ロー フフ エー 間 千 国生 時 。 に 指定 され た 菊 反 射 炉 を 含む 区 の 城下 町 散策 や ノ ス 
広島 三 名 古屋 三 新横浜 三品 川 = 広島 三 新神戸 ニ タル ジッ ク な か 津和野 、 美 し い 瑠 璃 光 寺 の 五重塔 に 岩 
東京 (19:00 一 20:30 着 ) 新 大 阪 (16:30 一 18:00 着 ) 国 錦 帯 橋 と 桜 咲く 観光 名 所 も めぐ り ま す 。 

NEWJ 大 型 バ ス で は 行け な い 隠れ た 桜 名 所 。 ツ アー な ら で は の 絶景 めぐ り 。 東京 発 | 6AEXKE00 


し う O)  :「 ま 
春の 絶景 ・ 此 寺 出 出 か ら 栗 林 公 園 と |23[wcowesla 計 
の 2 【 呂 ・ 
桜の 隠れ 里 ・ 八 直 萬 神 之 御 殿 ESPN 
ン シー を 除く り 


写真 提供 : 三豊 市 観光 交流 局 
出発 4 月 1 日 ( 土 ) 、4 日 ( 火 ) BS シア テー 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) ンコ 
出発 地 
東京 発 。 149,000 円 154,000 円 
- 大阪 発 。 125,000 円 | 130,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 琴 参 パ バス また は 大 川 バ ス ま た は 三 筐 中 央 観光 バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つ 
いて は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 日 目 の 見 学 場所 ・ 紫 雲 出山 と 父母 ヶ 浜 
行程 順序 が 、 ま た ホテ ル で の 夕食 は 1 日 目 と 2 日 目 が 入れ 替わる 場合 が あり ます 。 


行程 ー バ ス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (8:30-9:30 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (11:00 て 12:00 発 ) 三 新神戸 三 紫雲 出山 か ら の 眺め 


ニ 名 古屋 岡山 高松 また は 多度津 岡山 三 高松 また は 多度津 
つ 駐車 場 … 紫 雲 出山 山頂 展望 台 ( 息 を の む ほ ど 美 し い 瀬戸 内 海 の 風 景 が 広 
が り 、 桜 と 瀬戸 内 海 の 多 島 美 の 絶景 が 楽し め ま す ) … 駐 車場 > 父母 ヶ 浜 (日 
本 の ウ ユ ニ 塩 湖 と も 呼ば れる 絶景 スポ ッ ト 。 和 干潮 時 間 帯 に 無風 状態 に な り 水 面 が : 
立た な けれ ば 、 水 面 が 鏡 の よう に 空 を 映す 絶景 が 広がり ます ) ~ 夕刻 :JR ホ テル ク 
レ メ ン ト 高 松 泊 (さぬき うま いも ん 和食 会 席 夕 食 ) 
午前 : 宿 一 脇町 (タク シー 乗換 ) - つ 八 百 萬 神 之 御殿 (知る 人 ぞ 知 る 桜の 隠れ 里 、 
一 万 本 を 越す 桜 が ピ ンク 色 に 染め 上 げ る 景色 は まさ に 圧巻 ) つ 脇町 (うだ つの 町 並 八 百 萬 神 之 御殿 の 桜 栗林 公園 

み 散 策 ) -~ 屋島 寺 (四国 霊場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り の 寺 、 瀬 戸 の パノラマ ) … 

タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (季節 の 食材 を 彩り 豊か に 仕立 て た シェ フ お すす め の 洋 コ ー oo 。 
スタ 食 ) ※ 希 望 者 は 夕食 後 ライ ト ア ッ プ さ れ た 桜の 栗林 公園 散策 へ 桜 と 瀬戸 内 海 が 一 緒 に 楽し め る 絶景 スポ ッ ト 「 朱 守 
メ 、 案 内 ガイ ド … 園内 に て お 抹茶 付き 昼食 、 約 30 分 か け て 風光 明 由 ー レ が で きず ah 回 
な 南湖 を 和 船 で 周遊 や 菓子 木 型 を 使っ て 香川 な ら で は の 和 三 盆 作 り 体験 る の 人 が 訪れ る こと が で きす 、 知 る 人 ぞ 知 る 桜の 隠れ 


宇多 津 三 岡山 三 名 古屋 = 新横浜 宇多 津 三 岡山 三 新神戸 三 里 「 八 百 萬 神 之 御殿 」 へ 。 毎年 春 に は 入念 に 手入れ 
品川 三 東京 (20:30-21:30 着 ) 新 大 阪 (18:00 一 19:00 着 ) され た 桜 が 咲 き 誇 り ま す 。 


バス 座席 2 シー ト 利 用 、 時 期限 定 ・ 桜 名 所 を めぐ る 


四国 香川 ・ 桜 満喫 た び 


小豆 島 ・ 寒 城 涯 か ら 栗 林 公 Gi 、 


出発 日 4 月 2 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 148,000 円 153,000 円 
- 大阪 発 124,000 円 129,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


バス 会 社 : 両備 バス 、 琴 参 バ ス ま た は 大 川邊 動車 ※ 部 屋 タ イプ : 
つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 


東京 (8:30~-9:10 発 ) 品川 三 新 横浜 新 大 阪 (11:00 て 11:40 発 ) 
三 名 古屋 岡山 岡山 
っ 後楽 園 (日 本 三 名 園 の ひと つ で 国 の 特別 名 勝 、 桜 咲く 広大 な 大 名 庭園 ) > 新 岡 
山 港 て フェ リー~ 土 庄 港 っ 夕刻: 小豆島 温泉 ・ オ ー キ ド ホ テル 泊 ( 島 な ら で は 
の 海 の 幸 、 小 豆 島 温泉 「 塩 の 湯 」 も お 楽し み 下 さい ) 
午前 : 宿 二 二 十 四 の 瞳 像 (平和 の 群像) 土 洋 [世界 一 狭い 海峡 ] 一 山頂 
駅 (瀬戸 内 海 の 大 パノラマ ) ++ 寒 震 渓 ロー ー プ ウェ イィ イ ( 本 : 大 渓谷 美 ・ 瀬 戸 内 海 
と 渓谷 の パノラマ 散歩 ) ++ 紅 雲 亭 一 岬 の 分 教場 一 二 十 四 の 瞳 映 画 村 (小説 の 時 
代 に タイ ム ス リ ッ プ 、 寺井 栄 文学 館 、 な つか し の 弁当 昼食 ) オリ ー プ ブ 公園 (記念 館 、 
オリ ー プ の 並木 ) つ エン ジェ ル ロ ー ド ( 潮 の 満ち 引き に よっ て 現れ る 砂 の 道 ※ 天 候 
等 上 陸 で き な い 場合 あり ) 一 土庄 港 て 高松 港 …JR ホ テル クレ メン ト 高 松 ( チ 
ェ ッ クイ ン 、 さ ぬき うま いも ん 会 席 夕食 ) 一 栗林 公園 (希望 者 は 国 の 特別 名 勝 ・ 
回 遊 式 大 名 庭園 の 桜 、 ラ イト アッ プ さ れ た 桜の 園内 を 散策 ) 一 夜 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 屋島 寺 (四国 霊場 第 84 番 札所 鑑真 和 上 ゆか り の 寺 、 瀬 戸 の パノラマ ) 一 栗 
林 公 園 ( 国 の 特別 名 勝 ・ 回 遊 式 大 名 庭園 の 桜 、 案 内 ガイ ド と 散策 ) … 園内 に 
て お 抹茶 付き 昼食 、 約 30 分 か け て 風光 明 婚 な 南湖 を 和 船 で 周遊 や 菓子 木 型 を 
使っ て 和 三 盆 作 り 体 験 も 一 宇多 津 = 
岡山 三 名 古屋 = 新横浜 = 
東京 (20:30 て 21:30 着 ) 


洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に 


と 船 + そ の 他 
三 新神戸 


岡山 三 新 神戸 = 
新 大 阪 (18:00 て 19:00 着 ) 


品川 


東京 発 | 6AEXKE10 


| 食事 | 
発 | 6CEXKE10 
2 名 


食事 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 3 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 


R ム と 4 
頃 


縛 有 エン ジェ ル ロ ー ド 


小豆 島 オ リー ブ 公 園 の 
ギリ シャ 風車 


外観 


桜の 栗林 公園 ライ ト ア ッ プ 


栗林 公園 


風光 明 如 な 瀬戸 の 海 に 浮か ぶ 小 豆 島 へ 。 電 井 栄 の 名 
作 「 二 十 四 の 瞳 」 の 映画 村 や 、 桜 咲く 寒 霞 渓 や 瀬戸 
内 の 美しい 眺め 、 南 国情 緒 漂 う 美 し い 自 然 の 風景 を 
満喫 、 
現地 な ら で は の 和 船 乗船 や 和 二 鼻 作 り 体験 も 楽し み 
な が ら 、 ツ アー で 効率 的 に 桜 名 所 を 周遊 し ます 。 


5 少 人 数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 で 行く 


九州 桜 横断 紀行 山鹿 温 


出発 日 


4 月 2 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


| 東京 人 173, 000 円 175,000 円 195,000 円 177,000 円 179,000 円 203,000 円 


_ 大 孤 発 158,000 円 160.000 円 180,000 円 162.000 円 164.000 円 188.000 円 

※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 40.000 円 引き と な 

り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 熊 

本 空港 か ら 最終 日 大 分 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 九 

州 産 交 バ ス ま た は 大 分 交通 ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 和洋 室 、2 泊 

目 : 利用 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な り ま す 。 基 本 ノ 露 天風 呂 付 和 

室 、A タイ プ ノ 吉 天 風呂 付 和 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 日 出城 紅 

参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (10:00 て 12:00 発 ) 熊本 空港 伊丹 空港 (11:00 て 12:00 発 ) 之 熊 本 空港 
っ 熊本 城 ( 桜 名 所 、 約 5 年 ぶり に 天守 閣 内 部 を 一 般 公開 。 新 た に リニュ ー ア ル さ れ 
た 展示 や 天守 閣 最 上 階 か ら の 眺め を お 楽し み 下 さい ) っ 夕刻: 山鹿 温泉 ・ 清 流 荘 泊 
(お 部 屋 ぉ 食事 $ る グレ ー ド アッ プ の 露天 風呂 付 和 洋室 ・ 水 鏡 庵 で お 寛ぎ 下さ い ) 
午前 : 宿 一 山鹿 ・ 八 千代 座 ( 国 指定 重要 文化 財 ) 一 山鹿 (豊前 街道 の 宿場 ・ 参 勤 
交代 の 足跡 、 歴 史 の 街 並 散策 ) 一 創作 料理 昼食 一 竹田 ( 桜 咲く 岡城 寺 ) - つ 小田 温 
泉 ・ 四 季 の 里 は な むら 泊 ( 全 16 室 が 離れ の お 宿 、 露 天風 呂 付 客室 を ご 用 意 、 

和食 会 席 夕 食 ) 

午前 : 宿 つや まな み ハ イ ウ ェ イ 九重 夢 大 吊橋 (歩行 者 専用 橋 と し て は 日 本 一 
の 高 さ の 人 人 道 大 吊橋 ) 一 日 出 ・ 的 山荘 ( 老 倍 料亭 で いた だ く 慎 石 料理 ) 日 出 
城 玉 (別名 「 喝 谷 城 (よう こく じょう )」 と 呼ば れる 桜 咲く 城跡 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 
つ 杵築 武家 屋敷 (案内 ガイ ド と 散策 ) 一 
大 分 空港 用 羽田 空港 (20:00 て 21:00 着 ) 大 分 空港 伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 


< 詩 * ち さと 
7 月 7 ルオ 上 


水鏡 應 と 四季 の 里 は な むら で 覧 ぐ - 生 


東京 発 ・ 
現地 発着 


大 阪 発 | 6CEYKE10 
最少 催行 人 貞 : 12 名 


東京 発 * 現 地 発 着 ・ 
大 阪 発 


6AEYKE10 


桜の 岡城 


1 少 人 数 3 
ーー スー 


H 季 の 里 は な むら 四季 の 里 は な むら 臨 天風 呂 
客室 露天 風呂 一 例 


山鹿 温泉 郷 の 老舗 ・ 清 流 荘 に 。 な か で も 全 室 露天 風 
呂 付 の 和洋 室 ・ 水 鏡 庵 は 食事 も お部屋 も グレ ー ド ア 
ッ プ の 全 10 室 。 純 日 本 風 の 造り で 伝統 文化 を 今 に 伝 
え 、 6 落ち 着い た 殖 沢 空間 へ と 
誠 っ て くれ ます 。 
食事 処 、 談 話 室 、 温泉 棟 が 立ち 並ぶ 「 は な むら 」。 客 
室 は さら に 奥まっ た 場所 に あり 、 奇 岩 を 配 し た 露天 
風呂 と 秘 湯 ム ー ド が 漂う 洞窟 風呂 が あり ます 。 温泉 
付 離れ で の ん びり 過ごす 至福 の ひと と き を 。 


桜の 後楽 園 や 案内 人 と 栗林 公園 も 散策 し ます 。 


翌日 は 中 庭 を 取り 囲む よう に 母屋 、 
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旅 


泥 川 


潮 の 香り と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九州 4 日 間 の 旅 
日 南海 岸 か ら 大 隅 半 島 ・ 薩 摩 半 島 周 遊 


春の 九州 最 南端 の 旅 都井 岬 
か ら 最 果て 佐多 岬 ・ 長 崎 具 へ 


西 都 原 古墳 の 桜 と 菜の花 


都井 岬 野生 馬 


ノン ン 
出発 日 3 月 28 日 ( 火 ) 、4 月 2 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
有吉 華 179,.000 円 185,000 円 219,000 円 
発 168,000 円 174.000 円 208,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 35,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 
と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 宮崎 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 宮崎 交通 また は 永 峰 観 光 バ ス ま た は みや ざき 高山 観光 バス また は 南国 交通 
観光 また は さつま 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※JAXA 施 設 は 急きょ 見 学 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 ++ そ の 他 
羽田 空港 (9:30 て 11:00 発 ) 飼 宮崎 伊丹 空港 (9:00 て 11:00 発 ) 成宮 崎 
づつ 綾 の 照 葉 大 吊橋 (世界 屈指 の 高 さ を 誇る 歩行 者 専用 吊橋 ) 一 西 都 原 
古墳 群 (2000 本 の 桜 と 30 万 本 の 菜の花 ) 夕刻 : 宮 崎 ・ シ ェ ラ トン 
・ グ ラン デ ・ オ ー シ ャ ン リ ゾー ト 泊 ( 全 室 オ ー シ ャ ン ビ ュー、 お 部 
屋 は デラ ックス ツイ ン 16 階 以上 の 客室 を ご 用 意 、 温 泉 施設 「 松 泉 宮 」 
月 読 ・ 新 月 が 滞在 中 ご 利用 頂け ます 、 浴 衣 付 ) 
午前 : 宿 一 堀切 峠 ( 鬼 の 洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) 一 鵜 戸 神宮 (参拝 ) 一 
鉄 肥 ( 伯 肥 城 歴 史 資 料 館 ほか 珠 章 館 な ど 城 下町 散策 ) 都井 岬 (野生 馬 
と 白亜 の 灯台 案内 ガイ ド と 散策 ) -~ 夕刻 : 日 南海 岸 ・ 南 卿 プリ ンス ホテ 
ル 泊 ( 海岸 国定 公園 の 南端 の お だ や か な 消 に た た ず む ホテ ル 、 露 天 
風呂 で 寛ぐ 、 和 洋 折 束 コ ー ス 料理 夕食 ) 


上 EE A X A 内 之 浦 宇宙 空間 観測 所 (宇宙 航空 開発 の 現場 に 直 


接触 れる こと の で きる JA X A の 各 事 業 所 の 展示 施設 や ロケ ッ ト 発 射 台 
な ど 見 学 ) 一 佐多 岬 (眼下 に 大 隈 海峡 が 広がる 九州 最 南端 の 岬 ) ~ 桜島 
港 て 桜島 フェ リー 鹿児島 港 一 夕刻 : 城 山 ホ テル 鹿児島 泊 (桜島 側 
の お 部 屋 を ご 用 意 、 桜 島 の 絶景 を 望む 展望 露天 温泉 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 名 勝 ・ 仙 歳 園 (案内 ガイ ド と 廃園 散策 見 学 、 桜 島 展望 ) … 桜 
華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広がる 、 鹿 児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら 
の 昼食 ) 一 長崎 鼻 (薩摩 半島 最 南端 ) 一 西 大 山 駅 (旅情 を 誘う 」R 最 南 
端 駅 ) 一 釜 蓋 神社 (話題 の パワ ー ス ポッ ト ) 一 

鹿児島 き 鹿児島 芝 

羽田 空港 (19:30 て 21:00 着 ) 伊丹 空港 (19:00 て 20:40 着 ) 


| 6AEYKE00 
大 阪 発 | 6CEYKE00 | 朝 3、 昼 3、 夕 3 


\ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


1 ゴ e7 り | 東京 発 - 現 地 発着 ・ 
6CEY5FCO | 本 
4 月 発 


@K.PVB @K.PVB 


佐多 岬 


南 九州 最果て の 地 へ 。 開 聞 岳 を 望む 長崎 鼻 、 亜 熱帯 の 樹木 に 履 
われ た 九州 最 南端 の 佐多 岬 、 め ずら し い 野 生 馬 の 生息 地 ・ 都 井 
岬 か ら 日 南海 岸 へ 、 潮 の 香り と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 
春の 南 九州 4 日 間 の 旅 。 バス 座席 2 シー ト 利 用 で バス 車内 ちゃ の ん 
びり お 上 芽 ぎ 下さ い 。 


ーー 


旅情 を 誘う JR 最 南端 ・ 西 大 山 駅 仙 上 厳 園 か ら 桜 島 を 望む 


シェ ョ ラド トシ ジュ グラ ンジ ン デ オー シ 
ャ ン リ ゾー ト (1 泊 目 ) 
宮崎 県 屈指 の リゾ ー ト ホテ ル 。 雄 大 な 
太平 洋 を 一 望 する 全 室 オー シャ ン ピ ビュ 
ー の 客室 、 男 女 そ れ ぞ れ 2 ヶ所 の 温泉 
施設 「 松 泉 宮 」 を 備え 、 ゆ っ くり と 滞 
在 す る の に ぴっ た り 。 


日 南海 岸 南 卿 プリ ンス ホテ ル 
(2 泊 目 ) 

客室 、 レ スト ラン 、 ラ ウン ジ か ら 雄 大 
な 海 や 緑 ゆ た か な 大 島 が 一 望 で き 、 明 
る く 開 放 的 な 雰囲気 に 包ま れ た リゾ ー 
ト ホ テ ル 。 


成山 ホテ ル 鹿 児島 露天 風呂 
(3 泊 目 ) 
鹿児島 市 街 地 を 眼下 に 見 渡す 標高 
108m の 高台 ・ 城 山 に 建ち 、 鹿 児島 の シ 
ン ボ ル 桜 島 と 錦江 湾 を 一 望 す る 絶景 の 
ロケ ーション を お 愉し みい た だ け ま す 。 


3》 12 名 限定 ! 自然 温泉 ・ 牡 忠 ・ ウ イス キー 堪能 載 No| 東 
ONSEN・ ガ スト ロ ノ ミー ツー リズ ム に ーー 


春の 道東 川 湯 温 泉 か ら 厚 岸 ・ 釧 路 


出発 日 5 月 15 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


| 東京 発 165,000 円 178,000 円 169,.000 円 187,000 円 


- 夫 了 発 176,000 円 189,000 円 180,000 円 198,000 円 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 25,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募 
集 コ ー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 網走 バ 
ス 、 網 走 観光 交通 、 く し ろ バ ス 、 北 海道 拓殖 バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ 2 泊 目 : 和室 また は 洋室 霞 天 風呂 
3 泊 目 : 洋室 1 泊 目 の お 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 和 風 ツ イン 【A タ イプ 】 
和洋 室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 日 目 の 摩周 ・ 屈 斜路 トレ イル は 約 4.6km の 道のり を 約 3 時 間 
半 か け て ゆっ くり 歩き ます 。 ト レッ キン グ シ ュー ズ な どの 歩き や すい 服装 ・ 装 備 で ご 参加 下さ い 。 


行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (12:00 て 13:00 発 ) 伊丹 空港 (10:00 て 11:00 発 ) 愛 羽 田 空港 
女満別 空港 女満別 空港 


っ ュ タ 刻 : 川 湯 温泉 ・ お 宿 克 喜 湯 別邸 忍 冬 泊 (日 本 で は 数 少な い 強 酸性 硫化 水素 を 
含む 明 ば ん ・ 緑 ば ん 泉 は 効能 が 高い こと で 知ら れる 。) 

朝 : 宿 … 摩 周 ・ 屈 斜路 トレ イル 【 火 山 の 道 】 … つ つじ ヶ 原 … 硫 黄山 (アト サ ヌ - ピン ジン 

プリ ) … 青葉 トン ネル … 川 湯 温泉 駅 一 砂 湯 一 摩周 湖 第 一 展望 台 っ 夕刻 : ホ テ ホテ ル 五 味 釧路 湿原 細 岡 展望 台 

ル 五 味 泊 (夕食 は 、 ホ テル 内 グリ ル 五 味 で 厚岸 名 産 の カキ 料理 と 厚岸 漁港 に 厚岸 名 産 の 牡 六 料 理 

水揚げ され る 人 魚 貝類 を 堪能 し 、 厚 岸 蒸留 所 の ウイ スキ ー を 試飲 ) 

朝 : 宿 一 愛冠 岬 一 厚岸 蒸留 所 (2016 年 に 燕 留 を 開始 し た 厚岸 蒸留 所 内 部 を バ 。 二 さい パリー ロブ 

ルコ ニー より 見 学 ) つ 子 野 日 公 ( 約 1200 本 の エゾ ヤマ ザク ラ が 咲 く あっ けし 桜 ・ _ONSEN・ ガ スト ロ ノ ミー ツー リズ ム と は 
牡 凡 まつ り ) 一 午後 :ANA ク ラウ ンプ ラ ザ ホ テル 釧路 泊 ( 市 内 自由 散策 、 自 由 夕食 ) 


が ガストロノミー ツ ー リ ズム と は 、 を その 土地 な ら で は 


拓 席 ] 釧路 湿原 の 中 を 走り 抜け る 三 壇 路 つ 

壇 路 湖 (湖畔 散策 ) つ 細 岡 展望 台 (蛇行 する 釧路 川 と 広大 な 湿原 、 雄 阿寒 ・ 雌 阿寒 の 然 ・ た の し む 旅 の こと で 、 こ こ に 

岳 の 遠望 ) つ 和 商 市 場 (名 物 ・ 勝 手 丼 な ど 自由 昼食 と お 買い 物 ) 二 NN MM 用 

釧路 空港 羽田 空港 (6:30 て 17:30 着 ) 釧路 空港 羽田 空港 本 が 世界 に 誇る 温泉 」 を プラ ス し た 新しい 体験 が 
演 伊 丹 空 港 (18:30 て 19:30 着 ) 「ONSEN・ ガ スト ロ ノ ミー ツー リズ ム 」 で す 。 


35》 【 秘 湯 1 人 旅 】 白 銀 の 世界 で 温泉 めぐ り 
冬 の 北海 道 ・ 雪 見 皿 天 風呂 に 寛ぐ 
支 移 湖 の 秘 湯 ・ 丸 駒 温泉 か ら ニ セコ 東山 温泉 


出発 3 月 16 日 ( 木 )、27 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


東京 発 。 181,000 円 


- 大阪 発 186,000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 25,000 円 引き と な り ま す 。 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 千 歳 空港 か ら 最終 日 新 千歳 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 北海 道 拓殖 バス また は 北都 交通 

※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 2 泊 目 : 洋室 (バス ・ ト イレ 付 ) 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※1 泊 目 の み 「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 か ら 名 称 変更 、 日 本 秘 湯 
を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全 国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押 印 、3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招 
待 。 他社 ツ アー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 


東京 発現 地 発 着 ・ 
大 阪 発 


湖畔 の 宿 支 多 湖 

丸 胞 温 泉 旅館 ・ 露 天風 呂 
久 湖 の 大 自然 を 、 湯 に 浸かり 

な が ら 眺 め る こと が で きま す 。 

季節 ご と に 変わ る 景観 と と も に 、 
効 の 自然 と 一 体 に な る 、 ダイ 

ナミ ッ ク な 湯浴み の ひと 時 を お 

過ごし 下さ い 。 


行程 ーッ > バ 本 ウロ … 徒 歩 = 列車 般 

行程 バス 愛 航 空 機 徒歩 列車 船 + その他 上 ルド 須 嘆 セッ ジ 。 き 
羽田 空港 (11:30 て 13:30 発 ) ラ 伊丹 空港 (10:30 一 12:30 発 ) 
新 千歳 空港 新 千歳 空港 
ー 午後 : 湖 畔 の 宿 支 協 湖 丸 駒 温泉 旅館 泊 (湖水 側 客室 を ご 用 意 、 全 国 で も 珍し い 
2 Sa 


1 ご こ が オ スス メ ! 
目 : 宿 一 札幌 ・ 豊 平 峡 温泉 (定山渓 の 秘境 に 湧く 源泉 か け 流し の 湯 、 大 自然 を が オス ス メ 


E 踊 山 ビ ュー の 客室 を 
露天 風呂 ご 用 意 ! 


園 


必 じ る 日 最大 折衝) 真 鐘 ・ に き っ か り 温泉 ( 羊 路 MR ら 入る 絶 慰 北海 道 の 秘 湯 ・ 丸 駒 温泉 と アマ ウン テン リゾ ー ト の 
午前 : 宿 一 小樽 (ノスタルジック な 街 並 散策 ) ・ な ん ぼろ 温泉 (源泉 か け 流 し 『 替 の 坪 ち 寄り 入浴 時 の 【 

の 湯 』・ 芯 か ら 温まる お 風呂 と 道内 で も 珍し い ラ ドン 泉 ) -~ 辺 の 立ち 寄り 入浴 る 楽 し む 間 め ぐり 3 日 間 。 
新 千歳 空港 新 千 歳 空港 人 冬 に ノスタルジック な 小樽 の 散策 も 楽し み ま す 。 
羽田 空港 (18:30 て 20:30 着 ) 伊丹 空港 (18:30 て 20:30 着 ) 


| 等 mG 族 詩 | で 由 斗 列 居 ) 芋 72 放 に は | 


泥 川 


| ー+ 由 テコ | 


mi 


桜 
の 
旅 


に EESotl: 細 較 待 の 中 削 避 到 


| 苦い で 価 対 | 


泥 川 
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バス 座席 2 シー ト 利 用 、 名 湯 に 連 泊 し 港町 酒田 と 
IO 


湯野 浜 : 量 泉 連 泊 で めぐ る 


庄内 冬 グ ル メ と 酒田 雛 街道 亀 や 温泉 大 浴場 


5 月 2 朋 (5 あ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 
ae 0 A タ イプ A タ イプ 


上 東京 発 133,.000 円 138,000 円 152,.000 円 142,000 円 162,000 円 
_ 大阪 発 163,000 円 168,000 円 182,000 円 172,000 円 192,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 山 交 バス ※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 宿 泊 の お 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 
異な り ま す 。 【 基 本 】 和 室 畳 敷 ベ ッ ド ルー ム 【A タ イプ 】 温 泉 付 洋室 ※3 名 1 室 利用 の 場合 は 和室 利 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (10:30 て 11:30 発 ) 大 宮 三 山形 新 大 阪 7:30~ て 8:30 発 ) 京都 ニ 

名 古屋 三 東京 山形 
つ 致 道 博 物 館 (庄内 藩 酒井 家 の 御 用 屋敷 跡 に 整備 され た 博物 館 ) 一 鶴岡 カト リッ 
ク 教 会 天主 堂 一 大 正 初期 創業 の 料亭 で 庄内 の 冬 の 風物 詩 「 寒 ダラ の どん が ら 
汁 」、 を は じ め 日 本 料理 で 庄内 の 味 を お 楽し み 下 さい つ 夜 : 湯 野 浜 温泉 ・ 亀 や 
和 3 生 日 本 海 を 望む 大 浴場 や 野趣 あふ れる 露天 風 

ヌ \ 

午前 : 宿 一 加茂 水族 館 (世界 一 の 展示 数 を 誇る クラ ゲ ほ か ) 渡 會 本 店 出羽 ノ 
雪 酒 造 (酒造 所 の 歴史 に ふれ る ) 酒田 フレ ンチ (伝統 の 一 品 を コー ス 仕立 て 
で シェ フ お すす め プ レミ アム フル コー ス を ) … 山 王 く らぶ (か つて の 老舗 料 
0 貞 り 「 傘 福 」) 人 難 蔵 書 廊 相馬 棲 
( 国 の 登録 有形 文化 財 、 況 舞 鑑賞 ) 山 居 還 ぶ 倉庫 群 の 景観 ) 
っ タ 刻 : 同 宿泊 ( み 食 は 山形 人 中 や ベニ ズ ワイ ガニ を 使用 し た 和食 人 
午前 : 宿 一 本 間 美 術 館 (充実 の コレ クシ ョ ン と 鳥海 山 を 借景 と する 池 泉 回 遊 式 庭 
「 玲 舞 園 」、 美 術 館 の 雛 祭 ) 一 本間 家 | 旧 本 邸 (庄内 藩主 に 獣 上 し た 豪邸 、 江 戸 時 代 か 
ら 伝わる 古今 雛 や 享 保 雛 ) 一 山菜 王国 ・ 山 形 に 息づく 食 文化 、 丁 寧 に 仕上 げ ら れ 
た 伝統 の 山菜 料理 、 春 季 限 定 料 理 「 ひ な 膳 料 理 」 コ ー ス を お 楽し み 下 さい 
山形 大宮 三 東京 (18:00 て 19:00 着 ) 山形 三 東京 = 名 古屋 京都 = 

新 大 阪 (20:50 て 21:50 着 ) 


| 素 京 先 |6AEC5FKO 東京 ・ 大 阪 発 
We 
ぁ 最少 催行 人 員 : 12 名 


吊る し 飾り 「 傘 福 」 亀 や 和食 懐石 


ひな 膳 料 理 


酒田 フレ ンチ 


1813 年 創業 の 老舗 温泉 宿 ・ 湯 野 浜 温 泉 「 亀 や 」 に 連 
泊 し 、 風 情 あ る 鈴 岡 ・ 酒 田 で 時 期限 定 ・ 冬 の 庄内 グ 
ル メ を 楽し み ま す 。 あ わせ て 町 全体 が 雛 祭 り と 化す 
宮 商 の 栄華 を 残す 山形 県 酒田 市 で は 優 鈴 に 雛 めぐ り 
を 楽し み 、 歴 史 と 豊か な 文化 が 息づく 庄内 地方 の 魅 
力 に ふれ ます 。 


3 ゆ 》 2 泊 と も 大 浴場 の ある ホテ ル を ご 用 意 ! 南 か ら 北 へ 三陸 海岸 を 満喫 


三陸 海岸 を 行 了 く の 
大 船渡 ・ 釜 石 か ら 宮 古 ・ 久 落 


5 月 17 日 ( 水 )、6 月 1 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 東京 発 118, 000 円 122,000 円 139,000 円 122,000 円 126,000 円 145,000 円 


- 大阪 発 。 148,000 円 152,000 円 169,000 円 152,000 円 156,000 円 175,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


PE に | 


バス 会 社 : 岩手 県 北 バ ス ま た に 東日本 交通 また は 岩手 県 交通 ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 目 : 洋室 、2 泊 目 の 
部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 和 室 ・ 眺 望 指 定 な し 【A タ イプ 】 和 室 ・ 海 側 指定 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 当 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) = 大宮 = 新 大 阪 (7:30 て 8:00 発 ) = 京都 = 
ー ノ 関 名 古屋 三 東 京 ニ ミー ノ 関 


づつ 陸前 高田 (奇跡 の 一 本 松 ) 一 碁石 海岸 (展望 台 か ら の 絶景 、 珍 し い 碁 石 の よう 
な 石 の 海岸 ) 夕刻 : ホ テル フォ ルク ロー ロ 三 陸 釜 石 泊 
シモ ンズ 社 製 の ベッ ド や 加湿 空気 洗浄 機 完備 な と 充実 し た 客室 、 市 内 に て 海 
の 幸 夕 食 ) 
午前 : 宿 世界 遺産 ・ 橋 野 鉄鉱 山 (案内 ガイ ド と 見 学 、 現 存する 日 本 最 古 の 洋式 
高炉 跡 ) 釜石 = 三陸 鉄道 (自由 席 ) = 宮古 一 田老 地区 ( 旧 た ろう 観光 ホテ ル や 
防潮 堤 な ど 防 災 ガ イド の 案内 で 津波 遺構 を ) つ 兆 土 ヶ 浜 「 さ な が ら 極 楽 浄土 の ご と 
し 」 と いわ れ た 景勝 地 ) っ 夕刻: 浄土 ヶ 浜 パー ク ホ テル 泊 (名 勝 ・ 浄 土 ヶ 浜 の 絶 
景 を 有する 、 国 立 公園 内 の 高台 に 建つ ホテ ル 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 鵜 の 巣 断崖 一 机 浜 ・ 番 屋 (復元 され た 番屋 群 ) 北山 崎 展望 台 (絶景 
の リア ス 式 海岸 美 、 高 さ 200m の 陸中 アル プス 展望 ) 一 普代 = 三陸 鉄道 ・ 大 沢橋 梁 
や 安 家 川橋 梁 で は 車窓 より 海 景色 を 一 望 (自由 席 ) ニ 久慈 一 
盛岡 三 大 宮 三 東京 (18:00 て 19:10 着 ) 盛岡 東京 = 名 古屋 = 
新 大 阪 (21:00 て 22:10 着 ) 


京都 = 


(展望 赴 天 風呂 付 浴場 、 
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北山 崎 「 海 の アル プス 」 
庄 3 断崖 絶壁 の 展望 


大 沢橋 梁 三陸 鉄道 随 一 の 
絶景 ポイ ント 客室 


浄土 ヶ 浜 パー ク ホ テル ・ 


ー 例 


雄々 し い 断 崖 絶壁 の 北山 崎 や 、『 る な が ら 極 楽 淳 土 


の ご と し 」 と いわ れ た 景勝 地 ・ 浄 土 ヶ 浜 な ど 、 人 迫力 
の 絶景 が 連続 する 三陸 海岸 世界 遺産 ・ 橋 野 鉄 鉱山 


見 学 や 、 岩 災 を 語り 継ぐ 防災 ガイ ド の 案内 で 宮古 市 
田老 地区 も 散策 し ます 。 ロ ー カ ル 線 ・ 二 陸 鉄 道 に 乗 
りな が ら 、 車 窓 か ら の 風景 と 旅情 も 織り 込ん で 、 南 
か ら 北 へ 三陸 海岸 満喫 旅 。 


GBD 【 秒 湯 1 人 旅 】 柳 津 温泉 や 土 湯 温泉 郷 の 入浴 も 東和 | 6AEC5A20 東京 ・ 大 阪 人 


只見 線 に 乗っ て 奥 会 津 紀行 
芦 ノ 牧 温泉 ・ 仙 峡 賠 か ら 只 見 ・ 深沢 温泉 へ ZI の ⑧ 
18 名 用 2 シー と り 


出発 日 3 月 14 日 ( 火 ) 、23 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 128,000 円 138,000 円 


- 大阪 発 。 157,000 円 167,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 また は 会 津 バ ス ま た は 郡山 中 央 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 また は 洋 
室 (バス な し トイ レ 付 また は バス トイ レ 付 )、2 泊 目 の 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 2 泊 
目 基本 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 2 泊 目 A タ イプ : 2 間 続 き 和 室 (バス ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 
現地 合流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 泊 目 の み 「 日 本 の 温泉 ・ 
文化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 か ら 名 称 変更 、 日 本 秘 湯 を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全 
国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押印 、3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招待 。 他 社 ツ アー で の 押印 は で き 
ませ ん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 ※ 気 象 条件 に より 只見 線 は 運休 と な る 場合 が ご ざい ます 。 ま た 、 時 
刻 表 改定 に より 、 乗 車 区 間 を 変更 する 場合 が ご ざい ます 。 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (10:00-11:30 発 ) = 大宮 三 郡山 新 大 阪 7:20-9:00 発 ) = 京都 = 6 ー 
名 古屋 = 東京 = 郡山 仙 峡 閣 ・ 内 湯 湯 ら 里 ・ 別棟 の 


つ 柳 津 温泉 ( 寺 の 風情 を 残す 温泉 街 の いで * 湯 ) 会 津川 口 = 只見 線 11 年 ぶり 源泉 か け 流 し 温泉 むら 湯 


の 復興 区 間 乗 車 (自由 席 ) = 只見 一 夕刻: 深沢 温泉 季 の 和 郷 湯 ら 里 泊 
午前 : 宿 一 南会津 ・ 道 の 駅 山口 温 泉 き らら 289 (南会津 の か け 流 し の 源泉 風呂 ) 
っ 大 内 宿 (雪化粧 の 江戸 時 代 の 町 並み を 今 に 残す 宿場 ) 一 湯野 上 温泉 (入浴 ) 一 
午後 : 会 津 芦 ノ 牧 温泉 仙 峡 閣 泊 (地元 郷土 料理 の お も て な し ) 以 祝 1 只見 線 全線 開通 、 11 年 ぶ り の 復興 区 間 を 乗車 。 
午前 : 宿 一 会 津 若松 ・ 末 廣 酒造 嘉 永 蔵 (仕込 み 水 と 酒 洲 に こだわ る 酒蔵 ) 会津 
塗 伝承 館 鈴 善 土 湯 温泉 郷 (吾妻 山 懐 の いで 湯 ) 尺 秘 湯 ・ 会 津 芦 ノ 牧 温泉 は 自家 源泉 を 持つ 宿 。 湯船 の 
福島 大宮 三 東京 (17:30 て 19:00 着 ) 福島 三 東京 名 古屋 = 京都 = 底 か ら こ ん こん と 湧 く 湯 に 寛ぐ 。 

新 大 阪 (20:00 て 21:00 着 ) 


ここ が オス ス メ ! 


早春 の 那須 か ら 中 禅 寺 へ 隠れ た 秘 湯 ・ 与 一 温泉 も 
けい ぃ いう ん 3 5 

奥 塩原 ・ 渓 雲間 か ら 中 禅 寺 金谷 ホテ ル へ 

ここ り 湯 と 伝統 の クラ シッ ク ホ テル の 寛ぎ 

5 員 商 ⑨ 


ーーーーーーー ーー ーーーーー 一 
時 3 月 14 日 ( 火 ) 、28 日 ( 火 ) GS っ っ ) 奥 塩 原 温泉 cc 


ASOEU の 全国 で も 珍し い 全 浴 槽 が 源泉 か け 流し の 硫黄 泉 。 濃 度 


東京 ・ 大 阪 発 


東京 発 。 129 000 円 143, 000 円 は 濃く て も 肌 が ビリ ビ の 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初 折原 同 所 し ます 、 
※ 利 用 バス 会 社 : や し お 観光 バス また は 栃木 交通 バス また は サン クレ ー ル また は 足利 中 央 観光 バス 

※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) 2 泊 目 : 洋室 (バス ・ ト イレ 付 ) 

※ 新 型 コ ロナ ウイ ルス 感染 拡大 等 に より 、 立 寄り 入浴 は 場所 の 変更 、 ま た は な く な る 場合 が あり ます 。 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※1 泊 目 の み 「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 歩く 」 か ら 名 称 変更 。 日 本 秘 湯 コ 
を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全 国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押 印 、3 年 以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招 霞 天風 呂 すぐ そば の 硫黄 山 
待 。 他社 ツ アー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 


※3/28 発 1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 ちの 受付 と な り ま す 。 
リリ みき ーー 
行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 GS 中 禅 寺 金 谷 ホ テル cc と 2⑳ 


東京 (11:30 こ 12:30 発 ) 大宮 新 大 阪 (8:30-9:30 発 ) 三 京都 = 中 禅 寺 湖 畔 の 森 に 伴 む 、 銘 木 を ふん だ ん に 使っ た ログ 
那須 塩原 名 古屋 三 東京 三 那須 塩原 ハッ ス 風 洋 天 ホ テル 。 伝統 の フラ ンス 料理 と 四季 折々 
ご 委 の 光 (た 同 層 ある 湯治) クタ 和 温泉 ・ 肖 間 当 ( rt 則 
白色 の 濃い 人 黄 泉 か け 流 し 、 地 元 農家 な どか ら 仕 入れ た 旬 の 栃木 を 味わう 夕食 ) の 情緒 が 楽し め る 展望 温泉 「 空 ぶろ 」 (別棟 ) も 満喫 。 


照 宮 (世界 遺産 ・ 東 承 大 析 、 三 猿 や 眠り 猫 参拝 ) 夕刻 : 中 禅 寺 金 谷 ホテ ル 泊 ( 身 

光 湯 元 か ら 引い た 源泉 ・ 空 ぶろ (別棟 ) や 伝 続 の フラ ンス 料理 夕食 ) 

前 宿 一 日 光山 ・ 中 禅 寺 「 立 木 観音 」 ( 輪 王寺 別院 、 国 重要 文化 財 の 御 本 尊 「 十 

面 千 手 観世 音 菩 薩 」) 一 足尾 銅山 (日 本 一 の 鉱 都 と 呼ば れ た 銅山 、 撤 内 見 学 ) 一 

宇都 宮 三 大 宮 宇都 宮 三 東 京 = 名 古屋 京都 = 
東京 (16:10 こ 17:40 着 ) 新 大 阪 (19:30 て 20:30 着 ) 金谷 ホ テル の 伝統 仏 料 理 


革 宿 一 大 田原 ・ ー 水 計 泉 か け 流 し ・ 美 人 の 湯 に 立寄り 入浴 ) 一 日 光 東 


| 等 rmG 族 竹 | で 由 斗 列 居 ) 芋 お 和 7 ま 放さ | 


泥 川 


| ー+ 届 テコ | 


mi 


著 9 


に SIESotl: 細 較 待 の 中 削 記 到 


| 苦い で 故 対 | 


泥 川 


20 


信州 か ら 甲 斐 の 秘境 へ 地元 の 旬 を 愉し む 創 作料 理 と 和 会 席 も 


圧倒 的 な 湯量 !「 世 界 最 古 の 宿 」 西 山 温泉 


ん さ 


けい うん か ん 


慶 雲 館 と ふる さと の よう に な ご も 宿 
3 月 23 日 * ゃ 箕 


出発 日 

| 出発 地 | | 3 人 人] 室 。 | | 2 人 人 ] 室 。 | に SD 
東京 発 。 139,000 円 140,000 円 160,000 円 
大 孤 発 156,000 円 157,000 円 177,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 上 田 駅 か ら 最終 日 静岡 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 柿木 観光 バス また は 長野 観光 バス また は 山梨 交通 また は 富士 急行 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 
: 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) また は ロー ベッ ド タ イ プ (バス ・ ト イレ な し )、 部 屋 タ イプ は 選択 いた 
だ け ま せん 。 2 泊 目 : 和室 (バス ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 泊 目 の み 「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 
秘 湯 を 歩く 」 か ら 名 称 変更 。 日 本 秘 湯 を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押印 、3 年 
以内 に 10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招待 。 他 社 ツ アー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 
※1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 ちの 受付 と な り ま す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 

東京 (10:30 て 11:30 発 ) 大宮 上田 新 大 阪 (7:20 て 8:30 発 ) 京都 = 

名 古屋 = 東京 = 上 田 

つ 別 所 温泉 (信州 最 古 の 温泉 ・ 外 湯 め ぐり ) ユ 夕刻 : 理 掛 温 泉 ・ 満 山荘 泊 ( 開 湯 

1200 年 、PH 値 の 高い か け 流 し の 湯 と 地 の 野 菜 な ど と 信州 の 旬 を 閉じ 込め た 創作 

料理 夕食 ) 


午前 : 宿 一 諏訪 湖 ・ 片 倉 館 (大 理 石造 り の 千 人 風呂 立寄り 入浴 ) 一 夕刻: 西山 温 
泉 ・ 慶 雲 館 泊 (溢れ る 湯量 ! 部 屋 ・ 給 湯 ・ シ ャ ワー も 全て 源泉 か け 流し 、 旬 


の 食材 で いた だ く 山 河 の 深山 会 席 夕食 ) 希望 の 方 は チェ ッ ク イ ン 前 に 奈良 田 
の 里 温泉 女帝 の 湯 へ 立寄り 入浴 ご 案内 

午前 : 宿 一 身延 山 久 遠 寺 (樹齢 400 年 の し だ れ 桜 ) 一 下部 温泉 ( 起 
千年 の 歴史 を 刻む 湯 に 立寄り 入浴 ) 一 
静岡 新横浜 三品 川 

東京 (17:00 て 19:30 着 ) 


信玄 の 隠し 湯 、 


静岡 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (17:50 て 20:00 着 ) 


東京 ・ 大 阪 発 


6AEP5B70 


大 阪 発 | 6CEP5B70 


そ う 


ーー 


』 半 へ ゅ 最少 催行 人 上 員 : 7 名 


少 人 数 く ス 滞 
あ 剛 る 


で 


] 園 に と け こ む 満 山荘 露天 


満山 荘 ・ 信 州 の ご ち そ う 


甲斐 の 秘境 に ある 西山 温泉 慶 雲 館 は 毎 分 約 2000 6 
の 温泉 が 湧出 する 世界 最 古 の 宿 。 寺 き の 異な る 6 種 
の お 風呂 や シャ ワー も 全て か け 流 し の 贅沢 き 。 「 全 国 
日 本 料理 コン クー ル 次 土 料理 部 門 」 で 受賞 の 経歴 を 
持つ 料理 長 の 深山 会 席 も お ぉ 楽しみ 下 きい 。 脊 掛 温泉 
満山 荘 は 、 懐 か し い 故 郷 の よう に 和む 宿 。 家 族 的 な 
お も て な し で の ん びり お 過ごし 下さ い 。 信州 の 山菜 
や 野菜 中 心 の 女将 オリ ジ ナ ル の 創作 料理 も 人気 で す 。 


白銀 の アル プ ブス 眺望 と 絶景 の 峡谷 を 行く 


負 飛 騨 ・ 槍 見 舘 に 連 泊 し て 楽し む 


お お まき 


冬 の 絶景 と ' 舶 で し か 行け な い ,」 秘 境 大 牧 温 


出発 日 


場 一 一 一 策 
2 月 27 日 (月 ) 、3 月 6 日 (月 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東 齋 発 。 155,000 円 159,000 円 169,000 円 
_ 太 孤 発 155,000 円 159,000 円 169,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 松本 駅 か ら 最 終日 新高 岡 駅 また は 駅 まで 同行 


また は 加 越 


し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ニュ ー 飛 騨 観光 バス また は 柿木 観光 バス また は 濃 飛 乗合 自動 
能 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 )  ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 泊 目 の み 「 日 本 の 温泉 ・ 文 化 を 歩く 」 ス タン プ 帳 (※「 日 本 の 秘 湯 を 
歩く 」 か ら 名 称 変更 。 日 本 秘 湯 を 守る 会 発行 ) 押印 対象 。 全国 の 同 会 加盟 宿 に 宿泊 の み 押 印 、3 年 以内 に 
10 個 集め た 宿 か ら 1 泊 無料 招待 。 他社 ツア ー で の 押印 は で きま せん (る る ぶ ト ラベ ル を 除く )。 

※1 人 1 室 は キャ ン セ ル 待 ちの 受付 と な り ま す 。 


っ ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 
新宿 (9:30~ て 10:30 発 ) 三 八王子 松本 新 大 阪 (9:00 て 10:00 発 ) 三 京都 = 
名 古屋 = 松本 


(早い 到着 で ゆっ くり 露天 風呂 や アル プス の 絶景 


= 列車 一 船 + そ の 他 


つ 午 後 : 新 穂高 温泉 ・ 槍 見 舘 泊 
を 満喫 、 地 産地 消 の 奥 飛 騨 会 席料 理 ) 


in (ゴン ドラ で 標高 2000 メ ー ト ル の 山頂 展望 台 へ ・ 


白銀 の アル プス 360 度 の 絶景 ) 平湯 温泉 ・ ひ ら ゆ の 森 ( 総 湧出 量 は 毎 分 7500 
2 以上 ! 湯舟 に よっ て 温度 や 濁り 方 の 違う 良質 な か け 流 し の 湯 、 立 寄り 入浴 ) 一 
刻 : 同 宿泊 

午前 : 宿 一 小牧 港 て 庄川 峡 (遊覧 船 で 絶景 の 峡谷 を 水上 散歩 ) -- 大 牧 温 泉 ( 庄 
川 河畔 の 山肌 に 沿う よう に 立つ 「 船 で し か 行け な い 秘 境 」 立 寄り 入浴 ・ 昼 食 ) 
ー 小 牧港 

新高 岡 ま た は 富山 三 大 宮 = 
東京 (20:00 て 20:30 着 ) 


新高 岡 ま た は 富山 三 金 沢 京都 = 
新 大 阪 三 大 阪 (20:00 て 21:30 着 ) 


々 
と / 


隔 ⑧ 
GeSSS5) 新穂 高温 泉 栓 見 舘 cc つめ 


蒲田 川沿 い に 岩 盤 を 利用 し た 露天 風呂 か ら 見 上 げ る アル プス の 峰 々 は 荘厳 。 
母屋 は 築 200 年 の 庄屋 屋敷 を 移築 、 昔 懐か し さ が 漂 う 風 情 満点 の 宿 で す 。 


東京 発 | 6AEL5B10 


大 阪 発 | 6CEL5B10 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 


PF 3 8 還 
槍 見 舘 ・ ア ルプ ス 望 む 露 天 


に ーーー 


庄川 河畔 に 立つ 大 牧 温泉 庄川 峡 を 船 で 大 牧 温泉 へ 


連 泊 し て の ん びり 、 解 放 感 溢れ る 入浴 や 、 奥 飛騨 の 幸 
を ふん だ ん に 使っ た お 料理 を お 楽し みな 下さ い 。3 日 目 は 
「 船 で し か 行け な い 秘 境 の 一 軒 宿 」 大 牧 温泉 へ ! 遊覧 般 
で 庄川 財 を クル ー ズ 、 総 景 と 温泉 を 満 護 し ます 。 


FETTEPPPTRDPPPPPPT 
島 を の む 美しき … ES 恒男 
城端 肖 山 祭 ・ 青 祭 と 本 祭 


出発 日 5 月 4 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 92,000 円 92,000 円 
- 大阪 発 。 86,000 円 86,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗 具 は 初日 大 
阪 駅 また は 新高 岡 駅 か ら 最 終日 新高 岡 駅 また は 大 阪 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 また は 
加 越 能 バ ス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 
合流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イ 
メー ジ で す 。 ※ 祭 り は 、 当 日 の 気象 状況 な ど に より 内 
容 ・ 時 間 の 変更 や 中 止 と な る 場合 が ご ざい ます 。 決定 が 
当日 と な る 為 、 ツ アー は 催行 し 、 代 案 で ご 案内 いた し ま 
す 。 予 め ご 了承 下さ い 。 


砺波 チュ ー リ ッ プ 公園 ぐ (公社 ) と や ま 観 光 推 進 機構 


城端 曳山 祭 (本 祭 ) 


富山 ・ 南 砺 市 の 城端 眼 山 祭 は 、 ユ ネス コ 無 形 文化 
財 に 登録 され た 、 衣 祭り は 提灯 の 明か り で 幻想 的 
な 美 し さ 。 本 祭 で は 精 級 な 彫り と 塗り が 施さ れ た 
曳山 見 学 、 横 笛 、 三 味 線 、 太 鼓 で 奏で られ る 情緒 
ある 庵 唄 ( い お り うた ) に 耳 を 傾け 、『 か らく り 人 


城端 曳山 祭 ( 表 祭 ) 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 て 10:40 発 ) 大 宮 三 新 高岡 大 阪 (8:00 て 9:30 発 ) = 新 大 阪 三 京都 


三 金沢 三 新高 岡 
っ 砺波 チュ ー リ ッ プ 公園 (国内 最大 級 の チュ ー リ ッ プ 祭 ) 農家 レス トラ ン 大 


座る ょ 絢 交 豪 華 ・ 甘 
門 (季節 の 食材 に こだわ っ た 伝承 料理 夕食 ) 城端 ・ 城 端 曳 山 祭 ・ 衣 祭 ( 節 り 山 300 年 の 伝統 を 調 1 は 絢 期 喪 華 ・ 荘 厳 華 
や 朴 の 花 な ど 季 節 の 花 が 飾ら れ た 山 宿 を めぐ りな が ら 見 物 ) 一 夜 : 高 岡 ・ ホ テル ル 肌 、 ど ん な 形容 を も 語り つく すこ と は で きま せん 。 
TFPCCTIE TTP7YTT 定 3 ZOSt 4 1 6HDPBO 
前 : 宿 城端 曳 山 祭 ・ 本 祭 ( 神 興 の 渡御 行列 や 曳山 ・ 庵 屋台 見 物 、 SO: 
民 の 風習 で ある 庵 唄 所 望 、 特 別 観覧 席 よ り 披 露 され る 「 か らく り 人 形 」 な ど 見 学 ) れ を くむ 貴重 な る の 。 北 際 文 化 を 凝縮 し た よう な 独 
新高 岡 大 宮 = 新高 岡 = 金沢 京都 三 新 大 阪 = 特 の 味わい は 幻想 的 で す 。2 日 間 に わ た り た っ ぷり 
東京 (19:00 て 20:10 着 ) 大 阪 (19:30 て 20:40 着 ) お 楽し み 下 さい 。 


松葉 ガニ の 中 で る 希少 な カニ を 堪能 


日 本 海 ・ 伊 根 の 舟 屋 や 天橋 立 へ 
冬 の 味覚 幻 の 「 間 人 ガニ 」 の 和 魅力 


東京 発 ・ 
ーーー 


an ーー 1 
(現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


出発 日 2 月 26 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 。 136,000 円 158,000 円 
現地 発着 112,000 円 134,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 丹後 海陸 交通 また は 京阪 京都 交通 また は 東豊 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 和 室 (バス な し ・ ト イ 
付 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


東京 (9:00 一 10:00 発 ) 三 品川 = 新横浜 京都 (11:30 一 12:30 発 ) 
三 名 古屋 京 


っ 人 の gcGArPWi 0 
ー 午 後 : 間 た いざ ) 温泉 郷 ・ 昭 恋 館 よ 志 の や 】 松葉 ガニ の 中 で も 希少 な 「 陸 ュー 5 ( あ 天 
人 (た いき ) ガニ 」 フ ルコ ー ス タ 食 、 日 本 海 を 眺め る 起 天 風呂) 内 0 選 9 4 


午前 : 宿 一 丹後 半島 (車窓 より 日 本 海 の 科 景色 ) 一 浦島 神社 (浦島 伝説 ) 伊根 ( 遊 
覧 船 か ら 舟 屋 の 風景 ) 一 倫 松 公園 (ケー ブル で 展望 台 へ 、 天 橋立 冬 景 色 を 股 の - - 
ぞ き ) 一 知 恩 院 (日 本 三文 殊 ) 間 人 ガニ と は 、 日 本 海 地方 の 特産 で ある 松葉 ガニ の 


新竹 京都 (16:50 て 17:50 着 ) 中 で も 崩 後半 島 ・ 間 人 港 に 水揚げ る れる も の だ け に 

与え を られ る 名 称 で す 。 日 帰り 漁 の み で 獲 ら れる 間 人 

ニ は 、 和 驚く べき 鮮度 と 極上 の 肉質 か ら “ほか の 蟹 

と は 格 が 違う " “一 度 食べ た ら 忘 れ ら れ な い " と 賞賛 

され 多く の ファ ン を 持ち ます 。 有 丹 後 の 小 さ な 漁 師 町 

・ 間 人 に ある 創業 90 年 の 老舗 料理 旅館 『 昭 恋 館 よ 志 
の や 』 で ご 賞味 下さ い 。 


※ 籠 盛り 、 皿 盛り の カニ (茹で 廊 、 炭 火 焼 き 、 蟹 すき ) は 4 人 分 で す 


rk っ 生玉 
で 親 柚 家 , 
で 蝶 , 
マ 重 帯 , 


さ ー メ 選 弄 早 , 
で 玄 り 選 弄 暑 , 
W 帯 え 洲 暑 , 


※ 
現 
水 香 
の 
状 
況 
4 
遇 
り 


流 湯 虹 ・ckct 上 , 


2 
食 
内 
容 
は 
突 
な 
る 
場 


守屋 群 の 情景 


形 拓 露 」 な ど 祭 一 色 で 華やぐ 町 並み を 楽し み ま す 。 


| 茎 mG 族 詩 | で 由 斗 列 居 講和 7Y 放 に は | 


泥 川 


| ー+ 由 メデ コ | 


桜 


著 9 


| 革 G 隆 短 | に だ Escli 還 較 茎 の 員 澤 応 到 憶 


泥 川 


アア 。 


3 光悦 ・ 光 丈 ・ 等 伯 ゆ か り の 寺 や 西陣 の 工房 めぐ り も 
大 徳 寺本 坊 伽藍 特別 公開 と emm 6CESKE40 
花咲 く 長 岡 京 錦 水 亭 の 衛 料 理 


出発 日 4 月 27 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 165,000 円 169,000 円 183,000 円 


現地 発着 141.000 円 145,000 円 159,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 奈 良 交 通 、 東 豊 観光 の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発 
着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 社 寺 の 拝観 ・ 見 学 は 諸事 情 に よ 
り 行 程 順 序 が 変更 に な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 妙 顕 寺 の 庭園 は 一 部 工事 中 で 拝観 で き な い 部 分 も ご ざ 
いま す 。 ※・『「 た ん 熊 北 店 」 の 京 会 席料 理 タ 食 を いた だ く 会場 は ホテ ル 宴 会 場 の 場合 も ご ざい ます 。 


提供 : 京都 春秋 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (9:00 て 10:00 発 ) 品川 = 新横浜 京都 (11:30 て 12:10 発 ) 
三 名 古屋 = 京都 
っ 大 徳 寺 本 坊 伽藍 (国宝 ・ 唐 門 、 狩 野 探 幽 の 雲龍 図 、 初 公開 の 仏殿 内 部 な ど 特 別 
公開 ) … 興 臨 院 (特別 公開 、 方 丈 庭園 ) … 黄 梅 院 (特別 公開 、 利 休 作 庭 の 苔 が 美 し RB 了 
5 時 抽 居 か あがる 県 導 東 計 ル 泊 (プレ ジテ ニス 簡 下 人) 大 徳 寺 法 堂 ( 色 野 探 幽 作 の 雲 籠 図 ) キリ シマ ツツジ と 錦 水 享 
午前 : 宿 一 本 法寺 (長谷 川 等 伯 や 本 阿弥 光悦 の 菩提 寺 、 国 内 最大 級 の 等 伯 作 の 混和 、 ーー 」 
図 複製 ]、 光 悦 の 庭 ) … 小川 通 … 妙 顕 寺 (尾形 光 丈 の 菩提 寺 、 四 海 唱 導 の 庭 ) の ん びり 春の 京都 を お 楽し み 下 さい 。 名 首 ・ 大 徳 寺 
西陣 魚 新 (名 物 の 今出川 豆腐 付 の 西陣 弁当 昼食 ) 一 妙 蓮 寺 (等 伯 作 の 複 絵 ) 一 西陣 の 特別 公開 、 光 悦 ・ 等 伯 ・ 光 丈 ゆ か り の 寺 と の 
( 引 第 織 「 西 山 治 作 商店 」、 幾 重 染 「 大 植 染 工 」 の 工房 見 学 ) 夕刻 : 京 都 ・ 同 ホテ MR 2 2 上 本 、 
ル 泊 (た ん 熊 北 店 の 京 会 席料 理 夕食 ) 工房 めぐ り 、 ツ ツジ や フジ な ど 春 の 彩り な ど 盛 り だ 
午前 : 宿 一 城南 宮 (春の 花咲 く 神 苑 「 源 氏 物語 花 の 庭 」) 一 乙訓 寺 ( 約 2000 株 の 牡丹 ) くさ ん で す 。 そ し て 、 何 より お 食事 も お 楽し み ! 
つ 錦 水 亭 (春の 「 た け の こ づ く し 会 席 」) … 長岡 天 幡 宮 (キリ シマ ツツジ 、 回 遊 式 ー ナム 十 の 
謀 園 「 錦 景 区 」) > 夕食 は フレ ンチ フル コー ス と た ん 熊 北 店 」 の 京 会 
京都 = 名 古屋 新横浜 三品 川 = 京都 (15:0016:00 着 ) 席 、 尽 食 に は 老舗 「 西 陣 魚 新 」 の 今出川 豆腐 と 名 店 
東京 (18:00 て 19:30 着 ) ・ 錦 水 亭 で 春 限定 の 和 区 料 理 を ご 賞味 下さ い 。 


ぐり 近年 話題 ! 棚 れ た ブー ム の 秘境 島 の 東京 発 | 6AERKE10 
紀 淡 湯 峡 < 絶景 の 無人 島 友 ヶ 伺 」 と 本 
天空 」 に 乗っ て 春 め く 桜の 高野 山 へ et 


出発 4 月 16 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


東京 発 。 155,000 円 159,000 円 173,000 円 


現地 発着 137,000 円 141,000 円 155,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 ・ - 
バス 会 社 : 熊野 御坊 南海 バス また は 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス また は 奈良 交通 ※ 部 屋 タ イプ 無人 島 ・ 友 ヶ 島 「 天 空 」 に 乗っ て 高野 山 へ ! 
1 泊 目 : 洋室 (バス ・ ト イレ 付 ) 2 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 ) ※ 名 古屋 発着 ・ 現 地 合 流 に つい 
て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 友 ヶ 島 へ の フェ リー は 気象 条件 に より 欠 
航 と な る 場合 が あり ます 。 そ の 際 は 和歌 山 市 内 の 観光 に ご 変更 させ て いた だ きま す 。 ※ 友 ヶ 島 観光 は 
アッ プ ダ ウン の 道 を お 歩き いた だ きま す 。 ま た 高野 山内 は 奥の院 な ど お 歩 きい た だ く 人 箇所 も ご ざい ます 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 

東京 (7:30 て 8:30 発 ) 三 品川 = 新横浜 新 大 阪 (10:00 て 12:00 発 ) 

三 名 古屋 三 新 大阪 

っ 加太 港 一 友 ヶ 島 (無人 島 沖 ノ 島 、 要 塞 時 代 を 介 ば せる 砲台 跡 や 展望 合 か ら コ バ 

ルト ブル ー の 海 を 眺め る 軽 ハ イキ ング ) 加太 港 一 夕刻: 和歌 山 マ リー ナシ ティ 

ホテ ル 泊 (和歌 山 湾 を 望む リゾ ー ト ホテ ル 、 イ タリ アン の 重鎮 ・ 交 藤 実 料 理 長 の 「 和 

歌 山 の 旬 本 格 イ タリ アン コー ス 」 タ 夕食 ) ー 
in 「 天 空 」 で ワイ ド ビ ピュー 車窓 か ら 紀の川 や の どか な 風景 と 紀伊 半島 と 淡路 島 の 間 、 紀 淡海 峡 の 中 央 に 浮か ぶ 


少 人 数 バス 目 バ パス. 
6 呈 較 5 


IO 


急 唆 な 山岳 区 間 乗 車 極楽 橋 ++ 高 野山 (総本山 ・ 金 剛 宇 寺 の 山門 に 映え る 八重 「 友 ヶ 島 」。4 つ の 島 か ら な る 無人 島 群 で 陸 史 は 
紅 枝 垂れ 桜 や 壇上 伽藍 の 西行 桜 な ど 春 糞 漫 の 高野 山 見 物 ) 夕刻: 宿坊 福 智 院 泊 ( 山 友 ヶ 人 上 無人 伺 群 で す 。 歴 史 


内 唯一 の 天然 温泉 、 高 野 横 の 内 風呂 や 露天 風呂 、 地産 の 旬 に こだわ っ た 精進 料理 夕食 ) 古く 、 か つて の 重要 な 軍事 要塞 と し て の 面影 を 残す 
午前 : 宿 一 奥の院 ( 森 閑 と し た 参道 、 弘 法 大 師 御 遍 ) 一 奥 吉野 ・ 高 見 の 郷 ( 約 砲台 跡 な ど が 豊か な 自然 の 中 に ひっ そり 点 在 し 、 隠 
1000 本 の し だ れ 桜 「 天 空 の 花園 」 一目 千本 の 眺望 ) 一 リ 。 ヽ = 

れ た 秘境 スポ ッ ト と し て 近年 人 気 を 集め て いま す 。 
大 和 八 木 = 近鉄 特急 = 京都 = 名 古屋 大 和 八 木 (15:20 て 16:40 着 ) 6 、 ui 9 8 
新横浜 品川 桜 ほ は ころ ぶ 聖 地 ・ 高 野山 へ は 観光 列車 「 天 空 」 で 。 バ 
の 000 リエ ーション 豊か に 紀州 の 春 を 旅 し ます 。 


3 観光 列車 「 天 空 」 で 行く 高野 山 温泉 の ある 宿坊 に 宿泊 
弘法 大 師 生 誕 1250 年 の 高野 山 ” |39jescewcsls き = 
角 覧 席 で 観る 京都 " 壮 祭 』 路 頭 の 儀 Pe 
oo 2 シー ト 目 ガイ ド 妥 と り 


提供 : 京都 観光 会 
出発 5 月 13 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


。 145,000 円 149,000 円 159.000 円 
151,000 円 155,000 円 165,000 円 
120,000 円 124.000 円 134.000 円 


126,000 円 130,000 円 、 140,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 熊野 御坊 南海 バス 、 ヤサカ 観光 バス 、 奈良 交通 、 東豊 観光 の いずれ か ※ 部 屋 タイ プ 1 泊 
目 : 和室 バス 無し トイ レ 無 し また は トイ レ 付 2 泊 目 : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下 
さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 葵 祭 は 雨天 順延 で す 。 そ の 場合 ツア ー で は 嵐山 の 自由 散策 と 


し まし て 、 順 延 と な っ た 葵 祭 は 見 物 し ませ ん 。 あ ら か じ め ご 了承 下さ い 。 提供 : 公 益 社団 法人 和歌 山県 観光 連盟 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 1 

東京 (7:00 て 8:00 発 ) 三品 川 新横浜 新 大 阪 9:45 て 10:45 発 ) ーー コ 

三 名 古屋 新 大 阪 

っ 橋本 = 観光 列車 "天空 」= 極楽 橋 ++ 高 野山 一 の 橋 … 専門 ガイ 下 の 案 内 こ 回 

で 杉木 立 の 墓 塔 群 を 行く … 奥 の 院 (弘法 大 師 御 應 )… 中 の 橋 ー 夕刻 : 高 野山 観光 列車 「 天 空 」 車 内 高野 山 根本 大 塔 


温泉 ・ 福 智 院 泊 (精進 料理 タ 食 、 高 野山 で 唯一 の 天然 温泉 、 希 望 者 は ライ ト ア ッ プ 
され た 夜 の 壇上 伽藍 へ ご 案内 ) 


お ぉ 大師 様 が 讃岐 の 国 で な 生ま れ に な っ て か ら 1250 


午前 : 宿 (希望 者 は 朝 の 勤行 ) 一 金剛 峯 寺 (弘法 大 師 生 誕 1250 年 持 仏 御 本 尊 開 
帳 ) … 壇上 伽藍 (金堂 、 根 本 大 塔 な ど ) > 大門 (高野 山 の 総門 ) つ 夕刻 :ANA ク ラ 年 、 そ の 節目 の 年 に 高野 山 を じっくり めぐ り ま す 。 

ウン プラ ザ ホ テル 京都 泊 (徒歩 で 老舗 「 二 人 午 」 の 京 会 席料 理 タ 食 へ ご 案内 ) 山上 の 温泉 の ある 宿坊 に 宿泊 し ます の で 、 ラ イト ア 
午前 : 宿 京都 御苑 (観覧 席 で 葵 祭 「 路 頭 の 儀 」 を 見 物 ) 一 相国 寺 ( 法 堂 、 方丈 、 本 者 の こさ 還 
浴室 な ど 春 の 特別 公開 ) > ッ プ され た 壇上 伽藍 に も ご 案内 し ます 。 最 終日 は 京 


京都 名 古屋 = 品川 三 新 横浜 = 京都 (15:00 こ 16:0O 着 ) 都 「 葵 祭 」 で す 。 平 安 装束 を まとっ た 人 々 が 練り 歩 
東京 (18:00 て 19:20 着 ) く 「 路 頭 の 儀 」 を 京都 御苑 の 観覧 席 で 見 物 し ます 。 
3 熊野 三山 の 奥 ノ 院 日 本 屈指 の パワー スポ ッ ト へ 


天空 の 衝 ・ 果 無 集落 へ 
日 本 一 長い 路線 バス 全線 乗車 体験 ! 


出発 日 5 月 26 日 ( 金 )、6 月 2 日 ( 金 )、16 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


且 束 第 118.000 円 119,000 円 。 129.000 円 


現地 発着 88,.000 円 89,000 円 99,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 奈良 交通 、 三 光 タ クシ ー、 熊野 第 一 交通 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 (バス 無し ・ ト イレ 
付 ) 2 泊 目 : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す ※ 歩 
きやすい 服装 、 履物 で ご 参加 下さ い 。 ※1 日 目 の 路 線 バ ス に て 、 道路 状況 に より 途中 の 休憩 が と れ な い 
易 合 も あり ます 。 


ホテ ル 見 
源泉 か け 流 し の 湯 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 ++ そ の 他 
東京 7:00~-8:00 発 ) 三品 川 新横浜 三 大 和 八 木 (11:20 て 11:50 発 ) 
軸 人 4A0DeaSfN 奈良 交通 八 新 宮 特急 バス 作 野 古道 果 無 集落 
つ 奈 良 交通 路線 バス ・ 八 木 新宮 特急 バス (乗合 ) 一 五條 バス セン ター (休憩 ) 
ー 上 野地 (休憩 、 谷 瀬 の 吊り 橋 展 望 ) 十津川 温泉 (休憩) 夕刻: 十津川 温泉 _ 
・ ホ テル 見 泊 (季節 の 会 席料 理 夕食 、 源 泉 か け 流し の 天然 温泉 ) 日 本 一 長い 距離 を 走る 奈良 交通 の 路線 バス 「 八 木 新 
午前 : 宿 一 小型 車 一 玉置 神社 (語り 部 の 案内 で 熊野 三山 の 奥 ノ 院 を 拝観 、 樹 齢 三 宮 特 急 バ ス 」( 走 行 距離 169.8km、 停留 所 168、 走 
千年 の 神代 杉 ) 十津川 歴史 民俗 資料 館 (日 本 で 一 番 大 き な 村 の 歴史 資料 ) 一 果 
無 集落 (語り 部 の 案内 で 世界 遺産 ・ 能 野 古 道 小 辺 路 の 「 天 空 の 郷 」 へ 、 に ほん の 里 行 時 間 約 6 時 間 30 分 ) 届 失 Ce 02ROUIM 
100 選 の 集落 ) つ 見 の 郷 つ 奈良 交通 路線 バス ・ 八 木 新宮 特急 バス (乗合 ) 一 新宮 か ら 和 歌 山県 の 新宮 まで の 全 路 線 を 2 日 か け て 走破 
ーー ーー し ます 。2 日 目 は 、 日 本 一 大 き な 村 と いわ れる 十 津 
午前 : 宿 … 語 り 部 の 案内 で 新宮 の 世界 遺産 めぐ り … 神 倉 神社 (538 段 の 石段 の _ N 坦 時 二 涯 ル バ 
先 に 鎮座 する 神秘 の ゴト ピ キ 岩 ) … 寺町 … 骨 野 速 玉 大 社 川 衣 析 世界 條 産 の 玉置 神社 や 熊野 古道 辺 論 の 
新宮 = 名 古屋 新横浜 三品 川 新宮 (12:10-12:40 着 ) 時 無 集落 を 語り 部 の 案内 で の ん びり 訪ね ます 。 
東京 (8:00-19:00 着 ) 協力 : 十津川 村 、 奈 良 交通 


| ー+ 下 デコ | 


い 


桜 
の 
旅 


に EESotl: 細 較 待 の 回 澤 避 紀 


革 い G 故 計 


2 


| ー+ 届 ルー テ コ | 


mi 


著 9 


に SIEButll: 環 較 待 の 中 削 記 強 


| 千 cmo 語 叶 


泥 川 
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3 ゆ 雄大 な 景観 と 遠 流 の 歴史 ロマ ン 溢れ る 大 自然 と 歴史 の 島 
少 人 数 で 行く ・ 絶 景 の 島 旅 
隙 岐 まる ご と 4 島 周遊 


出発 日 5 月 12 日 ( 金 )、21 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 250,000 円 264,000 円 
- 大阪 発 。 235.,000 円 249,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 伊丹 空港 か ら 最終 日 伊丹 空港 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 島 タ クシ ー、 隠 岐 観 光 、 隠 岐 海士 交通 ※ 一 部 タク シー 利用 と な る 場合 が あり ます 。 
※ 部 屋 タイ プ 1・2 泊 目 : 洋室 3 泊 目 : 洋室 また は 和室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 つっ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
羽田 空港 (9:00 一 10:00 発 ) 伊丹 空港 伊丹 空港 (11:00~12:00 発 ) 隙 岐 空港 
愛 隠 岐 空港 
> 隠岐 自然 館 一 隠岐 国分 寺 ・ 後 醍醐 天皇 行 在 所 跡 一 隠岐 国分 寺 ( 後 醍醐 天皇 
行 在 所 跡 ) つか ぶら 杉 つ アマ ビエ 像 一 浄 ヶ 浦 海岸 一 白島 展望 台 一 西郷 港 
て 高速 船 て 中 ノ 島 ・ 凌 浦 港 … 夕 刻 :Ent6 (エン トウ ) 泊 (2021 年 7 月 リニュ 
ー ア ルオ ー プ ン 、 隠 岐 で 唯一 の 温泉 大 浴場 を 備え た ホテ ル 、 お 部 屋 は 新館 客 

室 (ネス ト 別 館 ) を ご 用 意 、 夕 食 は 季節 の 食材 を 使っ た コー ス 料 理 を ) 
午前 : 宿 … 凌 浦 港 国 賀 海岸 ( 摩 天 崖 ・ 通 天橋 な ど ス ケー ル 感 抜群 の 景勝 地 
を 貸切 船 て 遊覧 ) 西ノ島 一 赤尾 展望 所 一 摩 天 崖 一 国賀 浜 つ 浦郷 港 一 貸切 


船 で 知夫 里 島 ・ 赤 壁 ク ルー ジン グ ~ 開 浦 港 … 夕 刻 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 一 後 鳥 羽 院 史 跡 ・ 史 料 館 一 隠岐 神社 特別 参拝 (拝殿 に 入り 、 ご 祈 裕 や 
神職 に よる 境内 案内 も ) 一 凌 浦 港 ズ フェ リー^ ひ 隠岐 の 島 ・ 西 郷 港 っ 玉 若 酢 命 神 
社 (重要 文化 財 )・ 八 百 杉 一 屋 那 の 松原 ・ 舟 小屋 群 一 那 久 岬 一 港 一 夕陽 
に あわ せ て 出航 する 遊覧 船 で ロー ソ ク 島 へ ー 重 栖 港 一 夕刻 : 隠 岐 プ ラ ザ ホ テ 
ル ま た は 隠岐 ビ ピュー ポー ト ホ テ ル 泊 (和食 会 席 夕 食 ) 
EE ・ 隠 岐 郷土 館 ・ 五 箇 創 生 館 一 


隠岐 空港 玉 伊 丹 空 港 ララ 隠岐 空港 錠 伊 丹 空港 (13:30 て 14:30 着 ) 
羽田 空港 (15:30 て 17:00 着 ) 


eeewerlgEPm 
大 阪和 |6CEWKE10 


\ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


時 早期 0B 前 、 > 仙 除 叶 
Ent6 客室 一 例 BEE 18 名 用人 ド る 


国賀 海岸 赤尾 展望 所 Ent6 (エン トウ ) 


隠岐 諸島 島根 半島 の 北方 約 80km に 位置 し 、 大 小 
約 180 を 超え る 島 で 構成 され る 群島 。 「 大 山 ・ 隠 岐 国 
立 公園 」 に 指定 され 、 史 跡 と 風景 ・ 民 謡 と 伝説 で 知 
ら 5 れる ロマ ン テ ィ ッ ク な 夢の島 で 、 知 夫 里 島 ・ 中 ノ 
島 ・ 西 ノ 島 を 島 前 、 隠 岐 の 島 を 島 後 と 呼び ます 。 個 
人 で は な か な か むず か し い 周 遊 を 貸切 船 な ども 使い 
な が ら 、 ツ アー ぐる 効 率 的 に この 4 島 を 周遊 し ます 。 


3 美術 館 閉館 後に 解説 貞 の 案内 で 特別 見 学 、 
御 開帳 や 五重塔 特別 公開 に 観光 列車 乗車 の 特別 ツア ー 


芸術 を 楽し む 大 原 美術 館 か ら 弘法 大 孔 空海 1250 |42| 
年 祭 と 観光 列車 : 四 国 ま ん な か 千年 も の が た 


出発 日 5 月 19 日 ( 金 ) 

旅行 代金 (大 人 お ひび とり 様 ) 
1 人 1 室 
末吉 発 。 174,000 円 174,000 円 184,000 円 
_ 秦 孤 発 148,000 円 148,000 円 158,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 両備 バス 、 琴 参 バ ス ま た は 琴平 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 (3 人 1 室 の 2 泊 目 は 和室 ) ※ 名 
古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 
東京 (8:00 て 8:30 発 ) 品川 新横浜 新 大 阪 (10:30 て 11:00 発 ) = 新神戸 = 
三 名 古屋 三 岡山 
> 後楽 園 (日 本 三 名 園 の ひと つ ) ホテ ル (チェ ッ ク イ ン ) … 倉敷 美観 地区 自由 
散策 … 大 原 美術 館 (閉館 後に 解説 貞 の 案内 で 特別 鑑賞 ) … 夕刻 : 倉 敷 国際 ホテ 
ル 泊 (夕食 は 料理 旅館 鶴 形 に て 和食 会 席 ) 


午前 : 宿 一 香川 県 立 ミ ュー ジア ム (国宝 ・ 重 要 文 化 財 や 特別 展 「 空 海 - 史 上 最強 、 
讃岐 に 舞い 降り た 不 減 の 巨人 」) つ 宿 つ タク シー 一 銀座 の 資生堂 バー ラー が 


担当 する レス トラ ン で コー スラ ンチ … 人 金 刀 比 宮 ( 御 本 宮 参 拝 ※ 昼 食 場所 500 
段 か ら 御 本 宮 785 段 まで の 階段 あり ) … 金 刀 比 羅 宮 書 院 ( 表 書 院 の 「 水 呑 の 虎 」 
な ど 円 山 応挙 の 障壁 画 [ 国 の 重要 文化 財 ] や 伊藤 若 沖 の 「 百 花 図 」 な ど 通 常 
非 公開 の 奥 書 院 を 特別 公開 ) … 駐 車場 つ タ クシ ーー タ 夕刻: こと ひら 温泉 ・ 琴 
参 閣 泊 (こん ぴら さん の 門前 に 位置 する 温泉 旅館 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 善通寺 (御影 堂 秘仏 本 尊 の 瞬 目 大 師 像 特別 御 開帳 や 五重塔 特別 公 
開 な ど ) 一 大 歩 危 (渓谷 を 遊覧 ) 一 大歩危 = 四国 まん な か 千年 る の が た り ・ し 
あわ せ の 郷 紀行 [大 人 の 洒落 た 小 旅行 を 気軽 に 楽し め る 本 格 的 な 観光 列車 、 
地元 食材 に こだわ っ た お 料理 や 地域 の お る て な し の サー ビス ] = 

多度津 岡山 三 新 神戸 ニ 

新 大 阪 (19:00 て 19:40 着 ) 


多度津 三 岡山 三 名 古屋 新横浜 = 
品川 三 東 京 (21:30 て 22:00 着 ) 


り 


東京 ・ 大 阪 発 
食事 


(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
ぁ 最 少 催行 人 貞 : 11 名 
早期 90B 前 、 22: 仙 民 A を 柱 ッッ シー は 名 (が 
3000 円 割引 只 久 全 較 ガイド と り 


こと ひら 温泉 琴 参 閣 ロビ ー 


東京 発 |6AEWKE30 


大 阪 発 (6CEWKE30 


国 ま ん な か 千年 も の が た り 四国 まん な か 千年 も の が た り 


内 食事 


]ml 


2020 年 に 開館 90 周 年 を 迎え た 大 原 美術 館 で 閉館 後 
に モネ ・ グ レコ ・ ル ノワ ー ル な どの 西洋 画 な どの 作 
品 を 解説 員 の 案内 で 鑑賞 する 「 イ ブ ニ ン グ ツ ア ー」 
で 特別 見 学 や 弘法 大 師 御 誕生 1250 年 記念 大 法 会 開 
催 中 の 総本山 善通寺 に 立ち 寄り 、 御 影 堂 秘仏 本 尊 の 
瞬 目 大 師 御 開帳 や 五重塔 特別 公開 な ども 。 人気 の 観 
光 列 車 「 四 国 ま ん な か 千年 も の が た り 」 で 絶景 の 渓 
谷 美 、 こ だ わり 食材 の 和食 も 楽し み ま す 。 


< づり 松江 し ん じ 湖 温泉 連 泊 、 日 本 最大 級 の フナ 林 ウ ォ ー ク で 癒さ れる 


ア 
温泉 連 泊 で 行く 新緑 の 3 lee ン 
ヤ 
| 


大 山 プ ナ の 森 か ら 帝 釈 峡 へ 最少 催行 人 貞 12 名 


大 山 プ ナ 林  @ 鳥 取 県 
出 人 日 5 月 25 日 ( 木 )、29 日 (月 ) 


@ 鳥 取 県 写真 提供 : 広島 県 

旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 桜 

me | Aa | 人 和 | 多重 | 沈 答 | 科 答 | 9 三 | 徐 室 | = v の 

164,000 円 159,000 円 164,.000 円 184,000 円 168,000 円 175,000 円 204,000 円 0 だ 6\ ど だ 22 ペ 7 の 旅 
デ らち ゃ ぶ い ky 

142,000 円 137,000 円 142,000 円 162,000 円 146,000 円 153,000 円 182,000 円 クン で 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 日 本 交通 、 一 畑 バ ス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 【 基 本 】 セ ミダ プル 街 側 ・16mm 【A タ イプ 】 
スタ ンダ ー ド ツイ ン 衛 側 ・26mm 【B タ イプ 】 デ ラッ クス ツイ ン 湖 側 ・33m ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 


こつ いて は P47 を ご 参 下 さい 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※2 日 目 新 緑 の ブ ナ の 森 は 約 3 キロ の 大 山 帝釈 峡 季 
ウォ ー キ ング 、 多 少 上 り 下 り の 坂 は あり 。 歩 きやすい 服装 ・ 足 元 で ご 参加 下さ い 。 節 
行程 ー バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 と を 
東京 (8:209:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 新 大 阪 (10:50 一 11:30 発 ) 三 新神戸 = 開 間 mmr- 9 愛 
名 古屋 岡山 = 根 雨 岡山 = 根 二 『 A ーー イナ エロ 和 
つ 大 山南 璧 を バッ ク に 広がる 田園 ドラ イブ つ 攻 山 大 山 ス カイ ライ ン … 鬼 女 どー ーー の ET | 旅 
台 (360 度 の パノラマ ) つ 鍵 掛 峠 (大 山 絶景 ポイ ント ) つ ブナ 林 の トン ネル つ 夕 刻 : 只 く K = 
松江 し ん じ 湖 温泉 ・ ホ テル 一 畑 泊 (リニュ ー ア ルオ ー プ ン し た 光り 輝く 「 実 道 湖 」 
の 目前 に た た ず む ホテ ル 、 最 上 階 の 展望 温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 夕 食 は 特選 会 席 を ) 名 
午前 : 宿 一 枝 水 高原 天空 リフ ト …( 案 内 ガイ ド 終 日 同行 ) … 横手 道 … 新緑 の ホテ ルー 畑 湖 側 客室 一 例 "ホテ ル 一 畑 展望 大 浴場 喜 
プ ブナ の 森 ウ ォ ー キ ング ( 約 2 時 間 半 ) … 大 山寺 (拝観 ) … 日 本 一 長い 石 辿 の 参 る 
道 … 礁 の 河原 (雄大 な 大 山北 壁 ) … 宝物 館 吉 宝 閣 ( 端 豚 な 金剛 仏 (白鳳 ) な ど ) 貴 座 す 2 寺 
っ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 (夕食 は 洋 コ ー ス を ) 昌和 2 衝 人 の す の 二 が 0 りり 提 ホ 
午前 : 宿 菅谷 た た ら 山 内 (た た ら 製 鉄 に よっ て 隆盛 を 極め た 時 代 を 父 ぶ ) 韓 原 NM 1 CSS IOD 90 半生 
記念 館 (400 年 に 渡っ て 続く 奥 出雲 の 旧家 「 線 原 家 」 の 記念 館 、 洗 心 乃 路 (せん し ん よっ て 形 を 変え 訪れ る 人 を 魅了 し ます 。 西 日 本 随 一 
の みち ) 散策 も ) 一 道 の 駅 お ろ ち ルー プ … 帝 釈 峡 (帝釈 国定 公園 の 中 心 部 、 新 ーー 間 
緑 で 美しい 峡谷 を 案内 ガイ ド と 散策 ) の 規模 を 誇る ブナ 樹林 で みず みず し い グ リー ン シ ャ 
新 見 岡山 名 古屋 一 新横浜 = 新 見 岡山 三 新 神戸 ニ ワー を 浴び 、 二 年 の 古寺 で 祈り を 捧げ ます 。 帝 釈 峡 女 
品川 東京 (21:00~ て 22:15 着 ) 新 大 阪 (18:30~19:45 着 ) に も 立ち 寄り 、 新 緑 の 絶景 を 楽し み ま す 。 
り 
3 期間 限定 "曜日 限定 、 人 気 の 四国 観光 列車 を 乗り 継ぐ 特別 ツア ー 旅 


ーーー 
(下地) 朝 2、 時 3、 タ 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


ヒー ゴ 


人 気 の 争 光 列車 に 乗車 
3 つの "や の が た り 列 車 」 で めぐ る 四国 旅 


出発 日 5 月 12 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


理 発着 ” 133.000 円 135,000 円 148,000 円 


大 阪 発 。 147,000 円 149,000 円 162,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 


か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 宇和 上 6 同 
島 自 動車 ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 また は 洋室 2 泊 目 : 帳 間 示 洛 の 国 ま ん な か 千年 も の が た り 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 行 
洋室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 千年 も の が た り も の が た り 車内 


全て イメ ー ジ で す 。 ※ 現 地 集 合 解散 の 場合 は 多度津 駅 10 時 10 食事 
分 頃 集合 、 松 山 駅 18 時 20 分 頃 解散 と な り ま す 。 
行程 っ バス ララ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 ++ そ の 他 
多度津 (10:10 頃 集合 ) 新 大 阪 7:30 て 8:00 発 ) = 新神戸 = 
岡山 三 多 度 津 
観光 列車 ・ 四 国 まん な か 千年 る の が た り 「 そ ら の 郷 紀 行 」(「 さ ぬき こだわ 
り の 食材 の 洋風 料理 」 昼 食 、 絶 景 ! 土 讃 線 の 秘境 を 車窓 より ) = 大 歩 危 一 祖 
谷 か ずら 橋 (重文 ・ 日 本 三 奇 橋 ) 大歩危 峡 遊 覧 ( 岩 の 彫刻 美 の 渓谷 を 遊覧 船 よ 明 - 5 
り リ 満喫) … 夕刻: 高知 ・ 三 翠 園 泊 (土佐 藩主 ゆか り の 老舗 宿 に 宿泊 、 温 泉 大 浴 場 ・ 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 伊予 灘 も の が た り ( 下 灘 駅 ) 
路 天 風呂 で 寛ぐ 、 和 食 夕食 ) も の が た りお 食事 (立志 の 抄 ) 
の が た り 「 立 志 の 抄 」 流 の お も る て な し て 3 N 1 の = 明 性 = と と My 人 ム 
材 を 使っ た 創作 料理 皿 鉢 風 こ を 味わう ) ニ 窪川 四万十 川 (尾形 有 で 清流 。 旬間 限定 ・ 孔 日 限定 の 人 気 の 観 光 列 車 を 乗り 継ぐ 特 
ョ 万 十川 を 遊覧 ) つ 夕刻 : 新 ロイ ヤル ホテ ル 四 万 十 泊 (温泉 浴場 で 寛ぐ 、 和食 夕食 ) 別 ツ アー。「 四 国 ま ん な か 千年 6 の が た り 」・「 志 国 
午前 : 宿 一 大 洲 (名 建築 玲 龍 山荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 ガイ ド と 散策 ) - 内 子 _ 
( 木 間 で 栄え た 屋 な 蔵屋 敷 が 連なる 日 本 の 道 100 選 を は ガイ ド と 敵 入 ) -> 八幡浜 土佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 」・ 伊 子 癌 $ の が 
NB Da MS20 放 D2 還 に 飛 還 し 人 
ン 、 7 ) デリ ー 計 、 ー ド で ょ > 
松山 (18:20 頃 解散 ) 松山 三 岡山 三 新 神戸 車 な ら で は の お も て な し や 食事 や デザ ー ト な ども 楽 


新 大 阪 (22:00 て 22:30 着 ) し みな が ら 、 ロ ー カ ル 線 満喫 旅 へ ご 案内 致し ます 。 


屋 
引 


さ ーay 党 


25 
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mi 


桜 
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旅 


に EESotl: 細 較 待 の 中澤 紀 


工 ご いで 訂 計 


3》 バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラク ラク ぐる り 周 遊 


四国 ぐる り 周 遊 6 日 間 


4 月 30 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 東 齋 発 。 263,000 円 268,000 円 278,000 円 
- 大 孤 発 243,000 円 248,000 円 258,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ま 


す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 宇和 島 自動 車 ま た は 大 川 バ ス ま た は と さ で ん 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 
洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 


行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (7:50 て 8:50 発 ) = 品川 = 新 大 阪 (10:20 て 11:20 発 ) ニ 
新横浜 名 古屋 三 岡 山 三 多度津 新神戸 三 岡 山 三 多度津 
つ 総本山 善通寺 (弘法 大 師 御 誕生 1250 年 記念 大 法 会 開催 中 の 弘法 大 師 空 
海 の 御 誕生 地 と いわ れる 四国 霊場 第 75 番 札所 、 御 影 堂 秘仏 本 尊 の 瞬 目 大 師 
[ め ひ きだ いし ] 御 開帳 や 五重塔 特別 公開 な ど ) 一 夕刻 :JR ホ テル クレ メ 
ント 徳島 泊 (和食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 薬王寺 (四国 霊場 第 23 番 札所 ・ 厄 除け の 寺 、 の どか な 日 和佐 
の 風景 ) つ 南 阿波 サン ライ ン (太平 洋 を 望む 絶景 ドラ イブ ) つむ ろ と 府 
校 水 族 館 ( 今 話題 の 小学 校 を 改修 し て 作ら れ た 水族 館 ) 一 室戸 岬 (ジオ 
パー ク ガ イド と 学ぶ 地球 の 神秘 と 絶景 ) 一 北川 村 「 モ ネ の 庭 」 マ ル モ 
ッ タ ン (モネ が 描い た 可憐 な 雰囲気 を 再現 し た お 庭 ) 一 夕刻: よさ こい 
温泉 ・Royal Hotel 土佐 泊 (温泉 と 海洋 深層 水 の 露 天風 呂 、 和 食 
会 席 夕食 ) 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


東京 6AEXKE30 
一 全 事 | 
大 阪 発 | 6CEXKE30 


\ 最少 催 行人 上 員 : 11 名 
3 バス 


瀬戸 大 橋 を 渡り 、 讃 岐 の 国 ・ 香 
川 か ら 室戸 阿南 海岸 国定 公園 を 
通っ て 室戸 岬 、 高知 、 四万十 、 愛 
媛 へ 。 善 通 寺 、 室 戸 岬 、 四 万 十 
川 、 和 足摺岬 な ど 各 県 の 見 所 を 訪 
ね な が ら 四 国 を で る り 周 遊 し ま 
す 。 


ご が オス ヌメ ! 
ゴー ルデン ウィ ー ク に 四国 


周遊 の 旅 。 バ ス 座 席 2 シ ー 
ト 利用 で 車内 ゃ お 寛 き いた 
だ け ま す 。 


遊子 水 荷 浦 の 段々 畑 


御影 堂 内 
1 日 目 | ーー 
総本山 善通寺 
御影 党 秘仏 本 尊 の 瞬 目 大 節 [ め ひ 
きだ いし ] 像 は 、50 年 毎 に 御 誕生 
ある い は 御 遠 忌 な ど 記 念 行事 の み 
に 御 開眼 され る 御 尊像 。 今 回 、 御 
誕生 1250 年 を 記念 し て 特別 に 御 
開帳 され ます 。 


2 日 目 | 
北川 村 「' モ ネ の 庭 」 
印象 派 の 巨匠 クロ ー ド ・ モ ネ が 自 
ら 絵 を 描く た め に 造っ た 庭 を 高知 
県 の 北川 村 に 「 モ ネ の 庭 」 を 再現 。 


午前 : 宿 一 四万十 川 (清流 四万十 川 を 遊覧 、 特 製 四万十 産 うな 重 昼 食 ) 


っ 足摺 岬 (四国 最 南端 ・ 金 剛 福 寺 ) 一 新 ロ イヤ ル ホ テル 四万十 泊 ( 温 
泉 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 夕食 ) 

午前 : 宿 一 足摺 海洋 館 「SATOUMI」 (足摺 周辺 海域 か ら 、 高 知 県 東部 の 
室戸 沖の 深海 に 住む 生き 物 ま で 、 約 350 種 15000 点 の 生き 物 た ち を 展示 ) 
石垣 の 里 ・ 外 泊 (景観 地 ・ 石 の 迷宮 ) 一 宇和 島 城 (天守 は 、 当 時 の まま 
現存 する 貴重 な も の ) ~ 夕刻 : ホ テル クレ メン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食 ) 
午前 : 宿 一 遊子 水 荷 浦 (に ほん の 里 100 選 ・ 天 まで 続く 段々 畑 ) 一 大 油 
(名 建築 玖 龍 山荘 や お は な は ん 通り な ど 散 策 ) -… 内 子 ( 木 端 で 栄え た 重厚 
な 蔵屋 敷 が 連なる 日 本 の 道 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 夕刻: 今治 国際 
ホテ ル 泊 (大 浴場 と 天然 温泉 を 使用 し た 露天 風呂 で 寛ぐ 、 洋 コー ス 
夕食 ) 

午前 : 宿 二 マ イン トピ ア 別 子 (銅山 採鉱 時 代 か ら の 産業 遺産 や 鉱山 
鉄道 乗車 な と 案内 人 と 見 学 、 今 年 か ら 見 学 可能 に な っ た 旧 端 出場 水 
力 発電 所 見 学 も ) マ イク ロバ ス … 東 平地 区 (天空 の 歴史 遺産 ・ 別 
子 銅山 、 東 洋 の マチ ュ ビ チュ と も る いわれ 当時 を 伝え る 多数 の 産業 遺 
産 を 案内 人 と 散策 ) 一 マイ クロ バス ーー マイ ント ピア 別 子 一 

新居 浜 三 岡山 三 名 古屋 三 新 横 新居 浜岡 山 三 新神戸 = 

浜 三品 川 三 東京 (20:50 て 22:00 着 ) 新 大 阪 (18:20 て 19:30 着 ) 


約 3 万 平方 メー トル の 敷地 に 約 10 
万 本 の 草花 を 植 栽 。 絵 に な る 花 の 
世界 を お 楽し み 下さ い 。 


温 淀 性 睡蓮 


| 6 日 目 

天空 の 歴史 遺産 * 別 子 銅山 
天空 の 歴史 遺産 ・ 東 洋 の マチ ュ ピ 
チュ と も いわ れる 別 子 銅山 ・ 東 平 
(と うな る ) 地 区 へ は 貸切 マイ クロ 
バス に 乗換 、 案 内 人 付 で ご 案内 。 
採鉱 本 部 時 代 か ら の 産業 遺産 や 鉱 
山 鉄道 乗車 な ども 案内 人 と 見 学 、 
今年 か ら 見 学 可 能 に な っ た 旧 端 出 
場 水力 発電 所 見 学 も 。 


3 ゆ 人 気 の 観 光 列車 「 志 国土 佐 時 代 の 夜明け の も る の が た り 」 に 乗車 し ます 

ホタル 舞う 四万十 川 か ら 四国 西海 岸 周遊 46 es epes 本 記 
ル 境 絶景 と 区 | 

秘境 ・ 絶 景 と 四国 観光 列車 


出発 5 月 28 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


| 東京 発 。 197,000 円 199,000 円 209,000 円 
- 孤 発 182.000 円 184,000 円 194,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 高知 駅 また は 高知 空港 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し 四万十 川 の ホタル 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : と さ で ん 交通 また は 宇和 島 自動 車 、 せ と うち バス ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 
※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


写真 協力 : ( 公 財 ) 
高知 県 観光 コン ベン ショ ン 協 会 


0 空 … 徒歩 = 引 車 っ 秀 
行程 O+ 運 が よけれ ば 幻想 的 な 世界 が 目 の 前 
(9:00 て 10:00 発 ) 高知 空港 新 大 阪 0 30 一 8:00 発 ) 三 新神戸 ニ に 広がり ます 。 遊子 水 荷 浦 段 畑 


ー 国士 佐 時 代 の 夜明け の も の が た り 「 立 立志 の 抄 。 (土佐 流 の お も て な し で 楽 
し む 観 光 列車 旅 、 土 佐 の 食材 を 使っ た 創作 料理 ー 皿 鉢 風 ご を 味わう ) = 窪川 一 佐田 
沈下 橋 (四万十 川 最 下流 の 沈下 橋 を 徒歩 で 往復 )~ 夕刻 : 新 ロイ ヤル ホテ ル 四 万 
十 泊 (温泉 浴場 で 寛ぐ 、 夕食 後 、 屋 形 船 で ホタル の 乱舞 する 四万十 川 流域 を 遊覧 ) 


午前 : 宿 一 足摺 海洋 館 「SATOUMI」 (足摺 周辺 海域 か ら 、 高 知 県 東部 の 室戸 沖の 深 
海 に 住む 生き 物 ま で 、 約 350 種 15.000 点 の 生き 物 た ち を 展示 ) つつ 石垣 の 里 ・ 外 泊 ( 景 
観 地 ・ 石 の 迷宮 ) 一 宇和 島 城 (天守 は 、 当 時 の まま 現存 する 貴重 な も の ) ユ 夕刻 : 
ホテ ルク レ メ ン ト 宇 和 島 泊 (和食 夕食 ) 


午前 : 宿 遊子 水 荷 清 (に ほん の 里 100 選 ・ 天 まで 続く 段々 畑 ) 大 洲 (名 建築 麗 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 志 国 土佐 時 代 の 夜明け の 
龍山 荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 人 と 散策 ) づつ 内 子 ( 木 虹 で 栄え た 重厚 な 蔵屋 敷 が も の が た り 車内 も の が た り 食事 

連なる 日 本 の 道 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 一 夕刻 : 道 後 温泉 ・ 道 後山 の 手 ホ テル こ 6 

泊 (道後 温泉 に ある ヨー ロ ピ アン 風 の ホ テル 、 グ レー ドア ッ プ の 創作 フレ ンチ タ 食 ) ー の eo 

午前 : 宿 一 萬 翠 荘 (重要 文化 財 、 大 正 11 年 に 建て られ た 第 15 代 松山 藩主 ・ 久 松 定 謀 四国 高知 か ら 愛 媛 、 し まな み 海 道 を 旅 し ます 。2020 
伯爵 の 別邸 、 フ ラン ス ・ ル ネッ サン ス 様 式 の 洋館 ) … 坂 の 上 の 雲 ミ ュー ジア ム (見 = デビ ュー も し た ] 車 「 志 時 代 

学 ) -> 来 島 海峡 大 橋 - つ し まな み 海 道 ド ライ ブー 平山 孝夫 美術 館 1 - デ し 9 0 人 
福山 三 新 横浜 = 品川 = 福山 新神戸 = 月 け の も の が た り 」 乗 車 や 、 普 段 訪 れ に くい 秘境 や 
東京 (19:30 て 20:40 着 ) 新 大 阪 (17:00 て 18:30 着 ) 絶景 を ッ ア ー で めで ぐり ます 。 


日 朝 交流 の 歴史 を 秘め 、 自 然 美 と 海 の 幸 に 恵まれ た 
ニ つ の 島 で 過ごす 国境 ロマ ン の 史跡 めぐ り 


歴史 ロマ ン の 国境 の 島 
才 岐 と 対馬 全 周 4 日 間 に 図 計 み 画 


mi 
出発 日 3 月 15 日 ( 水 ) < ) 長崎 県 観光 連盟 @ 長 崎 県 観光 連 昌 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 人 178.000 円 188,000 円 
- 大阪 先 160.000 円 170,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 羽田 空港 また は 博多 駅 か ら 最 終日 博多 駅 また は 羽 
港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 福岡 昭和 タク シー また は 日 新 交通 また は マリ ン 観 光 バ ス ま 
た は 多久 観光 バス 、 壱 岐 交通 また は 玄海 交通 、 対 馬 交 通 ま た は ホテ ル 対 馬 バ ス ※ 部 屋 タ イプ 1・2 泊 
目 : 洋室 (ツイ ン ル ー ム ) 3 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 の 場合 が あり ます ) ※ 現 地 合 流 に つい て 
は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 2 Ge 
羽田 空港 (11:00 て 12:30 発 ) ラ 新 大 阪 (11:30 て 12:40 発 ) 三 新神戸 = 
福岡 空港 っ タク シー 博多 博多 


つ ー タ クシ ー つ 博多港 上 デジ ェ ッ ト フ ォ イ ル … 厳 原 港 一 夕刻 : ホ テル 対馬 泊 (市 
内 に て 和食 夕食 ) 
午前 : 宿 上 見 坂 防 塁 ・ 上 見 坂 展望 台 万 関 橋 (車窓 〉 西 の 溝 出 一 和 多 都 
美神 社 鳥 帽 子 岳 展望 台 青梅 展望 台 つ 韓国 展望 所 ※ 工 事 に 伴い 見 学 不可 
と な り ま し た つつ 豊 砲台 一 三 宇多 浜 つ 殿 崎 つ 琴 の 大 銀杏 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 
(市 内 に て 和食 夕食 ) - 
午前 : 宿 一 小 茂田 浜 (元宮 古戦場 跡 ) -・ 椎 根 の 石屋 根 く 車 窓 > つ 万 松 院 〈 旧 落 烏帽子 岳 展 望 台 和 多 都 美 神社 


主 菩提 寺 ) 一 厳 原 港 ー 上 ジェ ッ ト フ ォ イ ルー 芦辺 港 づつ 風土 記 の 丘 一 黒崎 半島 ( 針 

岩 や 東洋 一 の 砲台 跡 ) 夕刻 : ビ ュー ホテ ル 壱 岐 泊 (大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 ) 「 国 境 の 島 ・ 対馬 一 古代 か ら 6 の 架け 橋 一 」 と し 
午前 : 宿 一 原の辻 遺跡 (日 本 3 大 弥生 遺跡 の ひと つ 、 地 域 ガ イド と 散策 ) 一 支 国 \ 還 = )ー > ミ 妨 = = E 

博物 館 - 月 講社 (日 本 神 中 発祥 の 地 ) つ 島 の 豊か な 地下 水 を 利用 し た 世界 初 ” て 日 本 遺産 に も 認定 され て いる 岐 ・ 対 馬 。 玄 界 灘 
と ら ふ ぐ の 低 塩 分 陸上 養殖 施設 を 見 学 つ と ら ふ ぐ 昼 食 有 は ら ほ げ 地 蔵 つ 芦 に 浮か び 、 、 自 然 美 と 新鮮 な 
辺 港 て 上 ジェ ッ ト フ ォ イ ル ~ 博 多 港 っ タク シー 計時 二 
博多 つ タ クシ ー つ 福岡 空港 博多 三 新神戸 = 海 の 幸 に 恵まれ た 二 つ の 島 で 過ごす 4 日 間 で 対馬 北 
羽田 空港 (19:30 て 20:50 着 ) 新 大 阪 (19:00~20:00 着 ) 部 訪ね る 国境 ロマ ン の 史跡 ゆめ ぐり ダイ ジェ スト 。 


2 


| 等 rmG 族 詩 | で 由 斗 責 ・ 居 講和 72Y 放 に は | 


泥 川 


| ー+ 由 テコ | 


い 


著 9 


に EEBotl: 細 較 革 の 中 削 選 到 


| 苦い で 故 対 | 


泥 川 


さ ーay 党 


28 


加 2 な 7 こ 恵 
生還 区 に の 中 請 0 | 6AEYKE80 
歴史 ロマ ン の 国境 の 島 


才 岐 と 対馬 全 周 4 日 間 


5 月 14 日 (日 ) 


出発 日 


178,000 円 
164,000 円 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


PE 


189,000 円 


@⑥ 長 崎 県 観光 連盟 


# 目 目 、 タ ク 
シー を 除く 


バス を の 
2 シー ト り 


@⑥ 長 崎 県 観光 連盟 


175,000 円 


※ 現 地 (博多 駅 ) 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 35,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と 
の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 羽田 空港 また は 博多 駅 か ら 最終 日 博多 駅 また は 羽田 空港 まで 同行 し 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 福岡 昭和 タク シー また は 日 新 交通 また は 多久 観光 バス 、 壱 岐 交 通 、 対馬 交通 ま 
た は ホテ ル 対 馬 バ ス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 (バス な し ・ ト イレ 付 の 場合 が あり ます ) 2・3 泊 目 : 
洋室 (ツイ ン ル ー ム ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 


羽田 空港 (7:50 一 8:30 発 ) 成 福岡 空港 新 大 阪 (8:00 一 9:00 発 ) 三 新神戸 ニ 
計 博多 


@⑯ 長 崎 県 観光 連盟 


東港 フェ リー~ 印 通 寺 港 っ 原の辻 遺跡 (日 本 3 大 弥生 選 跡 の ひと つ 、 

0 イド ド と 散策 ) 一 支 国 博物 館 一 夕刻: ビュ ー ホ テル 壱岐 泊 ( 和 食 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 一 黒崎 半島 ( 猿 岩 や 東洋 一 の 砲台 跡 ) 一 住吉 神社 (壱岐 の 神社 の 総帥) -> 
月 読 神社 (日 本 神道 発祥 の 地 ) 一 芦辺 港 エ ジェット フ ォ イ ルー 厳原 港 一 観光 情 
報 館 ふ れ あ い 処 つ し ま (国境 の 島 と し て 深い 歴史 を 刻ん だ 島 の みどころ を ご 案内 ) 


つ 対馬 博物 館 つ 上 見 坂 防 皇 ・ 上 見 坂 展望 台 夕刻 : ホ テル 対馬 泊 (市 内 に て 

和食 夕食 ) 鳥 峠 子 岳 展 望 人 和 多 者 美神 社 

午前 : 宿 一 万 関 橋 ( 車 窟 ) つ 西 の 清 出 一 和 多 都 美 神社 一 烏帽子 岳 展 望 台 一 琴 

本 > 三 宇多 浜 つ 豊 砲台 青梅 展望 台 タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (市 内 「 国 境 の 島 壱岐 ・ 対 馬 一 古代 か ら の 架け 橋 一 」 と し 
午前 : 宿 > 小 茂田 浜 ( 元 症 戦場 訳 ) つ 椎 根 の 石屋 根 (車窓 ) つ 豆 酸 埼 ツ ッ て 日 本 遺産 に も 認 定 き され て いる 雇 岐 ・ 対 馬 。 玄 界 灘 


ザキ ) つ 万 松 院 〈 旧 藩主 菩提 寺 ) 一 厳原 港 エ ジェット フォ イル へ 博多 港 つ タ 
クシ ーー 

博多 つ タ クシ ー つ 福岡 空港 
羽田 空港 (19:30 て 21:00 着 ) 


に 浮か び 、 日朝 交流 の 歴史 を 秒 め 、 自 然 美 と 新鮮 な 
海 の 幸 に 恵まれ た 二 つ の 島 で 通 ご す 4 日 間 で 対馬 北 


博多 三 新神戸 = 
新 大 阪 0 00~ て 19:30 着 ) 


部 も 訪ね る 国境 ロマ ン の 史跡 めぐ り ダ イジ ェ ス ト 。 


掲載 No 東京 発 ・ 
現地 発着 


東京 発現 地 発 着 ・ 
大 阪 発 


⑬3》 ほほ 全域 が 国立 公園 に 指定 され た 五島 列島 を 周遊 
少 人 数 限定 で 行く 
祈り 息づく 長崎 か ら 五 島 列 島 縦 断 


4 月 29 日 ( 土 ) 


6AEYKE70 


大 阪 発 | 6CEYKE70 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 


少 人 数 ムシ と 4 
15 名 2 シー ト 
大 浦 天主 堂 < 長 騎 県 観光 連盟 
ゃ 長崎 県 観光 連盟 


五島 島内 
を 除く 


現地 案内 ガ 
イド を 含む 


PE に | 


長崎 県 観光 回 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
PSE3 


東京 償 274,000 円 。 278,000 円 。 299,000 円 
- 秦 基 発 250,000 円 。 254,000 円 。 275,000 円 
現地 (長崎 空港 ) 発着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 62,000 円 引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 


と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初 
会 社 ラッ キー バス 、 五 鳥 自動 
サ 等 に 宗教 行事 その 他 に より 教会 内 に お 入り いた だ け な い 場合 が あり ます 。 
※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


長崎 空港 か ら 最 終日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 
また は 九 島 列島 バス 観光 また は 長崎 バス 観光 、 上 五島 観光 交通 ※ ミ 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


大 瀬崎 断崖 頭 ヶ 島 天主 党 


e 長 崎 県 観光 連盟 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
(9:30 て 10:30 発 ) 長崎 空港 伊丹 空港 (9:00 て 10:00 発 ) 用 長崎 空港 


っ 大 浦 天主 堂 (国宝 指定 、 日 本 最 古 の 木造 ゴシック 建築 ) … キリシタン 博物 館 一 
崎 港 一 ジェット フォ イル ~ 奈 良 尾 港 一 タク シーー タ 刻 : 中 通 島 ・ 五 島 列 島 リ 
ゾー ト ホ テ ル マ ル ゲリー タ 奈 良 尾 泊 (温泉 大 浴場 で 寛ぐ 、 和 食 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 中 ノ 浦 教会 一 坂本 龍馬 ゆか り の 広場 一 頭 ヶ 島 教 会 [世界 文化 遺産 
構成 資産 ] 一 五島 地獄 炊き うど ん 十 海 鮮 丼 昼食 一 郷 ノ 首 港 v 海 上 タク シー 
【 郷 ノ 首 港 < 福 江 港 まで 巡礼 ガイ ド が 乗船 ・ ご 案内 し ます 】ー キ リ シ タ ン 洞 窟 
[船上 見 学 ] て 江上 港 ・ 江 上 天主 堂 [世界 文化 遺産 構成 資産 ] て 五輪 港 ・ 旧 
五輪 教会 [世界 文化 遺産 構成 資産 ] 福江 港 … 五 島 ・GOTO TSUBAKI 
HOTEL 泊 (館内 レス トラ ン 「TSUBAKI KITCHEN」 に て イタ リア 料理 夕食 ) 
武家 屋敷 通り [車窓 ] 一 大 瀬崎 断崖 展望 所 一 井 持 : 
日 本 発 の ルル ド ) ~ お 買い 物 ・ 囲 炉 裏 端 昼食 一 福江 港 て ジェ ッ ト 
育 港 っ タク シー… 午後 : 下 テル ニュ ー 長 崎 泊 (和食 会 席 夕 食 ) 
午前 : 宿 一 長崎 港 一 軍艦 島 (世界 遺産 の 軍艦 島 上 陸 に 上 陸 し 専門 ガイ ド が 島内 を 
案内 ) 軍艦 島 周 遊 一 長崎 港 つ 中 華 コ ー ス ラン チー 
長崎 空港 旋 羽 田 空 港 (16:30 て 17:30 着 ) 長崎 空港 錠 伊 丹 空港 (16:00 て 17:00 着 ) 


GOTO TSUBAKI HOTEL 
客室 一 例 


「 長 
界 遺 産 、 五 島 列 島 の 津々 浦 々 に ひっ そり と 歴史 を 秘 
め て きた カト リッ ク 教 会 や 名 所 と 、 列 島 の ほ ば 全域 
が 国立 公園 に 指定 され た 美しい 海 と 豊か な 自然 を め 
ぐり ます 。 


府 の 教会 群 と キリ スト 教 関連 遺産 」 に 含ま れる 世 


午前 : 宿 つ 石 田城 寺 ・ 


会 ・ ル ルド ( 
フォ イル へ 長 


⑯3》 潮 の 香り と リア ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九州 4 日 間 の 旅 。 掲載 No| 東京 発 ・ 東京 現地 発 着 ・ 
日 南海 岸 か ら 大 則 半島. 本 摩 半 島 周遊 4 


九州 最 南端 の 旅 都井 岬 か ら ee 
最果て 佐多 岬 ・ 長 崎 鼻 へ ( 


出発 日 5 月 3 日 ( 水 ) @KPVB 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 258,000 円 295,000 円 


- 大阪 発 。 238,000 円 275,000 円 
※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 73.000 円 引 
き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 
乗 貞 は 初日 宮崎 空港 か ら 最 終日 鹿児島 空港 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 宮崎 交通 また は 永 峰 観光 バス また は みや ざ 


都井 岬 野生 馬 佐多 岬 


き 高 山 観 光 バ ス ま た は 南国 交通 観光 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 西 大 山 駅 
※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て @KPVB 
イメ ー ジ で す 。 0 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
羽田 空港 (9:00~ て 11:00 発 ) ララ 宮崎 伊丹 空港 (9:00~ て 11:00 発 ) 愛 宮崎 


っ 堀切 峠 ( 鬼 の 洗濯 板 や 太平 洋 の 眺望 ) 一 鵜 戸 神宮 (参拝 ) 一 鉄 肥 (人 鉄 肥 城 歴史 
資料 館 ほ か 牧 章 館 な ど 城 下町 散策 ) 夕刻: 日 南海 岸 ・ 南 卿 プリ ンス ホテ ル 泊 ( 
南海 岸 国 定 公園 の 南端 の お だ や か な 消 に た た ず む ホテ ル 、 露 天風 呂 で 寛ぐ ) 
午前 : 宿 一 都城 島津 邸 (島津 家 発 祥 の 地 ) 一 都井 岬 (野生 馬 と 白亜 の 灯台 案 
イド と 散策 ) -~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 
午前 : 宿 且 か の や バラ 園 (1500 種 3 万 5000 株 の バラ ) … 佐 多 岬 (眼下 に 大 隈 海峡 が 南 九州 最果て の 地 へ 。 開聞岳 を 望む 長崎 鼻 、 亜 熱帯 


広がる 九州 最 南端 の 岬 ) 一 桜島 港 て 桜島 フェ リー 鹿児島 港 ユ 夕刻 : 城 山 ホ テ 
ル 鹿 児島 泊 (桜島 の 絶 果 を 望む 展望 露天 温泉 、 和 食 会 席 夕食 ) の 樹木 に 響 われ た 九州 最 南端 の 佐多 岬 、 め ずら し い 


内 ガ 


城山 ホテ ル 鹿 児島 露天 風呂 日 南海 上 


GB 新 級 賑わう 高千穂 財 と 、 ツ アー で は あま り 訪 れ な い 九州 最 奥 端 に 赴き ます [Nol 京 和 | AEYkEe 


少 人 数 限定 ・ 新 緑 の 九州 最 奥 端 コー ビ 1 


高千穂 峡 - 夜 神楽 と 椎葉 ・ 五 木 : 五 家 荘 へ "Per TOT 


出発 日 5 月 11 日 ( 木 )、16 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


森吉 発 145,000 円 159,000 円 149,000 円 175,000 円 160,000 円 


_ 大 阪 発 130,000 円 144,000 円 134,000 円 160,000 円 145,000 円 


※ 現 地 発 着 の 旅行 代金 は 、 東 京 発 の 旅行 代金 より 35.000F 
引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 の 共同 募集 コー ス で す 。 
添乗 員 は 初日 熊本 空港 か ら 最終 日 熊本 空港 まで 同行 し ま 
す 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 九州 産 交 バス ※ 部 屋 タ イプ 1 
泊 目 : 洋室 2 泊 目 の 利用 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り 
ます 。 【 基 本 】 洋室 (バス タブ な し シャ ワー の み ・ ト イレ 
付 ) 【A タ イプ 】 川 側 和室 【B タイ プ 】 起 天 風呂 付 和室 ま あゆ の 里 
た は 和洋 室 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 


ーー - 清流 山水 花 あ ゆ の 里 
ソレ スト 高千穂 ホテ ル 外観 温泉 大 浴場 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 客室 露天 風呂 一 例 
行程 ーー バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ユ そ の 他 


羽田 空港 (10:00 て 12:00 発 ) 用 熊本 空港 伊丹 空港 (11:00 て 12:00 発 ) 愛 熊本 空港 
高千穂 峡 (真名 井 の 滝 な ど 新 緑 の 渓谷 散策 ) -~ 天 岩 戸 神社 ( 天 岩戸 、 天 ノ 安 河原 ) 
っ タタ 刻 : ソ レス ト 高 千穂 ホテ ル 泊 (和食 会 席 タ 食後 、 高 千穂 神社 で 高千穂 神楽 
見 学 ) 


新緑 の 高 干 穂 峡 高 干 穂 夜 神楽 


午前 : 宿 一 名 勝 ・ 仙 央 園 (世界 文化 遺産 登録 、 案 内 ガイ ド と 庭園 散策 、 桜 島 展 望 野生 馬 の 生 息 地 ・ 都 井 岬 か ら 日 南海 岸 へ 、 潮 の 香り 
… 桜 華 亭 (眼前 に 雄大 な 桜島 が 広がる 、 鹿児島 で も 有数 の 眺望 を 眺め な が ら の 昼食 ) の 涯 剛 sas 了 R 

つ 長 崎 鼻 (本 訂 半 島 最 南端 ) - 西 大 山 駅 (旅情 を 誘う 」 R 最 南端 駅) 釜 華 神 社 ( 話 と リ テ ス 式 の 海岸 美 を 肌 で 感じ る 南 九州 4 日 間 の 旅 。 
題 の パワ ー ス ポット) バス 座席 2 シー ト 利 用 で バス 車内 ゃ る の ん びり お 寛ぎ 
鹿児島 錠 羽 田 空 港 (19:30 一 20:30 着 ) 鹿児島 伊丹 空港 (19:00-20:30 着 ) 下 き い 。 


午前 : 宿 一 梅 ノ 木 協 吊橋 づつ 五 家 荘 ・ 平 家 の 里 (隠れ 里 の 雰囲気 を 味わう ) 一 

槍 木 (モミ ギ )〉 の 則 層 も 緒方 家 つ 五木 村 (か や ぶ き 民 家 で 語り 部 に よ TE の ee 
る 、 正 調 ・ 五 木 の 子守 唄 鑑 賞 ) 夕刻: 人吉 温 泉 ・ 清 流山 水 花 あゆ の 里 泊 ( 南 九 新緑 の シー ズン で 賑わう 高千穂 峡 散策 に 夜 神楽 見 学 、 
州 山脈 に 囲ま れ た 自然 豊か な リゾート 、 日 本 三 大 急流 球 訂 川 を 起 天 温泉 大 浴場 ・ 川 側 あわ せ て 九州 の 秘境 し も 呼ば れる 椎葉 ・ 五 木 ・ 五 家 


客室 か ら 一 望 、 球 磨 川 の 絶 時 を 楽し め ま す 、 和 食 会 席 夕食 ) Na 、 ご 、 
Ne: (平家 屋敷 見 学 、 正 調 ひ えつ き 節 ) … 槍 葉 民族 芸能 博物 館 PMS NN 


十 根 川 神社 (天然 記念 物 ・ 八 村 〈 ヤ ムラ )〉 杉 ) つ 赴き 、 季 節 の 珍 り や 歴史 文化 を 感じ る 少 人 数 限定 ツ 
熊本 空港 錠 羽 田 空港 (20:30ー21:30 着 ) 熊本 空港 之 伊丹 空港 (19:30-20:40 着 ) アー で す 。 


29 


に EESotl: 細 較 待 の 回 削 到 


工 ご て G 故 計 


| ー+ 由 ツー | 


い 


著 S 


ie 茎 の 只 細 選 回 憶 | 


で ボ オ 
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少数 限定 ! バ ス 座 席 2 シ ー ト 利用 。 リ ゾー トラ クシ ュ アリ ー ス テイ を 楽し む 
般 桶 熱海 温 
量 泉 ・ 竹 泉 荘 で 覧 ぐ 


冬 の た ぴ *・ 蔵 王 の 樹 水原 の 絶景 
泉 * 四 季 彩 一 力 と 遠刈田 : 


作 行 
2 月 26 日 m 甘 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

本 Eee 評 | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 

出発 地 2 人 1 室 | 1 人 1 室 | 3 人 1 室 | 2 人 1 室 | 1 人 ] 室 
155.000F 159.000F 195.000 円 164000F 205.000 174000 円 179.000 円 238.000 由 
大阪 発 185.000 ロ 189.000 円 225.000 円 194.000 円 2 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 日 新 大 阪 駅 まで 
※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 和室 、2 泊 目 の お 部 屋 タイ プ に よ 
【 基 本 】 デ ラッ クス ツイ ン 、 ス ー ペ リア ダブ ル (1 名 ) ※3 人 は 和室 【A タ イプ 】 デ ラッ クス キン グ (1 
名 )、 デ ラッ クス スー ペリ アツ イン (2 名 ) 【B タ イプ 】 ジ ュ ニ アプ レミ アス イー ト ※ 名 古屋 発着 、 現 


出発 日 


地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 人 利用 の 上 級 客室 に つい て 

は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 旦 リ クエ スト と な り ま す 。 

行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:00 て 10:30 発 ) 大 宮 = 新 大 阪 (7:00 て 7:30 発 ) = 京都 = 
新白河 名 古屋 三 東 京 三 新白河 


っ 大 内 宿 (雪化粧 され た 江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ プ ) 湯野 上 温泉 駅 ( 衝 
甘 を 誘う 茅 茸 の 駅 舎 ) = 会 津 鉄道 [ロー カル 線 の た び 、 自 由 席 ] = 西 若松 駅 一 磐 
桶 熱 海 温泉 ・ 四 季 彩 一 力 泊 (創業 100 年 の 老舗 旅館 。 伝 統 と モダ ン が 織り な 
す 風 景 、 四 季 そ れ ぞ れ を 感じ られ る 日 本 庭園 と 天然 温泉 で 寛ぐ 、 和 食 会 席 夕食 
午前 : 宿 一 上 杉 神社 (上 杉 謙信 公 を 祀る 神社 ) 上杉 伯爵 邸 ( 国 指定 の 登録 有形 
文 條 時 で いた だ く 92 に FT T つづ 東北 最大 級 の 酒造 資料 館 、「 み ちの く 
の 造り 酒屋 」 見 学 一 午後: 遠刈田 温泉 ・ 竹 泉 荘 ML. Zao Onsen Resort & 
Spa 泊 (早め の 宿 入り 、 蔵王 山 遂に 件 む リ ゾー ト ホ テ ル 、 ア ー ト の 風 が 香る 
館内 、 豊 富 な 湯量 を 誇る 自家 源泉 か け 流 し の 温泉 で 寛ぐ 。 夕食 は 仙台 牛 を メ 
イン と し た 旬 の 会 席料 理 を ) 
午前 : 宿 且 み や ぎ 蔵 王 こ けし 館 (絵付 け 体験 も ) つ みや き ぎ 蔵 王 樹 水 めぐ り ( ワ 
ン ラ ンク 上 の デラ ックス クラ ス の 雪上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター」 で 快適 な ツ 
アー を 満喫 、 大 自然 が 織り な す 雪 と 水 の 世 界 ・ 蔵 王 の 樹氷 高原 を 探勝 ) 一 
福島 三 大 宮 = 東京 (18:00 て 19:30 着 ) 福島 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (21:00 て 22:30 着 ) 


し ま 
り 旅 行 代 金 が 異な り ます 。 


6CEC5PJ0 | | 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
最少 催行 人 員 : 10 名 
不 
了 関 ⑨ 


(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 夕 3 
少 人 
る ポテ ル 2 


① 蔵 王 の 樹氷 原 
宮城 蔵王 の 大 雪原 は 、 雪 上 車 「 ワ イル ドモ ンス ター 号 」 デ ラッ クス クラ ス 
車輌 に 乗っ て 、 息 を の む ほ どの 大 パノラマ を お 楽し み 下さ い 。 


② 樹 氷 鑑 賞 風 景 ③ 竹 泉 荘 MLZao 0nsen Resort&Spa 露天 
風呂 ④ 四 季 彩 一 力 外観 


創業 100 年 の 老舗 旅館 、 盤 醒 熱 海 温泉 「 四 季 彩 一 力 」 
と 2 万 坪 の 敷地 に 広がる 森 と 、 清 流 の せせらぎ か 心 
0 
「 竹 泉 荘 」 に 宿泊 し 、 この 季節 な ら で は の 景観 と 名 湯 
を めで ぐる 3 日 間 の 旅 。 


少 人 数 限定 ! バス 座席 2 シー ト 利 用 。 高 原 リ ゾー トラ グ ジ ュ アリ ー ス テイ 


一 人 旅 裏 直 醒 高原 ホテ ル 連 泊 


高原 リゾ ー ト で 過ごす 早春 の 休日 


催行 
3 月 29 日 eo 甘 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


PE 


55 000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共 同 募集 コー ス で す 。 添乗 は 初 

阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バ 
社 : 福島 交通 また は 会 津 乗 合 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ : : 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ ご 夫婦 で の ご 参加 は ご 遠 
慮 願い ます 、 お 友達 同士 の ご 参加 の 場合 は 別々 に お 申込 を 
承り ます 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (11:30 ご 12:30 発 ) 三 夫 宮 三 新 大 阪 (8:30 て 9:30 発 ) = 
郡山 京都 = 名 古屋 三 東京 = 郡山 
三 自由 席 三 猪苗代 つ 送 迎 バス 午後 : 裏 磐 桶 弥 六 沼 温泉 ・ 裏 骨 桶 高原 ホテ ル 


泊 ( 早 目 の 到着 、 お 部 屋 は 裏 骨 桶 山側 を ご 用 意 、 フ レン チ フ ルコ ー ス ディ ナー) 
午前 : 宿 一 天 鏡 閣 ( 国 指定 重要 文化 財 ) 野口 英世 記念 館 つ 世界 の ガラ ス 館 一 
午後 : 同 ホテ ル 泊 (和食 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 飯盛 山 (重要 文化 財 ・ 会 津 さざえ 堂 ) 一 鶴 ヶ 城 (名 城 ) 一 西 若松 = 会 
津 鉄 道 ・ 自 由 席 [ロー カル 線 の 旅 ] = 湯野 上 温泉 ( 郷 区 を 誘う 茅 暮 の 駅 舎 ) 一 
大 内 宿 (江戸 時 代 の 宿場 町 に タイ ム ス リ ッ プ ) 
郡山 三 大 宮 三 東京 (17:30 て 18:30 着 ) 郡山 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (20:30 て 21:30 着 ) 


東京 大阪 発 
大 阪 発 | 6CEC5PLO 


(東京) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
ぁ 最 少 催 行人 貞 : 8 名 
名 事 少数 者 バス 間 バス 問 ひ 
2 シー ト % 補 グ イ ト 和 き 類 こり 


東京 発 | 6AEC5PLO 


裏 磐 和 山 側 客室 一 例 


展望 露天 風呂 
四季 の 湯 


自然 と 環境 に 恵まれ 毅 稀 山 と 五色 沼 の ひと つ 弥 六 沼 

を 正面 に 望む 高級 リゾ ー ト 「 裏 骨 和 高 原 ホ テル 」。 館 

内 か ら 望 む 裏 磐 稀 と 弥 六 沼 の 絶景 が 最大 の 魅力 の ホ 

テル で 、 裏 盤 和 の 感動 的 な 景色 に 包ま れ な が ら 滝 在 。 
連 泊 で 高原 リゾ ー ト を 満員 し ます 。 


ぐう” バス 座席 2 シー ト 利 用 で ラク ラク 移動 
少 人 数 限定 ・ 佳 き 宿 で 覧 ぐ 春 旅 
花巻: 


出発 日 


4 月 22 日 ( 土 )、25 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 3 人 1 室 2 人 1 室 1 人 1 室 
東京 発 。 179,000 円 189,000 円 219,000 円 
大 孤 発 200,000 円 210,000 円 。 240,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 弘 南 バ ス ま た は 岩手 県 交通 また は 岩手 県 北 バ ス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和 室 2 泊 
: 和室 また は 洋室 また は 和洋 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー 
ジ で す 。 
行程 

東京 (10:20 て 11:00 発 ) 


っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 


三 大 宮 三 北上 新 大 阪 (7:20 て 8:00 発 ) 
= 北上 

っ 北上 展 勝地 (北上 川 に 沿っ て 咲き 誇る 約 2km も の 桜 並木 、 み ちの く 三 大 桜 名 所 ) 

つ 午後 : 花 巻 温泉 ・ 佳 松園 泊 (南部 赤松 に 囲ま れ た 新 数 奇 屋 造 り の 純 和 風 旅館 、 

海 の 幸 と 里山 の 幸 を 使っ た 会 席料 理 夕食 、 美 肌 効 果 に 優れ た つる つる の 温泉 

で の ん ぴり お 寛ぎ 下さ い ) 

午前 : 宿 一 小岩 井 農場 (重要 文化 財 指定 の 歴史 的 建造 物 群 を 見 学 、 現 地 ガ イド が ご 

案内 [ 約 1km50 分 程度 散策 ]、 和 牛 の 放牧 風景 ) 一 幻 の 津軽 そば と 津軽 の 食材 を 生か 

し た お 料理 一 弘前 ・ 藤 田 記念 庭園 (岩木 山 を 借景 に し た 高台 の 庭園 を 望む こと が 

で きる 洋館 、 日 本 庭園 と 桜 咲 く 園内 散策 、 お 抹茶 点 て 体験 も ) ユ タ 刻 : MM 

ル 泊 (夕食 は フレ ンチ コー ス デ ィ ナー、 青 森 ヒ バ が 香る 自家 源泉 か け 流 し 

湯 ぉ る お 楽し み 下 さい ) 

午前 : 宿 一 八甲田 山 (ロー プ ウ エー で 山頂 駅 へ 、 山頂 自然 公園 か ら 雪 景色 の 大 展望) 

っ 弘前 公園 (日 本 屈指 の 桜 名 所 、 ソ メイ ヨシ ノ を 中 心 に 、 シ ダレ ザク ラ 、 八 重 桜 な 

ど 、 約 50 種 類 2600 本 の 桜 が 咲き 誇り ます ) > 

新 青森 大 宮 三 東京 (19:00 て 20:10 着 ) 新 青森 一 青森 空港 ラ 

伊丹 空港 (19:30 て 20:30 着 ) 


と 船 + そ の 他 
三 京都 三 東京 


晶 泉 ・ 佳 松園 と 八甲田 ホテ ル 


6AEBKN50 
時 | 6GEtawe 


人 員 : 11 名 


名 事 ア 少 人 数 攻 バス 眼 バス 


八 申 田 ホ テル メイ ン レ スト ラン 


和食 会 席 


佳 松園 八甲田 ホテ ル フレ ンチ タ 食 


心 あ た た まる 一 流 の む お も て な し は みち の くく 屈指 の 名 
旅館 ・ 花 巻 温泉 佳 松園 と 八甲田 山 訂 の ブナ 原生 林 に 
囲ま れ た 、 国 内 最大 の 洋風 ログ 木造 建築 ・ 八 甲田 ホ 
テル に 宿 泊 。 桜 名 所 に も 立寄り な が ら 佳 き 和 宿 で めぐ 
る 春 旅 を 楽し み ま す 。 


5 少 人 数 限定 ・ バ ス 座席 2 シー ト 利 用 で 行く 


春の 北 三陸 海岸 を 行く 大 人 の リゾート ・ 


渡 泉 志 だ て と 潜 亭 た ろう 庵 で 寛ぐ 


4 月 21 日 ( 金 )、25 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 東京 発 154.000 円 158.000 円 185.000 円 165.000 円 169.000 円 208,000 円 
、 大 孤 発 184.000 円 188.000 円 215,000 円 195.000 円 199,000 円 238.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 岩手 県 交通 また は 岩手 県 北 バ ス ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 ベッド ま た は 和洋 室 
2 泊 目 : お 部 屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 本 館 太郎 の 庵 露天 風呂 付 和 室 また 
は 天 望 棟 次 郎 の 庵 1F 露 天風 呂 ・ シ ャ ワー 付 モ ダン 和洋 室 【A タ イプ 】 天 望 棟 次 郎 の 庵 ま た は 離れ 
棟 三郎 の 庵 露天 風呂 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


PE に | 


っ ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 


= 列車 


新 大 阪 (7:20 て 8:00 発 ) 
名 古屋 東京 = 北上 


ー 船 


* その 他 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) 
四 間 還 

っ 北上 展 勝地 (北上 川 に 沿っ て 咲き 誇る 約 2 ね の 桜 並 木 、 み ちの く 三 大 桜 名 所 ) 一 
っ タ 刻 : 南 花巻 温泉 峡 志 戸 平 温泉 ・ 流 泉 志 だ て 泊 (大 人 の 休日 を 過ごす 大 
人 の 人 為 の リゾ ー ト 旅館 。 お 部 屋 は 全て 源泉 100% 掛 け 流 し 忠 天 風呂 付き 客室 ) 


(奇跡 の 一 本 松 ) 一 碁石 海岸 (珍し い 碁 石 の よう な 石 の 海岸 


つ 碁 石 岬 一 浄 二 ヶ 浜 (景勝 地 ) 一 午後 : 田 考 ・ 潜 亭 た ろう 庵 泊 (三陸 海岸 を 一 
望 で きる 高台 に ある 全 13 室 露天 風呂 付 の お 宿 。 
作料 理 ) 

午前 : 宿 一 机 浜 ・ 
岸 美 、 高 さ 200m の 陸中 アル プス 


盛岡 = 大 宮 三 東京 (18:00-19:10 着 ) 


三陸 の 新鮮 な 食材 を 使っ た 創 


番屋 (復元 され た 番屋 群 ) 一 北山 崎 展望 台 (絶景 の リア ス 式 : 
展望 ) 一 普代 三陸 鉄道 [自由 席 ]= ニ 久慈 一 
盛岡 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (21:00 て 22:10 着 ) 


・ 内 湯 付 モ ダン 和洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 


東京 発 |6AEBKN30 


大 阪 発 |6CEBKN30 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 タ 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 
ぁ 最少 催 行人 貞 : 11 名 
名 亭 且 少 人 数 性 バス バス 


海上 アル プス 北山 崎 断崖 湾 泉 志 だ て 客室 露天 風呂 


消 亭 た ろう 庵 じろう 庵 
客室 一 例 


消 亭 た ろう 庵 夕食 


「 る な が ら 極 楽 淳 士 の ご と し 」 と いわ れ た 景勝 地 ・ 移 
土 ヶ 浜 の 優し い 風景 と 、 海 上 アル プス ・ 北 山崎 の 人 据 
力 満点 の 絶景 。 三 陸 鉄 道 に も 乗車 、 ロ ー カ ル 列 車 乗 
車 で 車窓 か ら の 風景 と 旅情 も 織り 込ん で 、 春 の みち 


の く か ら 三 陸 海 岸 を 満 央 し ます 。 


| ー+ 由 メデ テコ | 


い 


著 9 


mi 細 較 茎 い 軸 細 羽 到 憶 | 


で ボ オ 


31 


| ー+ 由 ルー | 


いり 


maki 六軒 茎 い 員 煙 記 叶 憶 | ES が は 


で ボ オ 


32 


BS” バス 座席 2 シー ト 利 用 ! 温 泉 宿 で 寛ぎ の 桜 名 所 めぐ り 


佳 き 
三春 ・ 会 津 の 名 桜 を た ず ね て 


4 月 11 日 ( 火 ) 、13 日 ( 木 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 日 


出発 地 1 人 1 室 
東京 発 。 120,000 円 124,000 円 148,000 円 
大 孤 発 150,000 円 154,000 円 178,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 会 津 乗合 自動 車 ま た は 福島 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 和室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つ 
いて は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 

東京 (10:30 て 11:30 発 ) 三 大 宮 = 新 大 阪 (7:30 て 8:30 発 ) = 京都 = 
郡山 名 古屋 三 東 京 = 郡 山 


っ 郡山 ・ 紅 枝 垂 地蔵 桜 (樹齢 約 400 年 の シダ レザ クラ ) 三春 の 滝 桜 (樹齢 1000 
年 を 越え る 日 本 三 大 桜 、 国 の 天然 記念 物 指定 100 周 年 を 迎え た 名 木 ) 一 福 棄 寺 [ ふ 
くじ ゅ うじ ] の シダ レ 桜 (三春 城主 田村 家 の 菩提 寺 に 咲く 二 本 の ベニ シダ レザ クラ ) 
っ タ 刻 : 会 津 東 山 温泉 ・ 料 理 旅館 今昔 亭 泊 (季節 の 食材 を 利用 し 、 料 理 人 た ち が 
腕 を 振る う 料 理 が 自慢 。 渓 流 を 眺め な が ら 良 質 の 温泉 を 楽し む ) 


午前 : 宿 一 日 中 線 跡 し だ れ 桜 並 木 (〈 キ ロ の 遊歩 道 に 約 1000 本 の シダ レザ クラ が 咲 
き 誇 る ) 一 薬王寺 の し だ れ 桜 (会 津 五 桜 ) 一 石部 桜 (会 津 五 桜 ・ 樹 齢 約 650 年 と い 


われ る エド ヒガ ン ザ クラ ) … 飯 盛山 (重要 文化 財 ・ 会 津 さ ざ え 堂 ) 一 鶴 ヶ 城 (名 城 
に 咲く 1000 本 の 桜 ) 一 夕刻 : 骨 欄 熱海 温泉 ・ 四 季 彩 一 力 泊 (創業 100 年 の 老舗 旅館 。 
伝統 と モダ ン が 織り な す 風 景 、 四季 を それぞれ を 感じ られ る 日 本 庭園 と 天然 温泉 で 寛ぐ 、 
和食 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 合戦 場 の し だ れ 桜 (八幡 太郎 義家 と 安倍 貞 任 ・ 宗 任 と の 合戦 場 と 伝 わ 
る 地 に 立つ 2 本 の ベニ シダ レザ クラ ) 花見 山 公園 (ウメ 、 ハ ナ モ モ 、 数 種類 の サ 
クラ 、 レ ン ギ ョ ウ 、 モ クレ ン な どの 花々 が いっ せい に 咲き 競う 「 桃 源 郷 」) 一 
福島 = 大 宮 三 東京 (17:20 て 18:30 着 ) 福島 三 東 京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (20:00 て 21:15 着 ) 


今昔 之 と 一 力 で めぐ る 桜 旅 


還 
ea 


ぁ 最少 催行 人 具 : 12 名 
名 事 バス バス 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


三春 の 滝 桜 

樹齢 1000 年 以上 の ベニ シダ レザ クラ 
は 国 指定 の 天然 記念 物 で 、 枝 の 広がり 
は 東西 25m、 南 北 20m の 滝 桜 。 


花見 山 公園 


毅 桶 熱海 温泉 ・ 四 季 彩 一 


会 津 東山 温泉 ・ 
料理 旅館 今昔 亭 


萩 の 倉 客室 一 例 


食事 


日 本 三 大 楼 の 一 つ で 枝垂桜 の 巨木 と し て 知ら れる 三 
春 滴 桜 は 、 薄 紅色 の 花 を つけ た 枝 が 洋 の よう に 地面 
まで 垂れ 下がる 姿 は 圧巻 で す 。 ま た 春 本 番 の 花見 山 
公園 は ' 桃 源 郷 」 と 呼ば れる ほど 様々 な 花 が 咲き 競 
いま す 。 春 らん まん の 桜 名 所 旅 を お 楽し み 下 さい 。 


能登 半島 の 美肌 の 湯 宿 と 洗練 され た お も て な し の ホテ ル で 寛ぐ 


少 人 数 限定 * 佳 き 宿 で の 寛ぎ 


海渡 能登 の 庄 と そ リ バーリ トリ ー ト 雅 業 條 


PE に | 


3 月 6 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ | C タ イプ | C タ イブ 
2 人 1] 室 PSE3 2 人 1 室 1 人 1 室 レク E3 PE 


200.000 円 169.000 円 209.000 円 176.000 円 222.000 円 190.000 円 250.000 円 
190.000 円 159.000 円 199.000 円 166.000 円 212.000 円 180.000 円 240.000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 貞 は 初日 金沢 駅 か ら 最終 日 新高 岡 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 富山 地方 鉄道 グル ー プ ※ 部 屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 また は 和洋 室 、2 泊 目 : 洋室 また 
は 和洋 室 、 部屋 タイ プ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。3 名 1 室 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 【 基 本 】 デ ラッ クス 
(55m す バル コニー) 【A タ イプ 】 本 館 モ ダン スイ ー ト (72m 二 バル コニー また は 80m) 【B タ イプ 】 本 
館 ま た は 新館 プレ ミア スイ ー ト (100 一 115mm+ キ バル コニー) 【C タイ プ 】1 泊 目 和洋 室 、2 泊 目 新 館 プ レミ 
アス イー ト 温 泉 付 (115mf キ テラ ス ) ※1 名 利用 の 上 級 客 室 は 最終 段階 の 空き 状況 で の ご 案内 と な り 一 旦 
リク エス ト と な り ま す 。 ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 つっ バス ララ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 + そ の 他 


東京 (8:00 て 9:00 発 ) = 大宮 = 金沢 AN AN :20 発 ) 三 新 大 阪 ニ 
三 金沢 
っ 「 百 万 石 の 鮨 」 昼食 一 千里 浜 な ぎ さ ドラ イブ ウェ イ … 見 附 島 (別名 「 軍 艦 島 」 
と も 呼ば れる 能登 の シン ボル ) っ 夕刻: ね ぶた 温泉 海渡 能登 の 庄 泊 ( 全 客室 か ら 
広大 な 日 本 海 を 一 望 、 日 本 有数 の 高 質 天然 アル カリ 性 泉 質 の 自家 源泉 を 持つ 
湯 宿 、 夕 食 は 能登 の 旬 ・ 創 作 懐石 料理 を ) ※ 希 望 者 は 白米 千 枚 田 あ ぜ の きら 
めき (棚田 の 夜 を 彩る 25.000 個 の 壮大 な イル ミネ ーション ) 見 物 へ 
午前 : 宿 一 白米 千 枚 田 (棚田 が 広がる 景色 ) 一 輪島 キリ コ 会 館 ( 華 調 な 漆 塗り の 切 
子 燈籠 ) 一 輪島 ふぐ を 使っ た 昼食 一 午後: リバ ー リ トリ ー ト 人 雅 挟 倶 泊 (洗練 され 
た 上 質 ホ テル で 寛ぐ 。 館 内 に ちり ば め ら れ た 現代 アー ト 作 品 、 美 し い 景 観 、 滋 
味 あ ふれ る お 料理 な ど 、 唯 一 無 二 の 殴 沢 な 空間 を お 楽し み 下 さい 、 フ レン チ 
コー ス 料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 つ 世 界 遺産 ・ 


菅沼 合掌 造り 集落 (日 本 の 原 風景 ) 一 砺波 ・ 農 家 レ スト 
ラン 大 門 (伝承 料理 昼食 ) 一 瑞 龍 寺 (国宝 、 高 岡 の 開祖 前 田 利 長 の 菩提 寺 ) っ 
新高 岡 三 大 宮 三 東京 (17:30 て 18:30 着 ) 新高 岡 = 金沢 三 京 都 = 

新 大 阪 三 大 阪 (18:30 て 19:30 着 ) 


東京 ・ 大 阪 発 
ぁ 最少 催 行人 具 : 10 名 


名 亭 の 9 :1 バス 目 バス 滞 
明夫 ゆ 了 較 画 ⑧ 


白米 千 枚 田 あ ぜ の きら めき  @ 答 島 市 産業 部 観光 課 


東京 発 | 6AEN5P90 


大 阪 発 | 6CEN5P90 


海流 能登 の 庄 料理 


リバ ー リ トリ ー ト 雅 業 倶 
モダ ンス イー ト 客 室 一 例 


リバ ー リ トリ ー ト 雅 業 倶 
料理 


能登 情緒 あふ れる 和 の リゾ ー ト 「 海 渡 能登 の 庄 」 へ 。 
化粧 水 に 浸かる よう な 、 奇 跡 の アル カリ 泉 や 里海 里 
山 が 育ん だ 能 命 の 食 も 楽し み ま す 。 翌 日 は 神通 川 の 
虹 に ある スモ ー ル ラグ ジュ アリ ー ホ テル 「 リ バー リ 
トリ ー ト 雅 業 倶 」 に 滞在 、 温 泉 に 、 ア ー ト 、 滋 味 あ 
よ ふれ る 富山 の 恵み に ひたる 食事 を ご 堪能 下さ い 。 


「 山 野草 の 宿 ・ 二 人 静 」 と "た て し な 藍 」 に 宿泊 、 
人 気 の 温泉 宿る 楽し む 上 質 の 旅 


桜 守 と めぐ る 南 信州 の 名 桜 と 


山野 草 の 宿 ・ 二 人 静 と た て し な 藍 で の 寛ぎ 


で 伊那 市 観光 協会 


尋 高遠 城 填 公 園 の 桜 
当 明治 の 廃藩置県 の 際 に 取 
り 壊 され た 旧 高 遠 城 の 城 
跡 一 帯 に 1500 本 も の 桜 
の 木 が 植え られ て お り 、 
城跡 を 覆い つく す よ うに 
桜の 花 が 咲き 乱れ ます 。 


出発 日 


4 月 4 日 ( 火 ) 、6 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 


139,000 円 142,000 円 172,000 円 
東京 発 
143,000 円 、146,000 円 
6 146,000 円 149,000 円 179,000 円 
150,000 円 153,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 豊橋 駅 か ら 最終 日 長野 
駅 また は 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 平成 交通 また は 飯田 結い バス ※ 部 


屋 タ イプ 1 泊 目 : 和室 また は 洋室 2 泊 目 : 和室 ※ ホ テル の 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異 
な り ま す 。 部 屋 タ イプ : A タ イプ (2 泊 目 露天 風呂 付 客室 ) ※ 現 地 合 流 に つい て は P47 を 
ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 桜 守 の ご 案内 は 1 日 目 の み で す 。 当日 の 桜 
の 開花 状況 に 合わ せ て 、 桜 守 が お すす め の 見 頃 の 桜 名 所 に 行程 を 変更 する 場合 が ご ざい ます 。 
予め ご 了承 下さ い 。 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
東京 (8:20~ て 9:00 発 ) = 品川 ニ 新 大 阪 (7:30~ て 8:00 発 ) = 京都 = 
新横浜 = 豊橋 名 古屋 = 豊橋 


三 天竜 川 に 沿っ て 走る 秘境 飯田 線 = 飯田 一 【 桜 守 の 案内 人 同行 】 
つ 案 内 飯田 ・ 元 善光寺 (ベニ シダ レ サ クラ ) … 麻 績 の 里 ・ 舞 台 桜 ( 樹 
齢 約 350 年 、5 て 10 枚 の 花びら を つけ る 珍し い 半 八重 彼岸 紅 枝 垂れ 桜 ) … 麻 
積 の 里 ・ 石 塚 桜 (古墳 の 上 に 響 え 立 つよ うに 咲く 桜 ) 一 阿弥 陀 寺 (胸高 
周囲 約 4.2m、 樹 高 約 11m の シダ レザ クラ ) … 黄 梅 院 (樹齢 推定 350 年 、 ベ 
ニ ヒ ガ ン 系 シダ レザ クラ の 古木 ) … 専 照寺 ( 釈 迎 如 来 像 の 頭上 に 咲く 樹 
齢 推定 350 年 以上 の 古 樹 ) 一 大宮 通 り 桜 並木 (車窓 )ー 夕刻 : 早 太郎 温 
泉郷 ・ 山 野草 の 宿 ・ 二 人 静 泊 ( 千 辿 敷 カー ル を 背 に 、 南 アル プス を 
正面 に 望む 雄大 な 自然 に 抱か れ た 宿 、 開 放 感 ある 庭園 露天 風呂 で 寛 
ぐ 、 五 感 で 味わう 和食 会 席料 理 夕食 ) 
午前 : 宿 一 高遠 城 寺 (伊那 谷 随 一 の 桜の 名 所 ) 一 無量 寺 (桜の 境内 散策 ) 


東京 ・ 大 阪 発 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(大 阪 ) 朝 2、 昼 3、 タ 3 


6AEPKN00 
大 阪 発 | 6CEPKN00 
0 名 


\ 
本 
al 
ンー 
台 


麻 績 の 阿弥 陀 寺 


里 舞 台 桜 


南 信州 飯田 に は 樹齢 300 年 を 越え る 古 要 や 樹 形 の 素晴らし い 名 
桜 が 多 く 残 っ て いま す 。 初 日 は 樹齢 300 年 を 越え る 古 桜 や 樹 形 
の 素晴らし い 名 桜 が 多 く 残る 飯田 を 桜 守 の 桜 ガ イド が 案内 を し 
な が ら その 名 桜 を 訪ね て 巡り ます 。 高遠 城 直 の 桜 や 善光寺 に 立 
ち 寄 りな が ら 「 山 野草 の 宿 ・ 二 人 静 」 と 「 た て し な 藍 」 に 和 宿泊 、 
人 気 の 温泉 宿 $ 楽 し む 上 質 の 旅 。 


| 1 泊 目 
山野 草 の 宿 ・ 二 人 静 
千畳敷 カー ル を 背 に 、 南 アル プス 
を 正面 に 望む 雄大 な 自然 に 抱か れ 


た 宿 。 朝 日 や タ 陽 に より 刻々 と 変 
わる 美しき 山々 の 表情 や 別名 「 美 
人 の 湯 」 と 呼ば れ 、160 種 ほど の 
山野 草 が 自生 する 庭園 を 眼前 に し 
た 大 浴場 と 、 開 放 感 抜群 の 露天 風 
呂 を お 楽し み 下さ い 。 


路 大 風 避 


| 2 泊 目 

た て し な 藍 

総 客室 17 室 、 藍 染 と 懐石 料理 の 宿 、 
た て し な 藍 は 信州 夢 科 横谷 峡谷 に 
静か に 件 む 大 人 の た め の 隠 れ 宿 。 
ー 品 一 品 を 丁寧 に 、 信 州 の 四季 と 
料理 人 の 粋 を 尽く し た 山 味 懐石 料 


っ 国宝 ・ 松 本 城 (現存 する 五 重 六 階 の 天守 の 中 で 日 本 最 古 の 桜 咲 く 国宝 
の 城 ) っ 夕刻: 横谷 峡谷 ・ た て し な 藍 泊 ( 森 の 中 の 高原 リゾ ー ト 。 の 
ん びり 赴 天 風呂 に 算 ぎ 、 和 食 会 席料 理 タ 食 ) = 
午前 : 宿 一 須坂 ・ 私 龍 公園 (日 本 の 桜 百 選 に 選ば れ た 桜の 園内 散策 ) ~ 
豪商 の 館 「 田 中 本 家 博 物 館 」 (秘蔵 品 の 展示 と 庭園 の し だ れ 桜 ) 善光寺 
と 共に 悠久 の 時 を 刻ん だ 宿坊 で 精進 料理 昼食 … 善光寺 (創建 1400 年 
以上 の 歴史 を も つ 古 間 を 公認 案内 人 と 参拝 、 仲 見 世 通 り 自由 散策 な ど ) 

長野 三 大宮 = 長野 名 古屋 京都 = 

東京 (18:00 て 19:00 着 予定 ) 新 大 阪 (20:30 て 21:30 着 予定 ) 


理 を お 楽し み 下 さい 。 


| ー+ 由 ツル テコ | 


い 


ml 六軒 茎 い 員 細 記 到 憶 | 著 S 潤 


で ボキ オ 


3 づ ゆ 北信 越 に て 桜 め ぐり の 人 気 エ リア を 訪ね ます 
上 質 の 湯 宿 上 林 温 泉 ・ ホ テル 仙 箇 閣 |59 szcew 革 | 
と 山田 : 呈 泉 緑 起 山神 膝 井 荘 最少 催行 人 員 : 10 名 


出発 日 4 月 15 日 ( 土 )、19 日 ( 水 ) ーー 


緑 霞 山 宿 藤井 荘 露天 風呂 
に ーーー" ディ 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 
出発 地 | 3 人 ] 室 2 人 1] 室 1 人 1 室 3 人 ] 室 2 人 ] 室 1 人 1 室 3 人 ] 室 2 人 ] 室 


東京 発 144.000 円 149.000 円 200.000 円 149.000 円 154.000 円 208.000 円 160.000 円 165,000 円 


発 154.000 円 159,000 円 210,000 円 159,000 円 164,000 円 218.000 円 170.000 円 175.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 長野 駅 か ら 、 最 終日 長野 駅 また は 
新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 長 電 バ ス ま た は 長野 観光 バス ※ ホ テル の 部 屋 タ イプ に 
より 料金 が 異な り ま す 。 基 本 /1・2 泊 目 和 室 、A タイ プ /1 泊 目 和 室 、2 泊 目 離れ 和洋 室 、B タ イプ ノ 1 
泊 目 モダ ン 和 室 ベ ッ ド スタ イル 、2 泊 目 離れ 和洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 
下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

行程 っ バス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 

東京 (10:00 て 11:00 発 ) 三 大宮 三 長野 新 大 阪 7:30 て 8:00 発 ) 京都 ニ 
名 古 野 


っ 能登 忠 (老舗 の 割烹 に て 和 懐 石 昼食 ) 一 豪商 の 館 「 田 中 本 家 博 物 館 」 (秘蔵 品 
の 展示 と 庭園 の し だ れ 桜 ) 一 須坂 ・ 幅 龍 公園 (日 本 の 桜 百 選 に 選ば れ た 桜の 園内 散 
策 ) つ 夕刻: 上 林 温 泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 泊 (数 多く の 文人 墨 客 に 愛さ れ 大 正 ト こ 

ロマ ン 薫 る 老舗 旅館 、 源 泉 か け 流 し の 露天 風呂 で の ん ぴり 、 懐石 料理 夕食 ) 緑 霞 山 宿 藤井 荘 料理 上 林 ホ テル 仙 書 閣 中 許 
午前 : 宿 一 谷 厳 寺 [こく ご ん じ ] (千本 桜 や し だ 人 

名 所 、 眼 下 に 市 街 、 遠 くに 北信 五岳 を 望む わ ロ ケー ション) つ 高 

の エド レガ ン 桜 」、 坪井 の し だ れ 桜 」、「 中 者 の し だ れ 桜 」、「 水 中 の し だ れ 桜 、  Z 田 中 福泉 猟 の 邊 座敷 、 数 多く の 文人 湿 窒 に 愛さ る れ 
「 赤 和 観 音 の し だ れ 桜 」 な ど 桜 が 彩る 山里 の 原 風景 を 一 部 区 間 タ クシ ー に て て きた 老舗 旅館 「 上 林 ホ テル 仙 書 開 」 と 「 緑 串 山 宿 


午前 : 宿 一 小布施 ・ 岩 松 院 (葛飾 北斎 の 天井 画 「 八 方 明 み の 鳳 鳳 図 」) 一 小布施 ( 栗 5 。 剖 

の 小径 な ど 風 情 あ る 歴史 の 町 並み 自由 散策 ) 善光寺 と 共に 悠久 の 時 を 刻ん だ 宿 「 高 山村 五大 楼 」 を 訪ね ます 。 北 チ ルプ ス ・ 北 信 五 苦 

坊 で 精進 料理 昼食 … 善光寺 (創建 1400 年 以上 の 歴史 を も つ 古 球 を 公認 案内 人 と 参 の 残雪 風 景 に 地元 な ら で は の 美味 し い 料 理 に 舌鼓 

拝 、 仲 見 世 通 り 自 由 散 策 な ど ) - 時 

長野 三 大 宮 三 東京 (17:00 て 18:00 着 ) 長野 名 古屋 = 京都 = 善光寺 に 立ち 寄り な が ら 上 質 の 湯 宿 で の ん びり 覧 で 
新 大 阪 (19:30 て 20:30 着 ) 春の 信濃 路 へ 。 


HBV ゴー ルデン ウィ ー ー ク に 桜 と 美しい 山野 草 、 
北ア ルプ ス の 共演 を お 楽し み 下 さい 


白馬 リゾ ー ト で 過ごす 休日 
昌和 020IG teion 較 


出発 4 月 29 日 ( 土 )、5 月 1 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お びと り 様 ) 


出発 地 3 人 1 室 1 人 1 室 
東 齋 発 。 125,000 円 128,000 円 148,000 円 
- 夫 了 発 135,000 円 。 138,000 円 158,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 松本 駅 か ら 最 終日 松本 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 太陽 バス ※ 部 屋 タ イプ 洋室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


東京 ・ 大 阪 発 
| 食事 | 


食事 
大 阪 発 | 6CEPKN20 
ぁ 最 少 催 行人 貞 : 11 名 


バス iiia 人 パ 光 シャ トル バス [の 
< 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
新宿 (10:00 て 11:00 発 ) = 八王子 = 新 大 阪 (8:30 て 10:00 発 ) = 京都 ニ 
松本 名 古屋 = 松本 


> 白馬 村 ・ 貞 麟 寺 (樹齢 400 年 の し だ れ 桜 と カタ クリ の 花 ※ 道 路 か ら 片 道 約 500m 程 
度 歩き ます ) っ 夕刻: 白馬 ・ 白 馬 東 急 ホ テル 泊 (名 門 の リゾ ー ト ホテ ル で 温泉 露天 
風呂 を 楽し む 、 お 箸 で 召し 上 が る フラ ンス 料理 夕食 ) 鬼無里 ・ 奥 裾 花 自然 園 伝 行 山 の 徹 然 桜 
午前 : 宿 一 白馬 ・ 大 出 公園 ( 桜 と 冠 雪 の 白馬 三山 の 眺め ) 一 鬼無里 観光 セン ター 
っ シャ トル バス 一 奥 裾 花 自然 園 (今池 や こう み 平 湿原 な ど 81 万 本 の 水 苗 薫 群落 高い 山 に 囲ま れ た 北信 濃 の 春 。 雪 解け の 季節 を 待ち 


と ブナ 原生 林 を 地元 ガイ ド と 散策 ) つ シ ャ トル バス … つ 鬼無里 ・ 観 光 セ ンタ ーー R ー TE フ ホ y っ そ 
夕刻 : 同 テル 泊 (お 箸 で 召し 上 が る フラ ンス 料理 夕食 ) わび て 、 日 向山 麓 に 咲く 桜 や 業 の 花 、 山 野草 は 、4 


午前 : 窒 伝 行 山 の 往 然 楼 ( ホ い 神 社 の 鳥居 と 白馬 三山 を 背景 に 咲く し だ れ 桜 ) > 月 中 旬 か ら 五 月 初め に か け て 春の 花 が 咲き 始め ます 。 
姫川 源流 自然 探勝 園 (フク ジュ ソウ や ニリンソウ な ど 春 の 花咲 く 湿原 ) 安曇 野 白馬 村 の 銘 の ある 桜 や 湿原 の 女王 と 呼ば れる ミズ バ 
ちひろ 美術 館 (北ア ルプ ス を 眺め 、 花 の 庭園 散策 ) 一 大 王 わ さび 農場 (大 王 農場 


産 厳 選 本 生 わさび な ど 特 別 メ ニュ ー 昼 食 、 農 場 自由 散策 ) > ショ ウ 、 小 さく 花咲 く 山 野草 を 訪ね ます 。 お 泊り は 、 
松本 三 八 王 チ = 松本 王 名 古屋 京都 = 内 外 の 資 客 を も RE リゾ ー ト 「 白 
新宿 (18:00 一 19:30 着 予定 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:30 着 予定 ) 馬 東 急 ホ テル 」 に ゆっ た り 連 泊 に て お 楽し み 下 さい 。 
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3》 木 の ぬ くも りあ ふれ る 八ヶ岳 高原 音楽 堂 で 、「 奇 跡 の 歌声 」 と 称 され る 


唯一 無 二 の 歌声 を お 楽し み 下さ い 


岡本 知 高 コ ン サ ー ト 


八ヶ岳 高原 ロッ ジ 連 泊 で 覧 ぐ 休 日 


出発 日 5 月 4 日 ( 木 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 欄 ) 


| 東京 償 | 158.000 由 168,000 円 214,000 円 169,.000 円 184,000 円 245,000 円 


、 大 阪 発 179.000 円 189.000 円 235,.000 円 190.000 円 205.000 円 266,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小淵沢 駅 か ら 、 最 終日 新 大 阪 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス また は 柿木 観光 バス また は 千曲 バス ※ 部 屋 タ イプ 
洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 部 
屋 タ イプ に より 旅行 代金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】 ス タン ダー ド 【A タ イプ 】 デ ラッ クス 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
新宿 (9:30~ て 10:30 発 ) = 八王子 = 新 大 阪 (7:30 て 8:00 発 ) = 京都 = 
小淵沢 名 古屋 = 塩尻 = 小淵沢 
つ 平 山 郁 夫 シ ルク ロー ド 美 術 館 つ 午後 : 海 の 口 自然 卿 ・ 八 ヶ 岳 高原 ロッ ジ 泊 
(到着 後 、 八ヶ岳 高原 音楽 堂 で 華 豚 な る ソプラ ニス タ 「 岡 本 知 高 」 コン サー ト を 
鑑賞 、 タ 食 は 洋 コ ー ス を ) 
ご 希望 の 方 は ホテ ル 主 催 の 早朝 「 美 鈴 池 」 コ ー ス [所 要約 60 分 : 約 2 キロ 、 標 
高 差 約 55m] 遊歩 道 散策 な ど 自 由 に … 午前 : 宿 一 清里 テラ ス (リフ ト て で 標高 
1900m 展 望 デ ッ キ へ 。 富 士 山 や 清里 高原 を 一 望 する 絶景 スポ ッ ト ) … 清 泉 寮 (牧歌 的 
な 風景 ) 八ヶ岳 高原 大 橋 (天気 が よけれ ば 富士 山 も ) 一 国立 天文 台 野辺 山 (見 学 ) 
っ ュ タ 刻 : 同 ホテ ル 泊 (夕食 は メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フレ ンチ 
フル コー ス デ ィ ナ ー) 
午前 : 宿 一 小布施 ( 栗 の 小径 な ど 風 情 あ る 歴史 の 町 並み 自由 散策 ) 長野 = し な の 
鉄道 観光 列車 「' る く もん,」 (浅間 山 や 千曲 川 な ど 信 州 の 美しい 自然 が 広がる 雄大 な 景 
色 と 料 理 長 こ だ わり の 創作 和食 料理 を ご 堪能 下さ い ) = 軽井沢 = 
大 宮東 京 (17:30 て 18:30 着 ) 東京 = 名 古屋 = 京都 = 

新 大 阪 (20:20 て 21:20 着 ) 


人 N1 東京 発 |6AEPKN30 東京 大 阪 人 
| 食事 | 
ーー 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


少 人 3 
ーー レー 


ルプ ラ ト ー シェ フ デ ィ チ ー 


岡本 知 高 し な の 鉄道 「 ろ くも ん 」 食 


MM 


広大 な 高原 リゾ ー ト に の ん びり 連 泊 。 ホ テル 敷地 内 

森 に 囲ま れ た 「 八 ヶ 知 高原 音楽 堂 」 に て 華 豚 な る 
ソプラ ニス タ 「 岡 本 知 高 」 コンサー ト を 鑑賞 し ます 。 
最終 日 は 豊か な 自然 と 美食 を 堪能 する 優 稔 な ひと と 
き 、 し な の 鉄道 「 ろ くも ん 」 に 乗車 し 列車 旅 も 満喫 
し ます 。 


3 ゆ 心 癒 す 大 き な 自 然 と ゆっ た り と し た 時 間 と の 出会い が 待っ て いま す 


新緑 か ら 花 の 季節 へ 
八ヶ岳 高原 ロッ ジ で 過ごす 休日 


出発 日 5 月 28 日 (日 )、31 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
肛 球 109.000 円 。 118.000 円 。 158.000 円 
| 起 発 125,.000 円 、135,000 円 。175.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 小 淵 駅 か ら 、 最 終日 小淵沢 駅 また 


は 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス また は 柿木 観光 バス また は 千曲 バス (3 日 
目 の み ) ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 


行程 ーー バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
新宿 (11:00 て 12:00 発 ) = 八王子 = 新 大 阪 (8:30 て 9:00 発 ) = 京都 = 
小淵沢 名 古屋 = 塩尻 = 小淵沢 

三 小海 線 ・ 自 由 席 (1375m の JR 最高 地点 を 通る ロー カル 列車 の 旅 ) = 野辺山 
送迎 バス 午後: 八ヶ岳 高原 ロッ ジ 泊 (早め の 到着 で 自然 郷 散 策 な ど 、 お 部 屋 は 
導電 
ナー を ) 

同 ホ テル 泊 、 終 日 の ん びり 過ごす ひと と き を 。 ご 希望 の 方 は 午前 中 は 八 ヶ 質 
高原 ロッ ジ を 起点 に 体力 に 合わ せ て 遊歩 道 散 策 へ ご 案内 し ます 。 

【A コー ス 】 片道 約 500m 「 せ せら ぎの 小径 」 往復 コー ス ・ 所 要約 30 分 

【B コ ー ス 】 約 4km 「 美 鈴 池 & せ せら ぎの 小径 」 周 遊 コー ス ・ 所 要約 2 時 間 
自由 昼食 後 、 八 ヶ 岳 高原 音楽 堂 に て (貸切 ) 八ヶ岳 カラ マツ チェ ン バ ロ ・ コ 
ン サ ー ト を 鑑賞 。 夜 は メイ ンダ イニ ング 「 ル ・ プ ラ ト ー」 に て フレ ンチ フル 
コー ス デ ィ ナ ー  ※31 発 は 希望 者 は 星空 観賞 会 へ 

ゆっ くり 出発 午前 : 宿 一 美 し 森 (ツツジ 名 所 ) 一 清里 テラ ス (リフ ト で 標高 
1900m 展 望 デ ッ キ へ 。 富 士 山 や 清里 高原 を 一 望 する 絶景 スポ ッ ト ) … 清 泉 寮 (牧歌 
的 な 風景 ) 一 八ヶ岳 高原 大 橋 一 
小淵沢 = 八王子 = 

新宿 (18:00 て 19:00 着 ) 


小淵沢 三 塩 尻 三 名 古屋 京都 = 
新 大 阪 (20:30 て 21:30 着 ) 


東京 発 |6AEPKN60 


| 食事 | 
大 阪 発 | 6CEPKN60 
ぁ 最 少 催 行人 貞 : 11 名 


3 % 誰 上 ひ 」 


唱 請 


八ヶ岳 カラ マツ チェ ン バ ロ 


八 ヶ 質 高原 自然 郷 
レン ゲ ツ ツジ や コナ シ の 花 


ル ・ プ ラ ト ー シェ フ デ ィ ナ ー デラ ックス ルー ム 客 室 一 例 


八 ヶ 病 高原 ロッ ジ は 八 ヶ 音 連峰 の 東山 麓 、 
1500m、 約 200 万 坪 の 広大 な 高原 リ ゾー ト 。 新 緑 か 
2 

季節 に 連 泊 し 、 ホ テル 敷地 内 ・ 森 に 囲ま えれ た 「 八 
DP 昌和 の 
カラ マツ か ら 製 作る れ た “八ヶ岳 カラ マツ チェ ン バ 
ロ ” の 貸切 チェ ン バ ロ コン サー ト も 鑑賞 し ます 。 


| ー+ 由 メデ テコ | 


いり 


mi 六軒 茎 い 軸 細 記 到 憶 | 著 S 潤 


で ボ オ 


に キー し 〔Q〔Q〕〔q〔QqQ〔q〔 ユ ロワ QQDIDIDIDEEEEIEIEIEIEIEEEEEE 記 ! 
\ な 自然 に た 広大 な 敷地 に \17 室 の 「 た て し な 藍 」 と 軸 
回生 ソー ド 上 肖 凍 チル いく 「「「 


寛 ざ の 時 間 に 


隠れ 宿 - た て し な 藍 と 上 高地 帯 国 ホ テル ル eomm 


| ー+ 由 ルー | 


出発 日 6 月 4 日 (日 ) 


い 旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


室 室 | 4 タイ プ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 

中 
東京 発 還 174.000 円 219.000 円 169.000 円 177.000 円 227.000 円 177,000 円 185.000 円 
大阪 発 185.000 円 230,000 円 180.000 円 188.000 円 238,000 円 188,.000 円 196,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 涼 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 また は 松本 駅 か ら 最終 日 茅野 駅 また は 新 
大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 パス 会 社 : 平成 交通 また は 柿 林 観光 バス また は 長野 観光 バス ※ 部 屋 上 高地 ホテ ル と 穂高 連峰 新緑 と 梓川 と 策 高 連峰 
タイ プ 1 泊 目 : 和室 、2 泊 目 : 洋室 、 ホ テル の 部 屋 タイ プ に より 料金 が 異な り ま す 。 【 基 本 】1 泊 目 / 山 
側 24m・ 天 窓 ・ 天 井 傾斜 あり 【A タ イプ 】1 泊 目 / 山 側 30mm 【B タ イプ 】1 泊 目 / ベ ラン ダ 付 客室 37m、 
2 泊 目 露天 風呂 付 客室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イ 
メー ジ で す 。 
行程 っ バス 宮 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


新宿 (9:00 て 10:00 発 ) 三 八 王子 三松 本 新 大 阪 (7:30ー8:00 発 ) 京都 = 

名 古屋 = 松 
つ 老舗 割烹 で いた だ く 季 節 の 彩り 膳 一 午後 : 上 高地 帝国 ホテ ル 泊 (早め の 到着 、 
上 高地 の 中 心 で シン ボル 的 な 存在 感 を も る つ 河童 橋 や 、 立 ち 枯 れ の 木々 が 印象 
的 な 大 正 池 散 策 な ど 自 由 に 。 日 本 を 代表 する 名 クラ シッ ク ホ テル に ゆとり の た て し な 藍 外観 た て し な 藍 料理 
滞在 、 夕 食 は メイ ンダ イニ ング に て フラ ンス 料理 を ) 
10 時 頃 出発 まで フリ ー タ イム 午前 : 宿 安曇野 ち ひろ 美術 館 (北ア ルプ ス を 上 平 公 . 林 / 豊か 7 然 に 
ゅ 、 花 の 夏 和 ) 大 王 わ さび 劇場 (大 王族 通 本 生 わさび な と 符 別 メ ニュ ロー 禁 休 - 之 ・ 湯 朱 信 と の 測れ 人 大 日 氏 に 衣 ま れ 
ー 昼 食後 農場 自由 散策 ) > 夕刻 横谷 峡谷 ・ た て し な 藍 ( 森 の 中 の 高原 リゾ ー ト 。 た 3.300 立 の 上 地 -17 室 、 料 理 人 の 粋 を 於 くし た 懐 
1 石 料理 と 日 本 旅館 の お も て な し の 大 人 の 隠れ 宿 「 た 
午前 : 宿 一 御 射 鹿 池 ( 緑 が こ だ ます る 「 緑 響く 」 の 絶景 ) 一 夢 科 高原 バラ クラ イン グリ 、 
ッシュ ガー デン (宝典 バラ クラ フラ ワー ショ ー」 開催 で に きわ 3 て し な 藍 」 と 歴史 あ る 山 リゾ ー ト の 草分け 的 存在 
賑やか な 日 本 初 の 国 、 庭 園 の 見 どこ 門 ス タッ フ の き 自然 
に よる ガー デン ツア ー や アフ タ ヌ ー ン ティ ー セ ッ ト の ラン チ も お 楽し み 下 さい ) 一 UE 。 06y 1 月 46 昌和 0 
茅野 八王子 基 野 三 塩尻 = 名 古屋 京都 = AA プラ クラ フラ ワー ショ ー」 開 
新宿 (18:20 て 19:20 着 予定 ) 新 大 阪 (20:30 て 21:30 着 予定 ) 催 中 の イン グリ ッシュ ガー デン も 立ち 寄り ます 。 


著 9 


lie 泊 較 茎 の 只 燃 選 回 憶 | 


で ボキ オ 


ぐ B り 必定 ある ホテ ル と 古く か ら 多 く の 文 人 墨 客 に 愛さ れ て きた 老舗 旅館 に 95 
宿泊 、 観 光 列車 ろく も ん で 食事 も 楽し み ま す 東京 発 |6AEPKN50 


ー 少 人 数 限定 ・ 佳 き 宿 で 真 ぐ 旧 軽井沢 64Lsxzcmm 司 計 
テル 音 : レ y 目 所 。 机 | 寺 コロ 最少 催行 人 員 : 10 名 _- 
出発 日 5 月 25 日 ( 木 ) 9 し な の 鉄道 ろく も ん 料理 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


ーー A タ イプ | A タ イプ | A タ イプ | B タ イプ | B タ イプ 
Re 


東京 発 139, 000 円 165,000 円 138,000 円 144,000 円 176,000 円 148,000 円 185,000 円 


『 大阪 発 169.000 円 195.000 円 168.000 円 174.000 円 206.000 円 178.000 円 215,000 幅 

師 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 、 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同行 し ます 。 

同 ※ 利 用 バス 会 社 : 長野 観光 バス 、 草 軽 交通 ※ ホ テル の 部 屋 タ イプ に より 料金 が 異な り ま す 。 基本 /1 泊 - 

行 目 スタ ンダ ー ド 洋室 20mf・2 泊 目 和室 、 A タイ プ ノ 1 泊 目 デ ラッ クス ルー ム 30m・2 泊 目 和 室 、 B タイ プ ノ 旧 軽 井沢 ホテ ル 音 羽 ノ 森 旧 軽 井沢 ホテ ル 音 羽 ノ 森 
1 泊 目 デラ ックス ルー ム 30mi・2 泊 目 モダ ン 和 室 ベ ッ ド スタ イル (B タイ プ 1 人 利用 に つい て は 最終 段階 上 
の 空き 状況 で の ご 案内 と な りお 取り で き な い 場合 が あり ます ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 中 庭 02 チ me 


ーーーー 一 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
1 東京 (11:00 て 11:30 発 ) = 大 宮 = 新 大 阪 (8:00 て 8:30 発 ) = 京都 ニ 
0 軽井沢 名 古屋 三 東 京 三 軽 井沢 
16) つ 旧 軽井沢 ロー タリ ー… 地 元 案 内 人 と 散策 "新緑 の 要 場 池 つ 軽 電 の 2 
名 セン (塩沢 湖 周辺 、 登 録 有 形 文化 財 ・ 深 沢 紅子 野 の 花 美術 館 、 堀 辰雄 山荘 、 
城 郎 別荘 、 軽 井沢 高原 文庫 な ど ) 一 夕刻 : 旧 軽井沢 ホテ ル 音 羽 ノ 森 泊 (格調 と 歴史 
ある 館内 で 温か い お も て な し 、 夕 食 は 信州 の 採れ た て 新鮮 野菜 を ふん だ ん に 
使用 し た ディ ナー コー ス を 。 フ リー ドリ ンク 付 ※ 除 外 あり ) 上 林 ホ テル 仙 毒 閣 中 許 上 林 ホ テル 仙 玄 閣 客室 一 例 
ーー 一 Ba し 園 (浅間 山 と 溶岩 の 眺め 、 に 
際 (老舗 の 割烹 に て 和 懐 石 昼食 ) 一 豪商 の 館 「 田 中 本 家 博 物 館 」ー 午後 : < や 3 目 お し ュ キ > 4 ポテ 
山 温泉 ・ 上 林 ホ テル 仙 誠 閣 泊 (湯田 中 温泉 所 の 奥 應 表 、 数 多く の 文人 時 客 に 愛 世 禁 と 歴史 ある 館内 で 温か い お も て な し の ホテ ル 、 
旅 
ウ 
オ 
| 
ク 


され 大 正 ロマ ン 薫 る 老舗 旅館 、 源 泉 か け 流し の 霞 天風 呂 で 寛ぐ 、 懐 石 料理 夕食 ) 旧 軽 井沢 ホテ ル 音 羽 ノ 森 と 湯田 中 温泉 郷 の 奥 座 敷 
午前 : 宿 つ 小布施 ・ 北斎 館 葛飾 北斎 の 肉筆 画 コ レク ショ ン ) … 栗 の 
本 RS 人 MPN 
な 信州 の い \ 広 が な ホテ ル 宿泊 し 。 新緑 の 時 期 に 
こだわ り の 創作 和食 料理 を ゆっ くり と ご 坦 能 下さ い ) = 5 IN 20 NRN 
軽井沢 大 宮 = 東京 (17:3018:30 着 ) 軽井沢 三 東京 名 古屋 = 京都 ニ ょ の 釣 退 こら 45 
新 大 阪 (20:30 て 21:15 着 ) わり の 創作 料理 も お 楽し み 下 さい 。 


36 


3》 少 人 数 限定 で 行く 、 絶 景 ・ 新 緑 と 人 気 の 温泉 宿る 楽し む 


日 本 の チロ ル ・ 遠 山 卿 下 森 の 里 」・ 
赤沢 自然 美 林 と 山野 草 の 宿 二 人 静 


出発 日 5 月 21 日 (日 )、25 日 ( 木 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 1 人 1 室 

| 東京 欧 。 98,000 円 99,000 円 119,000 円 

- 大 孤 発 93,.000 円 94,000 円 114,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コース で す 。 添 乗員 は 初 

豊橋 駅 か ら 最終 日 名 古屋 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 

バス 会 社 : 飯田 結い バス 、 お ん た け 交 通 ※ 部 屋 タイ 

プ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発着 (大 阪 発 に て お 

込 下さ い )、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ 

い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 山野 章 の 宿 

二 人 静 客室 一 例 

行程 っ バス ララ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 船 ++ そ の 他 
東京 (8:30 て 9:00 発 ) = 品川 = 新 大 阪 (7:30 て 8:00 発 ) = 京都 ニ 
新横浜 = 豊橋 名 古屋 = 豊 


三 天 竜川 に 沿っ て 走る 秘境 飯田 線 平岡 一 日 本 三 大 秘境 ・ 遠 山 卿 (懐か し い 

木造 校舎 ・ 旧 木沢 小学 校 や 、 ま つり 伝承 館 「 天 伯 」) 一 下 栗 の 里 (日 本 の チロ ル と い 

われ る 絶景 の 地 、 標 高 800 て 1.000m、 最 大 傾斜 38 度 の 傾斜 面 に 点 在 する 民家 や 茶畑 を 

下ろ す 「 天 空 の 里 ビ ュー ポイ ント 」 へ [片道 800m・ 徒 歩 約 20 分 あり / 標 高 1.000m、 
山道 ・ 平 行 移 動 ]) 夕刻 : 早 太郎 温泉 郷 ・ 山 野草 の 宿 二 人 静 泊 ( 千 財 敷 カー ル を 

背 に 、 南 アル プス を 正面 に 望む 雄大 な 自然 に 抱か れ た 宿 、 開 放 感 あ る 庭園 露 天風 呂 
で 寛ぐ 、 五 感 で 味わう 和食 会 席料 理 夕食 ) 

午前 : 宿 一 寝 覚 の 床 (景勝 地 ) 一 赤沢 森林 鉄道 (樹齢 約 300 年 の 色づく 天然 林 の 中 
を 時 速 7km で ゆっ た り と 走る トロ ッ コ ) … 赤沢 自然 休養 林 (日 本 三 大 美 林 の 一 つ 。 

樹齢 300 年 以上 の 天然 木曽 ヒノ キ が 林立 、 案 内 ガイ ド と 約 120 分 散策 ) 一 木曽 福島 = 

名 古屋 三 新 横浜 三品 川 = 名 古屋 京都 = 

東京 (19:30 て 20:30 着 ) 新 大 阪 (19:00 て 20:00 着 ) 


いい 6AEPKE40 | 計 計 統計 


ぁ 最少 催行 人 貞 : 11 名 

早期 90 昌 前 名 亭 少 人 数 バス バス ひ 
3 避 略 品 
Eo 提供 : 上 松 町 観光 協会 


遠山 卿 ・ 下 栗 の 里 


つ 山野 草 の 宿 二 人 静 
山野 草 の 宿 二 人 静 料理 庭園 露天 風呂 


「 日 本 の チロ ル 」 と 呼ば れ 、 絶景 の パノラマ 広がる 遠 
山郷 ・ 下 栗 の 里 の 集落 、 天 竜川 に 治っ て 秘境 区 間 を 
走る 飯田 線 や 新緑 の 日 本 三 大 美 林 ・ 赤 沢 自 然 休養 林 
も 訪ね ます 。 和 宿泊 は 千 晴 敷 カー ル を 背 に 、 南 アル プ 
ス を 正面 に 望む 雄大 な 自然 に 抱か れ た 「 山 野草 の 宿 
二 人 静 」 に 。 別 名 「 美 人 の 湯 」 も お 楽し み 下 さい 。 


少 人 数 限定 で 大 型 バ ス で は 行け な い 桜 名 所 と 優雅 な 温泉 宿 で 寛ぐ 
ひょう た ん 桜 か ら 春 の 伊予 路 オー ベル 
ジュ 土佐 山 と 道後 温泉 別邸 騰 月 夜 で 寛ぐ 


人 


財 3 月 28 日 ( 火 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


203,000 円 


179,000 円 


195,000 円 
171,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 

添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 ま 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 高知 
駅 前 観光 、 宇 和 島 自動 車 ※ 部 屋 タイ 
プ : 1 泊 目 : 洋室 、2 泊 目 : 和洋 室 ※ 現 
地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※1 人 1 室 
は キャ ン セ ル 待 ちと な り ま す 。 


238,000 円 
214,000 円 


還 ミ 議 オー ベル ジュ 土佐 山 
客室 一 例 


行程 っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 ++ そ の 他 
東京 (7:20~8:00 発 ) 三品 川 新横浜 新 大 阪 (9:50 て 10:30 発 ) 新神戸 
三 名 古屋 三 岡山 三 高知 岡山 三 高知 


つ 午後: オーベル ジュ 土佐 山 泊 (早め の 到着 、 至 福 の 味わい と 、 極 上 の プラ 
PP 空間 を お 楽し み 下 さい 、 温 泉 で 寛ぐ 。 夕 食 は あか 和牛 医 焼 き ス テー キ 
ヒ < ゴ 


午前 : 宿 二 び ひょう た ん 桜 (樹齢 500 年 の 名 桜 ) 一 御 三戸 療 (清流 に 浮か ぶ 高 さ 37m 
の 軍艦 岩 ) つ 午後: 道後 温泉 ・ 別 邸 騰 月 夜 泊 ( 純 和 風 旅館 の 優雅 さと 近代 建築 
の 快適 性 を 融合 させ 意匠 に も こだわ っ た 館内 施設 、 各 々 趣向 を 泌 ら し た 客室 
は 全 室 赴 天 風呂 付 スイ ー ト ルー ムタ イプ 、 愛 媛 県 の 山海 の 美味 が 競う 月 替 わ 
り の ご 夕食 を お 楽し み 下 さい ) 

午前 : 宿 一 松山 城 (現存 12 天 守 の ひと つ 、 ロープ ウェ ー 利 用 で 天守 閣 へ ) 一 大 洲 (名 
建築 玲 龍 山荘 や お は な は ん 通り な ど 案 内 人 と 散策 ) 一 内 子 ( 木 で 栄え た 重厚 な 蔵 
屋敷 が 連なる 日 本 の 道 100 選 を 案内 ガイ ド と 散策 ) 

松山 空港 錠 羽 田 空 港 (19:30 て 20:30 着 ) 松山 空港 伊丹 空港 (19:00 て 20:00 着 ) 


東京 発 | 6AEX5P80 


大 阪 発 | 6CEX5P80 


ぁ 最 少 催 行人 貞 : 10 名 


早期 90B 前 少 人 数 性 バス 胃 語 バス 回 ひ 
3000 円 割引 とく 1 ch< 本 
が & 


/ デ 


ガー 
ひょう た ん 桜 


別邸 騰 月 夜 客室 一 例 


別邸 騰 月 夜 夕食 


し た た る 緑 と 澄み わた る 流れ に 抱か れ 、 福 の 味わい 
と 極上 の プラ イベ ー ト 空間 が 用 意 さ る れ た 「 オ ー ベ ル 
ジュ 土佐 山 」 に 宿泊 。 翌 日 は 純 和 風 旅館 の 優雅 さと 
近代 建築 の 快適 性 を 融合 させ 意匠 に も こだわ っ た 館 
内 施設 、 各 々 趣向 を 凝ら し た 客室 は 全 室 露天 風呂 付 
スイ ー ト ルー ムタ イプ 、 独 自 性 が 高く 旅 慣れ た 大 人 
に こる 選ば れる 隠れ 宿 ・ 道 後 温泉 「 別 邸 騰 月 夜 」 へ 。 
ツア ー な ら で は 、 効 率 的 に 大 型 バ ス で は 行け な い 四 
国 の 桜 名 所 に も 立ち 寄り ます 。 


9 


| ー+ 由 メー | 


い 


ml 六軒 茎 い 員 細 記 到 憶 | 著 8 潤 


こせ 


| ー+ 由 ツル テコ | 


い 


著 9 


に ET | 著 び 只 光 記 叶 憶 | 


泥 川 


38 


女性 ひと り 旅 御 食 国 ・ 淡 路 へ 
冬 の 美食 と 


2 月 27 日 (月 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
東京 発 132,000 円 
現地 発着 116,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 


バス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス また は 日 本 交通 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つ 
いて は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 現 地 仕 入 の 状況 に より 、 と ら ふ ぐ が 提 
供 で き な い 場 合 、 銅 や 穴子 な ど 地 元 の 食材 を 使っ た 料理 等 に 変更 させ て いた だ きま す 。 あ ら か じ め ご 了 
承 下 さい 。 
つっ バス ララ 航空機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 

東京 (7:40 て 9:00 発 ) = 品川 新神戸 

新横浜 = 名 古屋 新神戸 

づつ 明石 海峡 大 橋 (世界 最長 の 吊り 橋 ) 一 淡路 ・ あ わ じ 花 さ じき (人 冬 を 彩る スト 


ッ ク や 大 阪 湾 の 眺め ) つ の じ ま ス コー ラ 「 リ スト ラン テ ・ ス コー ラ 」( 奥 田 政行 
シェ フ が 手がけ た レス トラ ン 、 淡 路 島 産 の 野菜 な ど 地 産地 消 の イタ リア ン ラ ン 
チ ) 一 淡路 立川 水仙 郷 ( 紀 淡 海峡 を 望む 約 400 万 本 の ニホン ズ イ セ ン ) っ 夕刻 : グ 
ラン ドニ ッ コ ー 淡 路 泊 (デラ ックス ツイ ン ま た は デラ ックス ダブ ルル ー ム の 
寛ぎ 。 淡路 島 委 の 味覚 ・3 年 と ら ふ ぐ 会 席 の 夕食 ※ 注 ) 
午前 : 宿 一 伊 闇 庄 神 宮 (国生 み の 島 ・ 淡 路 國 一 之 宮 参拝) 一 鳴門 ・ 大 塚 国際 美術 
館 (世界 の 西洋 名 画 を 陶板 の 原寸 大 で 再現 し た 作品 1.000 余 点 、 0 
2 20 分 の 滞在 ) つ ホ テル アナ ガ (鳴門 海峡 を 臨む レスト ラン 「 カ ドー・ ド ッ ゥ ・ 

・ メ ー ル 」 に て 淡路 島 の 旬 素 材 を 使っ た フレ ンチ 昼食 ) 一 
新神戸 名 古屋 新横浜 新神戸 
東京 (19:50 て 20:40 着 ) 


三品 川 


女性 ひび とり 旅 美山 荘 ・ 春 の 「 摘 草 料理 」 と 
運河 クル ー ズ 


琵琶 湖 意 水 船 の ん びり 】 


4 月 30 日 (日 )、5 月 11 日 ( 木 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 179,000 円 169,000 円 


現地 発着 159,000 円 149,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 東豊 観光 また は ヤサカ 観光 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 【A タ イプ 】 ツイ ン ル ー ム (37mi) 
【 基 本 】 シ ング ルル ー ム (22m) ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー 
ジ で す 。 


っ ラバ ス 愛 航 空 機 


東京 (8:30 て 9:30 発 ) = 品川 = 新横浜 
京都 
っ 大 津 ご びわ 湖 中 水 船 ・ 明 治 時 代 に 造ら れ た 琵琶 湖 か ら 京 へ の 水路 、 の ん 
びり 新緑 クル ー ズ ー 蹴 上 一 旧 三 井 家 下 賀 茂 別邸 (重要 文化 財 ・ 豪 商 三井 家 の 旧 
別邸 、 主 屋 や 庭園 見 学 ) … 下鴨 神社 (世界 遺産 、 新 緑 萌 える 紀 の 森 、 葵 祭 で も 知ら 
れる 古 社 参拝 ) 一 夕刻: ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 泊 (ホテ ル 内 レス トラ ン 【4/30 班 】「 ビ 
トレ スク 」 に て フラ ンス 料理 、【5/11 班 】「 鉄 板 焼 と きわ 」 に て 鉄板 焼 ス テー 
キ の 夕 1 良 賞 味 ) ーー ーー 
了 証 宿 一 机 尾 山 ・ 高 山寺 (世界 遺産 、 三 尾 の ひと つ で 日 本 の 茶 
・ 美 山荘 ( 都 の 風雅 と 山里 の 野趣 、 懐 石 「 摘 草 料 理 」) 一 
二 三 名 古屋 新横浜 = 京都 (16:30 て 17:40 着 ) 
東京 (19:30 て 20:30 着 ) 


… 徒 歩 = 列車 
京都 (10:5012:10 発 ) 


と 船 + そ の 他 


1 


発祥 の 古 章 ) 


品川 


ら ふ ぐ と 大 塚 国際 美術 館 


淡路 の 食材 を フレ ンチ で ゅ 


評 
だ 


淡路 の 味覚 お 年 と ら ふ ぐ 会 


古来 より 野 業 や 魚 な ど を 朝廷 に 献上 し た 「 御 食 国 」 

淡路 島 。 明 石 海峡 や 播磨 灘 な ど 好 漁 場 に 囲ま れ 、 海 
の 幸 や 農産 物 も 豊富 な 食材 の 宝庫 で す 。 冬 の 味覚 ふ 
ぐ で や 、 仏 料理 、 イ タリ アン で 島 の 旬 を いた だ きま す 


東京 発 | 6AESKX00 


現地 発着 | 6CESKX00 
最少 催行 人 貞 : 8 名 


名 事 少数 
名 ホテ ル 18 名 


バス 
商 


(左上 ) 破 水 船 で 大 津 か ら 京 へ 
(左下 ) 春 の 摘 草 料理 を どう ぞ 
( 石 下 ) 叶 里 に 件 む 美山 荘 


- 運 ぶた め 明 治 時 代 に 造ら れ た ' 琵 
京都 山科 を 抜け 蹴 上 へ と 
、 新 緑 の 中 
を ゆっ た り 進 む 舟 で 遊覧 し ます 。 京 の 典 欄 花 槍 の 
「 野 草 一 味 庵 美山 荘 」 で は 野山 に 入り 集め た 野草 な 
ど 、 春 を 感じ る “ 摘 草 料 理 " を お 楽し み 下 さい 。 


琵琶 湖 の 水 を 京 ( 
琶 湖 貴 水 」。 滋 賀 大 津 か ら 
洞門 や トン ネル な ど 明 治 の 遺構 を 間近 に 


城南 宮 や 北野 天満 宮 な ど と 梅 の 名 所 で 春の 訪れ を 感じ る 
ホテ ルオ ー ク ラ ヌ 京 都 宿泊 と EE 二 


京都 市 交響 楽団 定期 演奏 会 ” 。 隊 還 本 


出発 日 3 月 10 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
出発 地 
東京 発 116,000 円 132,000 円 
現地 発着 92,.000 円 。 108.000 円 舞 寺 さん の お 泰 前 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は を 見 学 し な が ら お 
初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 バス 会 仕 : ヤサカ 観光 バス 、 奈良 交通 、 滋 抹茶 と お 茶 菓子 を 
賀 観光 バス の いずれ か いた だ きま す 
※ 部 屋 タ イプ : 洋室 


※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 場合 が ご ざ 
いま す 。 予め ご 了承 の 上 、 お 申込 み 下 さい 。 


ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 客室 し ょ う ざ ん リゾ ー ト 京都 


行程 ー バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 + そ の 他 廃園 の お 茶 宣 と 物 の 花 
東京 (9:30 一 11:00 発 ) 三品 川 三 新横浜 京都 (11:45 一 13:15 発 ) 
5 京都 市 交響 楽団 第 676 回 定期 演奏 会 
つ 城 南宮 (社殿 の 西 に 広がる 150 本 の し だ れ 梅 ) 一 随 心 院 (小野 小町 ゆか り の 
邸宅 跡 ) つ 夕刻: ホテ ルオ ー ク ラ 京 都 泊 (夕食 は フレ ンチ 、 鉄 板 焼き 、 京 料理 、 ジョ ン ・ ア クセ ル ロ ッ ド (首席 客演 指揮 者 ) 
中 国 料理 か ら ご 選択 いた だ け ま す ) 三浦 文 朝 ( ブ ヴァイオリン) 
午前 : 宿 一 下鴨 神社 一 北野 天満 宮 (菅原 道真 公 が 愛し た 梅園 ) つ し ょ う ざ ん リ 【 プ ログ ラム 】 
ゾー ト 京 都 (華やか な 装い の 舞 怒 さ ん の お 点 前 を 見 学 、 庭 園 散 策 ) 一 京都 コン ガー シュ ウィ ン : パリ の アメ リカ 人 
サー ト ホ ー ル (京都 市 交響 楽団 の 定期 演奏 会 を S 席 より 鑑賞 /14:30 開 演 ) 一 コル ン ゴ ルト : ヴァ イオ リン 協奏 曲 長調 作品 35 
京都 三 名 古屋 三 新 横浜 三品 川 京都 (17:00 て 18:30 着 ) スト ラヴ ィ ン ス キー : バレ エ 音 楽 「 春 の 祭典 」 


東京 (19:45 て 21:15 着 ) 


気軽 に 参加 で きる 日 帰り ツア ー も ご こ 用 意 い た し まし た ! 


| 掲載 No | 


NM 景 に 演じ られ る 最少 催行 人 員 :12 名 | 還 還 12 名 


2 語 本 cp 京 都市 交 響 楽団 演奏 会 
玄 な 風物詩 「 称 名 寺 新 能 」 題 享 の 松花 堂 弁当 


称名 寺 境 内 の 大 き な 
木 の 前 に 特設 され る 
能 舞 台 で 、 伝 統 芸能 
の ひと と き を お 愉し 


京都 市 交響 楽団 第 678 回 定期 演奏 会 
2024 年 末 に 引退 を 予定 し て いる 井上 道義 と 、 ゆ か り の 深い 京 響 の 希少 な 公演 を 
ご 坦 能 下さ い 。 


み 下 さい 。 井上 道義 (指揮 ) 京 響 コ ー ラ ス (女声 ) 金 で 井上 写真 事務 所 井上 玄 和 
博 林 陣 。 | 衝 名 人 野村 昔 師 可 右 陣 記 2 内 用 
生計 「 納 邊 外 村 調 ルー PR4 ls ラヴ ェ ル :「 ダ フ ニ ス と クロ エ 」 組 曲 第 2 番 
ドビュッシー : 夜 想 曲 金 
武満 徹 : 地平 線 の ドー リア 
ド ビ ピュッ ン シー : 交響 詩 「 海 」 
出発 日 5 月 3 日 ( 水 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 出発 日 5 月 20 日 ( 土 ) 
36,000 円 
※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、km モ ビリ ティ サー ビス の いずれ か 旅行 代金 (大 人 お ひび と り 様 ) 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 
※ 雨 天 時 は 横浜 市 金沢 公会 堂 で の 鑑賞 と な り ま す 。 29.000 由 。 1 
※ 利 用 バス 会 社 : 東豊 観光 、 奈 良 交通 、 国 際 興 業 大 坂 の いずれ か 。※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 
行程 っ バス 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 ++ そ の 他 な く 変 更に な る 場合 が ご ざい ます 。 予め ご 了承 の 上 、 お 申込 み 下さ い 。 
東京 (10:00 て 11:00 発 ) つ 首 都 高速 横浜 (11:00 て 12:00 発 ) 行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 その 他 
つ 横 浜 み な と みらい ・ な だ 万 ( 窓 の 向こう に 広がる 横浜 ベイ エリ ア を 新 大 阪 8:309:30 発 ) つ 名 神 高速 つ 近 鉄 竹 田 (9:4510:45 発 ) 
眺め な が らい た だ く 和 昼食 ) 一 三渓 園 ( 国 指定 名 勝 ) 一 神奈 川 県 立 金 っ 智積 院 (国宝 障壁 画 を 鑑賞 ) 琴 亭 別 館 (老舗 で 味わう 松花 堂 弁 当 
沢 文 庫 (北条 実 時 に より 創建 され た 鎌倉 時 代 の 武家 文庫 ) … 称名 寺 茜 昼食 ) 一 南 禅 寺 一 京都 コン サー ト ホ ー ル (上 京都 市 交響 楽団 第 
能 (第 26 回 称名 寺 新 能 を S 席 より 鑑賞 ※ ノ 17 時 開演 ) 一 678 回 定期 演奏 会 を S 席 より 鑑賞 ノ 14:30 開 演 ) 
横浜 (19:30 て 20:30 着 ) 一 首都 高速 一 東京 (20:30 て 21:30 着 ) 近鉄 竹田 (17:00 て 18:00 着 ) 一 名 神 高速 一 大 阪 梅田 (18:15 て 19:15 着 ) 


| | | 


いり 


著 8 


季 
節 
を 
愛 
基 
る 
旅 
名 
名 
ホ 
プ 
ル 
女 
ME3 
ひび 
思 
り 
旅 


本 呆 笠 


| さ ーY 党 三 | 甚 剖 つ 〇 ー | 
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| ー+ 下 ツル デコ | 


桜 


著 9 


3 ゆ グリ ー ン 車 利用 東京 タワ ー を 望む ザ ・ プ リン ス パー クタ ワー 東京 に 宿泊 に ea leerkuo| 
英国 ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 本 


人 租 】 
「 9 や ゞ ら 中 行 10 
ロミ オ と ジュ リエ ッ ト ,」 藍 中 人 
) 18 名 開 可 較 点 画 


(C) Alice Pennefather 


出発 日 6 月 29 日 ( 木 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 。 129,000 円 145,000 円 


- 大阪 発 164,000 円 180,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 


蓋 ニ O 隆 計 | で 由 斗 航 ・ 押 前 | 千 の ua 旨 mW 避 材 


泥 川 


1 
0 
0 
名 
城 
山 
旅 
ウ 
オ 

| 
ク 
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は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最 終日 新 大 阪 駅 まで 同 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 東栄 観光 バス 、 
km モビ リティ サー ビス の いずれ か ※ 部 屋 
タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 ザ ・ プ リン ス 
を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で 


ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 「 品 ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 


六 
印 


す 。 ※ 出 演者 ・ 内 容 は 予告 な く 変 更に な る 0 の 

場合 が あり ます 。 予 め ご 了承 下さ い 。 東京 客室 

行程 ー つ バス っ 航空 機 … 徒 歩 = 列車 一般 + そ の 他 英国 ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 
東京 (2:00 一 13:00 発 ) 新 大 阪 9:00 ご 10:00 発 ) = 京都 = 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 


名 古屋 = グリ ー ン 車 = 東京 
つ 東 京 文化 会 館 (英国 ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 を S 席 
より 鑑賞 ノ 13:30 開 演 ) つ 夕刻 : ザ ・ プ リン ス バー クタ ワー 東京 泊 (東京 タワ ー 
を 望む わ デ ラッ クス ツイ ン 宿 泊 、 ホテ ル 33 階 の レス トラ ン 「 ブ リー ズ ヴ ェ ー ル 」 
に て フレ ンチ タ 食 ) 
お 近く の 増上 寺 や 芝 公 園 の 散策 な ど 、 朝 の 東京 の 景色 を お 楽し み 下さ い 午前 : 


出演 予定 

ジュ リエ ッ ト : ヤス ミン ・ ナ グ デ ィ 

ロミ オ : MR ル 

指揮 クー ン ・ ケ ッ セ ルズ 

演奏 : 東京 シテ ィ ・ フィ ル ハ ー モ ニッ ク 管 弦楽 団 

英国 最大 の 規模 と 世界 的 名 声 を 誇る 英国 ロイ ヤル ・ バ レ エ 団 が 、 


窒 つ 浜離宮 恩 贈 庭 園 (江戸 時 代 よ り 続 く 大 名 庭園 を 散策 ) つ アド ミュ ー ジ アム 旬 の スタ ー た ち を そろ えて 4 年 ぶり に 来 日 し ます 。 今 回 上 演 さ 
東京 (広告 を 通し て 新しい 発見 に 出合 う 場 所 。 世 界 に 例 の な い 広 告 ミ ュー ジア ム を れる 「 ロ ミオ と ジュ リエ ッ ト 」 は シェ イク スピ ア の 国 の バレ エ 
見 学 ) 一 日 本 料理 東京 な だ 万 (190 年 の 永い 歴史 と 伝統 に 磨き ぬか れ た 日 本 7 2 

ー 強 語 の 中 で 生 この バレ エ 団 の 演劇 性 が 祭 す と ころ な 
料理 の 粋 を ご 覧 味 下さ い ) つ えま す 。 英 国 が 誇る 舞台 芸術 の 真髄 を 、 ど う ぞ 心ゆく まで お 楽 
東京 (15:00 て 16:30 着 ) 東京 ニク リ 語 ジ 車 三省 十 屋 思 し み 下 さい 。 


京都 三 新 大 阪 (19:30 て 21:00 着 ) 


同行 講師 : 西 河 哲也 氏 (瀬戸 内 の 地域 史 研 究 家 ・ 地 域 プラ ン ナ ー) 
瀬戸 内 が お も し ろ い 
尾道 ・ 輌 の 浦 ・ 瀬 戸田 を 歩く 


ーーーーーーー 一 牙 
| | 3 月 14 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


1.2 人 1 室 

東京 159.000 円 ーー 
- 大阪 発 131,000 円 浄 寺 山門 か ら の 風景 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 東京 駅 か ら 最 終日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 広 交 観 光 、 下 電 観 光 バ ス 、 お の みち バス の いずれ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 (1 人 1 室 は 街 側 
シン グル 、2 人 1 室 は 海 側 ツ イン 使用 ) ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 
真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


東京 ・ 大 阪 発 


少 人 数 バス 


副 
男 
加 
腸 


@ 福 山 観光 コン ベン ショ ン 協 会 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ++ そ の 他 
東京 (8:00 て 10:00) 三 品川 = 新 大 阪 (10:30 て 12:30) = 
新横浜 = 名 古屋 = 福山 新神戸 = 福山 ー- 
つ 旧 2 号 線 か ら 山 陽 本 線 に 沿っ て 尾道 へ つ 長 江 (I 旧 入り 江 )、 恨 神社 、 ロ ー レモ ン 谷 の レモ ン と し まな み 
プ ウ ェ イ で 千 光 寺 公 園 に 。 新 展望 台 か ら 尾 道 の 市 街 、 尾 道 水道 や 島々 を 眺望 、 常夜灯 海道 多々 羅 大 橋 


千 光 寺 、 み は ら 有人 (3 か ら 届 AP ( 住 
足 ・ 渡 船 を 利用 し て ) 向島 (対岸 か ら 尾道 旧 市 街 風景 ) > 港 … 土 堂 漁師 町 、 に の 財 5 
通り [近世 ・ 旧 山陽 道 ] タ 刻 : グ リ ー ン ヒル ホテ ル 尾 道 泊 尾道 周辺 は 、 丁 度 、 瀬 戸 内 海 の 中 央 部 。 西 側 の 豊後 


午前 : 宿 … 生生 深 旧 土 堂 小 、 時 光 寺 、 シ ドラ ー ハ ウス 、 光 明寺 、 水道 と 関門 海峡 、 東 側 の 伊 水 道 か ら 入 る 潮 の 流れ が 
吉備 津 彦 神社 、 室 土 寺 ] 一 尾崎 本 町 、 浄 土 寺 (国宝 :「 本 堂 」「 多 宝塔 」) 一 御 舟 宿 、 、 00 

いろ は (名 物 「 負 沖 け 」 な ど 和 尽 食 ) … 輔 の 浦 街 歩き (福神 寺 ・ 対 滑 楼 、 思 城跡 、 ぶつ か り 、 十 満 の 差 も 一 番 大 きく 、 潮 の 流れ も 西側 
近世 港町 5 要素 の 船 番 所 跡 、 常 夜 灯 、 波 止 、 座 木 、 交 場 跡 な ど 見 学 、 江 の 浦 漁師 町 、 疹 /ー ナ に 
東海 岸 の 寺 院 群 や 沼 名 前 神社 方 面 な ど ) 常石 港 ご フェ リー か ら 田島 、 横島 、 上 UIGRIX 人 ME 
島 、 20 生 た 押 下馬 人 誠 比 あッ デオ ッ マ ー ル (タデ リア で 多 島 海 を 形成 し て いま す 。 今 回 の ツア ー で は 、 
ニス 和 瀬戸 内 海 赤丸 > コ ヒ . 旦 . ー 王 人 0 な 白 且 ツ ろ 

午前 : 宿 … 尾道 港 尾 道 瀬戸 田 航路 瀬戸 田 … 瀬 戸田 の 旧港 町 を 散策 、 し 激 戸 内 海 の 地 勢 を 背景 と し た 特徴 的 な 浴 町 の うち 尾 
RM 人 人 0 ・ 住 る 江 旅 人 0 人 道 ・ 病 の 浦 ・ 瀬 戸田 の 三 つ を 歩い て みた いと 思い ま 
員 モン 収穫 > 光 昌 御 寺 越 え 、 安 芸 国東 端 ) -~ な み 海 道 一 NT EN 

福山 三 名 古屋 = 新横浜 = 衣 山 | 三 ま 交 誠 記 三 す 。 魅力 的 な 周辺 環境 と と も に 瀬戸 内 海 の 魅 力 を 体 
品川 三 東京 (20:00 て 22:00 着 ) 新 大 阪 (17:30 て 19:30 着 ) 感 し ます 。 (西河 哲也 ) 


< ゆ 同 行 講師 : 遠 山 美 都 男 氏 (学習院 大 学 講師 ) 
逆 り 日 本 書 紀 
王 申 の 乱 を ゆく 


上 
| 3 月 24 日 ( 金 ) し 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 161.000 円 161.000 円 
現地 発着 137,000 円 137,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コース で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 奈良 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 (2 人 1 室 は 1 泊 目 が キャ ッ ス ルビ ュー の お 部 屋 と な り ま す ) 
※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 古 墳 や 神社 な ど 、 歩 
いて の ご 見 学 が 多く な り ま す 。 ま た 、 行 程 の 順番 を 入れ 替え て ご 案内 する 場合 が ご ざい ます 。 


行程 ーー バス 有 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (8:30 て 9:45 発 ) 三品 川 三 新横浜 岐阜 羽島 (10:30 て 11:45 発 ) 
三 名 古屋 三 岐阜 羽島 


一 大 領 神社 (不破 郡 長官 、 宮 勝木 実 を 祀る ) 長者 屋敷 (野上 行 宮 跡 ) 一 桃 配 
山 (徳川 家康 最初 本 陣 、 生き を と) koh 
更 掛 石 … 不 破 関 跡 … 井上 神社 (天武 天皇 を 祀る ) … 若宮 八幡 神社 (大 友 皇 
祀る ) … 不破 関 資料 館 つ 自害 が 峯 (大 友 皇 子 首 時 了 地 ) > タ 秘 : 彦根 キャ 9 
ルリ ゾー ト & ス パ 泊 ( 和 会 席 タ 食 、 彦 根城 を 望む 大 浴場) 

午前 : 宿 一 鬼 室 神社 (近江 朝廷 高官 ・ 鬼 室 集 新 の 墓 ) 一 蒲生 野 一 瀬田 唐橋 ( 王 申 
の 乱 最終 決戦 地 ) 一 御霊 神社 一 茶臼山 古墳 (大 友 皇 子 葬り 塚 ) 一 大 津 市 歴史 
博物 館 一 弘文 天皇 陵 つ 錦織 遺跡 (近江 大 津 宮 跡 ) 天智 天皇 陵 っ 夜 : 奈 良 県 橿 
原市 ・THE KASHIHARA 泊 ( 和 会 席 タ 食 、 温 泉 大 浴場 ) 

午前 : 宿 一 牟 佐 第 神 社 (神託 が 下さ れ た 神社 ) 飛鳥 寺跡 (開戦 の 地 ) … 石神 遺跡 、 
雷 丘 東方 遺跡 一 箸 墓 古墳 (激戦 地 ) 一 村 屋 神社 (激戦 地 ) 一 石光 寺 (天智 天皇 
創建 の 寺院 ) - 絞 靖 天皇 陵 一 
橿原 神宮 前 近鉄 特急 = 京都 = 
名 古屋 新横浜 = 品川 ニ 

東京 (20:30 て 21:45 着 ) 


橿原 神宮 前 (16:30 て 18:00 着 ) 


東京 発 ・ 
現地 発着 


(東京 ) 朝 2、 昼 3、 夕 2 
(現地 発着 ) 朝 2、 昼 2、 タ 2 


バス 邊 ひ , 


7 


6AES5RB0 


人 現地 発着 | 6CES5RB0 


\ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


瀬田 唐橋 
写真 提供 : びわ 湖 大 津 
観光 協会 


彦根 キャ ッ ス ル 
リゾ ー ト & ス パ 
大 浴場 


日 本 の 伝 存する 最 古 の 歴史 書 『 日 本 書 紀 』。 講師 の 未 

山 美 都 男 氏 の 解説 の も と 時 代 を 遡り ます 。 美濃 ・ 近 

江 ・ 大 和 な ど 広 範囲 に わた り 繰り 広げ られ た 日 本 古 

代 史 上 最大 の 戦い ・ 王 申 の 乱 。 今 回 は 、 そ の 戦乱 の 

跡 か ら 、 著 墓 や 村 屋 の 戦い な どの 激戦 地 、 最 後 の 決 

戦 の 地 で ある 瀬田 唐橋 、 大 海 人 皇子 が 戦乱 の 最 中 に 

本 拠 地 と し た 野上 行 宮 跡 な か ど ゆ か り の 地 を 訪ね ます 。 
今回 の み の ご 参加 も 大 人 歓迎 で す 。 皆様 の ご 参加 を お 

待ち し て お り ま す 。 


⑬3 同行 講師 : 山 田 隆彦 氏 (日 本 植物 友の会 
早春 の 越後 花 紀行 
日 本 海 に 咲く スミ レ を 訪ね て 


副 会 長 ) 


出発 日 4 月 30 日 (日 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 94,000 円 99,000 円 
現 地 発着 76,000 円 81.000 円 


※ 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : 直江 津 観光 、 頸 城 自 動車 、 越後 交通 の 
いずれ か 
※ 部 屋 タイ プ : 洋室 


※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ お 花 を 観察 し な が ら 歩 きま す 。 ハ イキ ング 、 軽 登山 の 
服装 で ご 参加 下さ い 。 

※ 花 の 開花 状況 は 気象 条件 に よっ て 左右 され 、 ご 覧 いた 
だ け な い 場合 が あり ます 。 


オオ タチ ツボ スミ レ 


行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 舶 + そ の 他 
東京 (9:00 て 10:45 発 ) 三 大宮 = 上 越 妙 高 (11:15 て 13:00 発 ) 
上 越 妙 高 
つ 柿 崎浜 (イリ ソス ミレ や アナ マス ミレ を 探勝 ) 一 新潟 県 立 大 潟 水 と 森 公園 (日 
本 海 沿岸 の 砂丘 後背 地 に 発達 し た " 潟 "の 貴重 な 自然 を 残し 伝え る 公園 を 散策 、 サ クラ 
や ミツ ガ シ ワ な ど ) アー ト ホ テ ル 上 越 泊 ( 和 会 席 夕食 ) 
午前 : 宿 上 越 市 くわ どり 市 民 の 森 (上 越 市 の 西部 中 山間 地 、 桑 取 谷 の 最 奥 
に 位置 する 自然 豊か な 水源 の 森 、 オ オタ チ ツ ボス ミレ や ナガ ハン シス ミレ 、 カ 
タク リ な と 早春 の 花 ) 一 春日 山 (戦国 時 代 の 名 将 ・ 上 杉 謙信 公 の 居城 と し て 知ら 
れる 春日 山城 跡 に 咲く 早春 の 野草 を 観察 ) 一 
上 越 妙 高 大宮 = 上 越 妙高 (16:30 て 18:00 着 ) 
東京 (19:00 て 20:30 着 ) 


東京 発 ・ 
東京 発 |6AEDKS00 | 記 光 生ま 
75 | 食事 = | 
現地 発着 |6CEDKS00 


(東京 ) 朝 1、 昼 2、 夕 1 
\ 最少 催行 人 貞 : 10 名 


(現地 発着 ) 朝 1、 昼 1、 タ 1 


少 人 数 邊 バス 
18 名 


※ 全 て 山田 隆彦 氏 撮影 


柿崎 海岸 の アナ マス ミレ 柿崎 海岸 の イソ スミ レ 


カタ クリ ナガ ハシ スミ レ 
雪解け を 迎え 、 春 が 訪れ た ば か り の 越後 へ 。 ス ミレ 


WT し タ い HH の 内 で 、 日 本 海 の 

咲く スミ レ を 訪ね ます 。 新潟 県 立 大 濁水 と 森 

0 人 RAM 

・ 上 越 市 くわ どり 市 民 の 森 を 散策 し 、 カ タク リ や ク 

ロ ヒ メカ ン ア オイ 、 ア ズ マ シロ カネ ソウ な どの 早春 
の 花 も 観察 し ます 。 
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| ー ィ ポキ V み で | 


い 


著 8 菜 


茎 ニ で 訂 対 で 由 斗 前 悼 措 | 落 い 員 燃 誰 器 憶 
| | | | 


ヒー ゴ 
に に 」 
楽 


| ー+ 下 ルー デ | 


い 


著 S 


| 落 ご O 故 対 | で 届 斗 前 ・ 居 交 | 和 a 隊 竹本 | 


上 ・ ゴ 
に に 」 
楽 
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3 同行 講師 : 荒 尾 努 氏 ( 平 曲 (正調 平家 琵琶 ) 弾き 語り 奏者 ) 


平家 琵 茸 の 調べ と 平家 物語 の 世界 


能登 ・ 北 陸路 編 


出発 日 5 月 12 日 ( 金 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 。 162,000 円 168,000 円 
現地 発着 143,000 円 149,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 羽田 空港 まで 同行 し ます 。 


※ 利 用 バス 会 社 : な る わ 交 通 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※ 部 屋 タイ プ : 1 泊 目 洋室 また は 和室 また は 和洋 室 2 泊 目 洋室 


行程 ーー バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (8:00 て 9:30 発 ) 三 大 宮 三 金沢 金沢 (11:00 て 12:30 発 ) 

っ 能登 ・ 上 時 国家 (能登 に 配流 と な っ た 平時 忠 を 祖 と する 時 国家 の 旧家 ) 一 平時 

忠 卿 及び 其 の 一 族 の 墓 一 夜 : ロ イヤ ル ホ テル 能登 泊 (温泉 大 浴場 、 能 登 の 幸 和 

会 席 夕 食 ) 

午前 : 宿 一 高岡 市 ・ 如 意 の 渡し (義経 伝説 ) 一 弓 の 清水 、 般 若 野 古戦場 (平家 

軍 対 木曽 義仲 軍 ) 一 壇 生 護国 八幡 宮 (木曽 義仲 が 戦勝 を 祈願 、 宝 物 殿 、 木 曽 義仲 像 、 

鳩 清水 、 奉 納 演奏 ) > 匠 用 口 (義仲 軍 が 太鼓 ・ 法 螺 具 を 用 いて 一 斉 に 関 の 声 を 上 げた ) 
> 臓 川 (平家 軍 の 死骸 か ら で た 臓 が 川 に 流れ 出 た こと が 名 前 の 由来 ) 倶利 伽羅 

不動 寺 … 火 牛 の 像 、 猿 ヶ 馬 場 、 平 家 物語 碑 、 倶 利 伽 羅 展望 台 、 源 平 供養 塔 、 

平 為 盛 塚 、 倶 利 伽羅 小道 ( 旧 北 陸 道 )、 奉 納 演奏 … 駐 車場 夕刻 : 金 沢 ニ ュ 
ー グ ラン ド ホ テル プレ ステ ー ジ 泊 

午前 : 宿 一 安宅 の 関 (勧進 帳 も の が た り 館 ) つ 福井 県 坂井 市 ・ 実 盛 堂 (斎藤 実 盛 
を 祀っ た 堂 ) -~ 実 盛 池 (実成 が 生ま れ た 際 に 産 湯 に 使っ た と され る 池 ) つ 篠 原 古 戦 

場 跡 、 実 盛 神社 、 首 洗 池 (義仲 が 実 盛 の 首 級 を 洗わ せ た ) 実 盛 塚 ( 実 盛 の 亡骸 
を 葬っ た ) 一 多 太 神社 (木曽 義仲 が 免 を 奉納 ) 一 

小松 駅 一 小松 空港 小松 駅 (16:30 て 17:30 着 ) 

羽田 空港 (18:30 一 20:00 着 ) 


東京 発 ・ 
6AENKR00 
ze 区 6CENKR00 


\ 最少 催 行人 貞 : 10 名 


に 朝 2、 昼 3、 7 務 
7 務 


小矢部 市 ・ 壇 生 護国 八幡 宮 


石川 県 観光 連盟 


小矢部 市 ・ 木 曽 義仲 の 騎馬 像 


小矢部 市 ・ 倶 利 人 羅 小 道 - 
( 旧 北 陸 道 ) 時 国家 (本 家 上 時 国家 ) 


「 平 家 を 語り 、 葬 琶 を 弾 じ る 」、 盲 目 の 葬 琶 法師 た ち 


に よっ て 語り 継が れ て きた 八 百 年 続 く 日 本 の 伝統 文 
化 ・ 平 曲 (平家 琵琶 )。 「 平 成 ・ 令 和 の 琵琶 法師 」 荒 
尾 努 氏 の 平家 の 語り と 琵琶 の 調べ と と も に 、 各 地 の 
平家 物語 めか り の 地 を めぐ り ま す 。 今 回 は 、 3 日 間 
と も 荒尾 努 氏 の 同行 解説 で 、 能 登 ・ 加 賀 へ 。 北 陸 に 
残る 、 般 若 野 、 倶 利 伽羅 峠 、 篠 原 な どの 上 洛 す る ま 
で の 木曽 義仲 の 戦い の 足跡 を た どる と と も に 、 平 時 
忠 や 源義 経 に 関す る 伝承 を 訪ね ます 。 この 機会 に 是 
非 、 平 家 物語 の 世界 へ お 出かけ 下さ い 。 


⑬3》 同行 講師 : 入 口 仁志 氏 (長崎 巡礼 セン ター 事務 局長 ) 


五島 列島 全教 会 を 巡る 


の で 


上 五島 中 遂 島 ・ 若 松島 篇 


5 月 10 日 ( 水 ) 


東京 発 。 191,000 円 
- 大阪 発 。 181.000 円 


※ 現 地 発着 の 旅行 代金 は 、 東京 発 の 旅行 代金 より 29,.000P 
コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 長崎 空港 か ら 最 終日 長崎 空港 まで 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 西 肥 バス 、 長 
崎 バ ス 観 光 、 上 五島 観光 交通 ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 写真 掲載 に 当たっ て は 大 
司教 区 の 許可 を いた だ いて いま す 。 
行程 
羽田 空港 (9:30 て 12:30 発 ) 
長崎 空港 長崎 空港 
っ 長崎 港 有 有川 港 一 夜 : 新 上 五島 町 ・ ホ テル アオ カ 上 五島 泊 (奥田 政行 氏 が プ 
ロ デ ュ ー ス する 館内 レス トラ ン 「restaurant umigoto」 に て フレ ンチ 料理 夕食 ) 


EE に | 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


PE 
199,000 円 
189,000 円 


引き と な り ま す 。 ※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 


ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 
伊丹 空港 (12:00 て 14:00 発 ) 


++ その 他 


東京 発 * 現 地 発着 ・ 
大 阪 発 


朝 3、 昼 3、 夕 3 


東京 発 
| 6AEYKR00 


7 7 大 阪 発 |6CEYKR00 


『 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


中 ノ 浦 教会 @ 長 大 県 観光 連盟 


朝 : 宿 一 大 平 教会 一 有 福 教会 一 土井 ノ 浦 教会 一 土井 ノ 浦 港 て キリ シタ ンク 

ルー ズン キリ ン シ タ ン 洞 窟 、 若 松瀬 戸 こ 郷 の 首 一 曽根 教会 一 大 水 教 会 一 小瀬 

良 教会 つ 江 袋 教 会 一 赤 波 江 教会 一 仲 知 教会 一 米山 教会 一 夜 : 新 上 五島 町 ・ 
同 ホ テル 泊 (割烹 房 寿 に て 和 会 席 夕食 ) 

午前 : 宿 一 冷水 教会 一 青 方 教会 一 大 曽 教会 一 跡 次 教会 一 佐野 原 教会 一 船 隠 

教会 一 浜 串 教 会 (希望 の マリ ア 像 ) 一 旧 鯛 ノ 浦 教会 一 頭 ヶ 島 教会 ( 鉄 川 与 助 

設計 の 石造 り の 天主 堂 ) 一 丸尾 教会 一 青 砂 ヶ 浦 教会 夕刻: 新 上 五島 町 ・ 同 ホ 

テル 泊 (「restaurant umigoto」 に て フレ ンチ 料理 夕食 ) 

朝 : 宿 一 猪 ノ 浦 教会 一 焼 崎 教 会 一 真 手 ノ 浦 教会 つ 中 ノ 浦 教会 一 高井 旅 教会 
> 福 見 教会 一 桐 教会 一 若松 大 浦 教会 一 有川 港 て 長崎 港 一 

長崎 空港 長崎 空港 ラ 

羽田 空港 (20:50 て 22:50 着 ) 伊丹 空港 (18:50 て 20:50 着 ) 


豆 ノ 島 教 会 


@⑥ 長 崎 県 観光 連盟 


五島 列島 に は 実に 50 も の カト リッ ク の 教会 が あり 、 
「 祈 り の 島 」 と も 呼ば れ て いま す 。 カ トリ ッ ク 長 崎 大 
司教 区 認定 の 53 人 箇所 巡礼 地 ス タン プ 帳 を 片手 に 、 各 
教会 で 押印 し な が ら 巡 礼 し ます 。 シ リ 和 
達成 する と カト リッ ク 長 崎 大 司教 区 司祭 に よ 
0 」 が 発行 きれ ます 。 旅 の 案 AO 
に 五島 キリ シタ ン の 歴史 を 辿り 、 人 の 生き 様 、 
い を 知る 旅 に 出かけ ませ ん か 。 


続 100 名 城 
1 
7 


日 本 の 名 城 め ぐり 


日 本 100 名 城 ・ 続 日 本 100 名 城 


日 本 城郭 協会 が 選定 し た 「 日 本 100 名 城 」「 続 日 本 6 
100 名 城 」 を 中 心 に 、 現地 ガイ ド の 解説 付き (一 部 =? 
を 除く ) で 、 効 率 よく 名 城 を めぐ り ま す 。 


東京 発 ・ 
現地 発着 


ぐ 3 ゆ 弁 川 山城 八幡 山城 ・ 鎌 刃 城 ・ 


ぁ 最 少 催 行人 上 員 : 10 名 


玄 善 尾 城 ・ 佐 柿 国吉 城 


典型 的 な 山城 の 草川 山城 、 秀 次 の 居城 の 八幡 山城 、 大 石垣 の 
遺構 が 想像 で きる 鎌 丸 城 、 秀 吉 撃 退 の 本 陣 を 置い た 玄 善 尾 城 、 
戦時 に 詰 城 と な っ た 佐 柿 国吉 城 の 5 つの 山城 を めで り ま す 。 


出発 4 月 1 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 

出発 地 1 人 ] 室 

東京 発 129.,000 円 131,000 円 

現地 発着 107,000 円 109,000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 東京 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同 
行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : ヤサカ 観光 バス 、 奈 良 交通 、 湖 国 バ ス 、 東 豊 観光 の い 
ずれ か ※ 部 屋 タイ プ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ す 
べ て 山城 を めぐ る の で 、 ハ イキ ング 等 の ご 準備 で お 願い し ます 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 


東京 (9:00 て 10:00 発 ) 三品 川 = 京都 (11:30 て 12:30 発 ) 

新横浜 = 名 古屋 三 京 都 

っ 【159 番 】 弁 川 山城 ( 多 内 を 支配 し た 三好 政権 ) … 夕刻 : グ リー ン ホ 
テル Yes 近 江 八 幡 泊 (人 工 温泉 「 八 幡 の 湯 」) 


午前 : 宿 一 【157 番 】 八 幡 山 城 (琵琶 湖 の 眺め ) つ 【156 番 】 鎌 刃 城 ( 弘 
南 ・ 港 北 の 境目 に 築城 ) ~ 夕刻 : ホ テル ルー トイ ン 敦 賀 駅 前 泊 (人 エ 
温泉 「 旅 人 の 湯 」) 

午前 : 宿 つ 【140 番 】 玄 善 尾 城 (柴田 勝家 隆 戦 の 城 ) つ 【139 番 】 佐 柿 国 
吉 城 (朝倉 氏 侵攻 を 退け た 難攻不落 の 城 ) > 

米原 名 古屋 = 品川 三 新横浜 米原 (16:10 一 17:30 着 ) 

三 東京 (19:10 一 20:20 着 ) 


日 本 の 名 城 めぐ り 


桜 と 鈴 ヶ 城 天守 間 


ポイ ント 

以 各 城 は 地元 ガイ ドド の 解説 付き (一 部 除く ) ! 

以 日 本 100 名 城 ・ 続 日 本 100 名 城 の スタ ンプ 集め る 
楽し み で す 。 
(添乗 員 が 代行 し て スタ ンプ を 押印 し ます の で お 城 
めぐ り に 専念 出来 ます )。 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を 

※ ス ケ ジ ュ ー ル は 予定 で す 。 天候 や 進行 状 

合 も あり ます 。 
※ バ スガ イド は 乗務 し ませ ん 。 


日 本 の 名 城 め ぐり REN 
還 還 _ 
TE FR 
79 


BY 桜 咲く 福島 路 
三春 城 * 会 津 若松 城 
最少 催行 人 員 : 10 名 

向 羽 黒山 城 


桜 咲く 福島 路 、3 つ の 名 城 を めぐ り ま す 。 工 事 中 で し た 会 津 
若松 城 の 天守 開 は 4 月 に 段階 的 に リニュ ー ア ルオ ー プ ン し ま 
す 。 天 然 記念 物 、 滝 が 流れ 落ち る よう に 枝 垂 れ 咲 
も 訪ね ます 。 
出発 日 


' 洋 桜 」 


4 月 15 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お び ひと り 様 ) 


1 人 1 室 
東京 発 79.800 円 


80,800 円 
大 阪 発 108,800 円 109,800 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 新 大 阪 駅 か ら 最終 
で 同行 し ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 福島 交通 、 郡 山中 央 交通 、 会 津 乗 合 自動 
れ か ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
城 と 向 羽 黒山 城 は 山城 で す 。 ハ イキ ング 等 の ご 準備 で お 願い し ます 。 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (10:10 て 11:10 発 ) 大 宮 三 新 大 阪 (7:20 て 8:30 発 ) 京都 
郡山 三 名 古屋 三 東京 = 郡山 
ー 【110 番 】 三 春城 (戦国 期 の 山城 が 近世 城郭 と し て 存続 ) 一 三春 滝 桜 
(天然 記念 物 の 名 桜 ) 一 夕刻 : 会 津 若松 ワリ ワシ ント ン ホ テル 泊 
午前 : 宿 一 【12 番 】 会 津 若松 城 (桜の 鶴 ヶ 城 公園 、4 月 リニュ ー ア ルオ 
ー プ ン の 天守 閣 ) 一 【111 番 】 向 羽黒 山城 ( 薦 名 盛 氏 が 隠居 城 と し て 築 
2 いた 大 規模 な 山城 ) 
郡山 大宮 = 
東京 (17:00 て 18:00 着 ) 


郡山 三 東 京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (20:00 て 21:00 着 ) 


< 人 花 萬 蒲 の 遠州 路 


出発 日 5 月 20 日 ( 土 )、23 日 ( 火 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
1 人 1 室 
東京 発 76,800 円 78,800 円 
大 阪 発 79,800 円 81,800 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 掛川 駅 か ら 最終 日 浜松 駅 まで 同行 し ます 。 ※ 利 
バス 会 社 : 浜松 バス また は な ゆ た 観 光 自動 車 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 に つい て は P47 を 


掛川 城 ・ 諏 訪 原 城 ・ 高 天神 城 ・ 


ご 参照 下さ い 。 


行程 


1 


※ 諏 訪 原 城 と 高 天 神 城 は 山城 で す 。 ハ イキ ング 等 の ご 準備 で お 願い し ます 。 


っ バス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 
東京 (8:20 て 9:30 発 ) 三品 川 = 新横浜 新 大 阪 (7:50 て 9:00 発 ) = 京都 ニ 
= 掛川 名 古屋 = 掛川 

っ 【42 番 】 掛 川 城 ( 山 


原 城 ( 起 
食 、 大 浴場 ) ※ 大 浴場 は 天然 鉱石 を 使用 し て いま す が 温 泉 で は あり ませ ん 


午前 : 宿 一 加茂 荘 花鳥 園 ( 約 600 種 50 万 本 の 花 萬 蒲 や アジ サイ ) ~ 【147 番 】 高 天神 
が 奪い 合っ た 要衝 の 城 ) つ 【148 番 】 浜 松 城 (家康 が 遠江 進出 の 拠点 


城 (徳川 ・ 武 
と し た 城 ) > 
浜松 三 新 横浜 = 品川 = 
東京 (17:40 て 19:00 着 ) 


浜松 = 名 古屋 京都 = 
新 大 阪 (17:40 て 19:00 着 ) 


+ その他 


一 豊 が 大 改築 し て 天守 を 築き 上 げた 名 城 ) つ 【146 番 】 諏 訪 
H 氏 に よる 遠江 侵攻 拠点 の 城 ) 夕刻 : パ レス ホテ ル 掛 川 泊 (会 席料 理 夕 


6AEKKT20 


朝 1、 昼 2、 夕 1 


大 阪 発 | 6CEKKT20 


ぁ 最 少 催行 人 貞 : 10 名 


浜松 城 


遠州 ・ 加 茂 荘 花鳥 園 で 花 萬 蒲 が 咲き 競う 頃 、4 つ の 
名 城 を 訪ね ます 。 再 建 さ れ た 天守 が 残る 掛川 城 、 武 
田 流 
東農 と 西 峰 の 曲輪 群 か ら な る 一 城 別 郭 の 高 天 神城 、 
江戸 幕府 の 要職 者 を 輩出 し た 出世 城 と し て 知ら れる 
浜松 城 で す 。 初 夏 の お 城 め ぐり を お 楽し み 下 さい 。 


と 徳川 流 の 築城 術 を 駆使 し た と され る 諏訪 原 城 、 
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| ー+ 由 メデ テコ | 


| 苦い で 作 対 | で せ 斗 前 ・ 悼 前 Mo 著 9 江 


泥 川 


菅 前 つ 〇 ー 


さ ーay 党 ビ 


| ー+ 由 ツル テコ | 


いり 


| 苦い で 作 対 | で 出店 前 ・ 判 前 | 甘 a 隊 呈 恒 | 著 9 藤 


泥 川 
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東京 発 | 6AEPKONO 


中 山道 ・ 木曽 路 十 一 宿 を 歩 く 全 4 回 本 6CEPKONO 
第 1 回 馬籠 ・ 雪 芝 宿 か ら 三 暫 野 奏 最少 催行 人 貞 12 名 


4 月 8 日 ( 土 ) 還 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 長野 県 毛 〔 宇 江戸 ] 
木曽 十 一 宿 
東京 73.000 円 73,500 円 
大 阪 64,500 円 65,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添 乗員 は 初日 名 古屋 駅 か ら 最終 日 名 古屋 駅 まで 同行 。 ※ 利 
バス 会 社 : 名 阪 近鉄 バス ※ 部 屋 タ イプ : 洋 室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ 
い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 D 約 9 和 品 ② 約 11*』 ※ 第 2 回 「 野 尻 宿 か ら 須 原宿 ・ 寝 覚 の 
床 」 は 5/13 発 で す 。 (詳し く は 「 山 旅 2023 パ ン フ レッ ト 」 や ホー ムペ ー ジ を ご 参照 下さ い ) 


ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 ユ そ の 他 
東京 (7:30 て 8:30 発 ) 三品 川 = 新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) 京都 = 
新横浜 = 名 古屋 名 古屋 

1 っ 【 馬 籠 宿 (1)】 本 陣 跡 、 清 水 屋 資 料 館 、 隊 村 記念 館 、 全 値 上 陣 馬 問 ご ・ 梨 子 
0 ・ 十 返 舎 UN ・ 今 井 家 住宅 … 馬籠 峠 (標高 801m) … 男 : 2 
… 大妻 籠 の 一 里塚 … 【 妻 籠 宿 (2)】 お し ゃ ご じ さ ま 、 熊 谷 家 住宅 、 く ぼ ほ ら 茶 

改 、 良寛 句碑 タ : ルー トイ ン 中 津川 イン ター 泊 (近隣 の 食事 処 で 夕食 ) 
朝 : 宿 一 妻 籠 … か ぶ と 観音 … 袖 振 の 松 …【 三 留 野宿 (3)】 本 陣 、 脇 本 陣 … 南 木 
曽 … 三味 坂 … 与 川 渡 の 石 地 蔵 … 天 橋 跡 … 旧 十 二 兼 村 … 石仏 石塔 群 … 阿 

2 ぎ 渓 谷 入口 つ 桃 介 橋 一 


名 古屋 三 新横浜 品川 = 名 古屋 三 京都 = 
東京 (19:30 一 20:30 着 ) 新 大 阪 (18:30 一 19:30 着 ) 馬籠 宿 か ら 妻 籠 診 へ 


第 1 回 桂 の きき 地蔵 院 か ら 嵐 山 、 清 最少 催行 人 員 : 12 名 


4 月 29 日 ( 土 ・ 祝 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


東京 発 76,800 円 78,800 円 
大 阪 発 57,800 円 59,800 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 京都 駅 か ら 最終 日 京都 駅 まで 同行 。 ※ タ クシ ー 
また は 路線 バス 利用 ※ 部 屋 タ イプ : 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 
※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 約 7 ね ② 約 8 和 品 ・6 時 間 


ー バ ス 愛 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 7:30 て 8:30 発 ) 三 品川 = 京都 (9:00 て 11:00 発 ) 剛 
新横浜 三 名 古屋 三 京 都 鳥居 本 集落 
1 四条 上 桂 … 地 蔵 院 ( 竹 の 寺 ) … 苔 寺 谷 … 松尾 山 (235m、 京 都市 街 を 一 思 ) 
… 虚空 蔵 法輪 寺 (枕草子 ・ 寺 の 段 ) … 嵐山 公園 … 財 峨 岳 山 三 京 都 … 夕 刻 : ホ 、 杏 ュー 十 
| テル ・ エ ル シ エ ント 京都 泊 (大 浴場 が 嬉し い 占 孝 MK 5 に 連なる 東山 、 0 西山 の 
朝 : 宿 … 京 都 三 虐 峨 嵐山 … 天龍 寺 (庭園 見 学 と 法 堂 「 雲 龍 図 」 世界 遺産 ) … 野 農 々 を 、 伏 見 桃山 か ら 比 吉 山 、 大 原 、 江 馬 、 嵐 山 を 
宮 神 社 (源氏 物語 ゆか り ) … 竹林 の 小径 … 常 寂 光 寺 … 二 尊 院 … 奥 農 峨 ・ 鳥 居 経て 地蔵 院 ま で 結ぶ 約 80km の ハイ キン グル ー ト 
本 (町 屋 風 民家 と 茅 茸 農家 の 並ぶ 情 趣 あ る 町 並み ・ 重 要 伝 統 的 建造 物 群 保存 地区 ) 大 才 し 還 @ 。 = っ JH 
野内 人 仏 き … 太 丁 峠 落合 … 清 滞 ・ 金 鈴村 届 山 = 人 
京都 = 名 古屋 三 新 横浜 三品 川 = 京都 (16:0017:0O 着 ) ・ 地蔵 院 を 起点 に 「 西 山 」 を 歩く 全 2 回 の 歩き 旅 へ ご 
東京 (19:00 一 20:00 着 ) 案内 し ます 。 


レベ ル 
1 


東京 人 ネ 京 . 1 還 還 : 本 回 東京 発 東京 
大 了 大 了 
①3! ゆ 残雪 の 北ア ルプ ス の パノラマ と 人 貞 :12 名 。 0 信州 白馬 「 鬼 」 を 冠 する 春の 里 人 
春の 花々 に 出会う RE て 可憐 な 花 た ちと 絶景 に 出会う 旅 
My 「 aa び ひか る じょう や ま = ョ 時 。 JH に に ラテ 
桜の ' 登 り 竜 」 光 城山 と 残 緒 の アル プス 絶景 ・ 青 鬼 集落 と 


ーー ムー 


鬼無里 の 水 苗 薫 


登山 道 に 沿っ て 1500 本 も の 桜 並 本 が トン 残雪 の アル プス を 背景 に 普 な 
eS 2 く 安曇 野 ・ 光 城山 。 そ の 光 が ら の 山村 集落 と 棚田 が 残る 
有 丸 は 「 登 り 竜 」 と も 呼ば れ 、 山 頂 か ら は 雪 美しい 里 ・ 青 鬼 集 落 を 訪ね ま 
を まとう 常 念 山脈 を 一 望 し ます 。 ミ スミ ソ す 。 ま た 、 日 本 最大 規模 の 水 
ウ や カタ クリ な ど 春 の 山野 草 が 道 の 両 側 に 到 薦 群 生地 を 訪ね て 、 妙 高 戸 
光 城 山 の 桜 咲き 競う 「 堀 の 道 ・ 天 神道 」 も お 楽し み に 。 隠 国立 公園 の 山 ふ と ころ 深く 、 
鬼無里 へ 。 
出発 4 月 22 日 ( 土 ) 量 只 5 月 6 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
| 時 0 | 1 人 1 MTR 多 ( 人 SO と り 和 
東京 発 。 61.800 円 65.800 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 松本 駅 か ら 最終 日 塩尻 駅 まで 同行 し - 大阪 発 69,800 円 73,800 円 
ます 。 ※ 利 用 バス 会 社 : 太陽 バス ※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 ※ 利 用 バス 会 社 : 塚田 運輸 ※ 部 屋 タ イプ : 和室 また は 洋室 ※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に 
地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 ① 約 7 和 ・ つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 ※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 歩 程 ① 散 策 程度 ② 約 4 
3 時 間 ② 約 6 ね ・3 時 間 ね ・2 時 間 
行程 っ バス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 て 船 + そ の 他 行程 っ ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
新宿 8:30 て 9:30 発 ) 八王子 三 新 大 阪 (8:00 て 9:00 発 ) = 京都 ニ 東京 (9:00 て 10:00 発 ) 三 大 宮 三 大 阪 7:20 て 8:20 発 ) = 新 大 阪 = 
松本 名 古屋 = 松本 糸魚川 京都 三 金沢 三 糸 魚 川 
っ 長峰 山 (933m) … 蝶 の 森 … 天平 の 森 … 子 の 神 … 光 城山 (912m) つっ 姫川 源流 自然 探勝 園 (湧き 出す 姫川 の 源流 と 一 面 の ニリンソウ ) … 
… 桜 の トン ネル を 通っ て … 登 山口 (600m) 一 大 町 山岳 博物 館 公園 青 鬼 集 落 (重要 伝統 的 建築 物 群 と 白い アル プス と 棚田 の 里 ) 一 夕刻 : 白 
( 後 立山 連峰 の 絶景 ) つ 夕刻 : 白 馬 机 池 温泉 ・ ホ テル サニー バレ ー 泊 馬 机 池 温泉 ・ ホ テル サニー バレ ー 泊 
朝 : 宿 一 島 温泉 … 唐 崎 石仏 群 … カ タク リ や ミス ミソ ウ 咲 く 塩 の 道 朝 : 宿 一 奥 裾 花 観 光 セ ンタ ー… 鬼 無 里 ・ 奥 裾 花 自然 園 (今池 湿原 
「 天 神道 」… 三峰 様 … 城 の 越 … ね じ か け … 湯 原 … 猫 鼻 石 仏 群 … か ら こ うみ 平 湿原 へ 81 万 本 と いわ れる 水 茜 薦 群生 の 中 を 歩く ) 一 鬼無里 
蒲原 沢 … 国 堺 橋 っ 上 手 村 水 仙 街 道 ・ 白 山 社 大 杉 一 ふる さと 資料 館 一 高山 寺 (アル プス を 望む 天空 の 寺院 ) 
南小 谷 三 八王子 = 南小 谷 三 塩尻 三 名 古屋 三 京都 長野 大 宮 = 長野 名 古屋 京都 = 


新宿 (18:00 て 19:00 着 ) 


レベ ル 
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NEW 


は な も も の 里 ・ 富 士 見 台 


三 新 大 阪 (19:00 て 20:00 着 ) 


清水 美 重子 氏 と 行く 植物 観察 紀行 春の 花々 に 


日 本 の チロ ル 」 に 泊まっ て 
高原 で 植物 観察 ゅ 最少 催行 人 員 : 12 名 


東京 (17:00 て 19:00 着 ) 


会 う 旅 


東京 発 | 6AEPKOH0 


大 阪 発 | 6CEPKOHO 


出発 日 4 月 22 日 ( 土 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひとり 様 ) 

女性 相 部 屋 1 人 ] 室 

| 東京 発 。 98,000 円 99,800 円 103,000 円 

大 孤 発 78,000 円 79,800 円 83,000 円 

※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 員 は 初日 名 古屋 駅 か ら 最 終日 名 古屋 駅 まで 同行 し ます 。 

※ 利 用 バス 会 社 : 結い バス 

※ 部 屋 タ イプ : 和室 (バス ・ ト イレ な し ) 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 記 [同行 講師 ] 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 ※ 男 性 相 部 屋 設定 は ご ざい ませ ん 。 に 

※ 歩 程 (散策 程度 ② 約 4 も ・5 時 間 清水 美 重 子 

行程 ー バ ス 有 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 
東京 (6:50~-7:10 発 ) 品川 新横浜 新 大 阪 (7:15 一 8:15 発 ) = 京都 = ee 
名古屋 中 津川 名 古屋 = 中 津川 下 栗 の 里 は 南 信州 に 位置 し 、 
つ 伊 那 谷 一 日 本 の チロ ル ・ 下 栗 の 里 (天空 の 里 ビ ュー ポイ ント ) … 夕刻 : 高 原 も 選ば れ た 日 本 の 原 風景 が 広がる 


ロッ ジ 下 栗 泊 


の 高地 に ある 集落 で 、 


朝 : 宿 つ は な も も の 里 つ 山麓 ++ ロ ー プ ウェ イ ・ 
駅 … 山野 草 の 森 … 水 苗 葉 の 小径 … 
中 津川 = 名 古屋 = 新横浜 = 
東京 (19:30 て 20:30 着 ) 


中 津川 = 名 古屋 = 
新 大 阪 (18:30 て 19: 


品川 


リフ ト ++ 富 士 見 台 高原 ・ 山 頂 
・ 山 頂 駅 + ロ ー プ ウェ イ ++ 山 麓 一 


絶景 の 山里 で す 。 赤 ・ 
は な も も の 桃源 卿 ・ 富 士 見 台 高 
も 堪能 し な が ら 春 の 植物 観察 を 楽し み ま 


京都 = 
30 着 ) 


新 大 阪 (19:00 て 21:00 着 ) 


は な も も の 里 


日 


下 栗 の 里 


「 に ほん の 里 100 選 」 
票 高 1000m 前 後 
「 日 本 の チロ ル 」 と も 称 さ れる 
白 ・ ピ ンク と 3 色 に 咲き 
原 、 ア ルプ ス の 絶景 


す 。 


に 


誇る 


| ー+ 由 ルー ココ | 


い 


著 


落 ご rrO 故 対 で 由 斗 前 悼 措 | 落 い 員 燃 誰 器 憶 
| | | | 


ヒー ゴ 
に に 」 
楽 


| ー+ 由 V み ー | 


い 


著 S 


レベ ル 
1 


qp 山陰 海岸 ジオ ペー クト レイ ルウ ォ ー ク 


し ょ う て ん きょう 


京丹後 ・ 経 ヶ 岬 か ら タ 日 ヶ 浦 、 小 天橋 


きょう た ん ご きょう が みさ き う ら 


出発 日 5 月 3 日 ( 水 ・ 祝 ) 
旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 
の WE PE 
東京 発 。 127,000 円 128,000 円 
- 大阪 発 98,000 円 99,000 円 


※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 


| 落 ご GO 故 対 | で 届 斗 前 ・ 居 前 | 和 a 陣 叶 


泥 川 
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添乗 上 員 は 初日 京都 駅 か ら 最終 日 京都 
駅 まで 同行 し ます 。 

※ 部 屋 タ イプ : 洋室 

※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は 
P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 


※ 歩 程 約 3n ② 約 14*a ③ 約 8 
行程 ー バ ス 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 般 + そ の 他 


東京 (7:20 て 8:20 発 ) 品川 = 
新横浜 名 古屋 三 京 都 

つ 経 ヶ 岬 (全国 に 5 基 し か な い 第 1 等 灯台 と デイ サイ ト の 柱状 節理 ) -~ 袖 志 の 棚 
(日 本 の 棚田 百 選 ) … 穴 文殊 一 夕刻 :KISSUIEN Stay &Food 泊 

朝 : 宿 一 高島 … 丹 後 松島 や 扉 風 娠 を 一 望 する 道 … 大 成 古墳 群 … 立岩 ( 高 さ 
20m も の 一 枚 岩 ) … 道 の 駅 て ん き て ん き 有 丹後 … 間 人 海岸 … 城 島 … 間 人 ー タ 刻 : 
同 宿泊 

朝 : 宿 一 八丁 浜 シ ー サ イド パー ク 
箱 石浜 … 小 天橋 一 

京都 = 名 古屋 三 新 横浜 三品 川 = 
東京 (19:30 て 21:00 着 ) 


レベ ル 
3 温泉 宿 に ゆっ た り 連 泊 
花 の 楽園 ・ ア オ ネ バ 渓谷 も ゆっ くり と 


京都 (9:30 て 10:30 発 ) 


> 夕日 ヶ 浦 浜 詰 … 北 近 畿 最大 の 丹後 砂丘 … 


京都 (17:30 頃 着 ) 


ぐる り 花 の 佐渡 島 ・ ド ン デ ン 山 と 大 野 亀 : 


出発 日 


5 月 4 日 ( 木 ・ 祝 ) 


旅行 代金 (大 人 お ひと り 様 ) 


出発 地 女性 相 部 屋 2 人 1] 室 1 人 1 室 
東京 発 。 135,000 円 139,000 円 150,000 円 
| 夫 了 発 144.000 円 。 148,000 円 、159.000 円 
※ 東 京 ・ 大 阪 と の 共同 募集 コー ス で す 。 添乗 具 は 初日 上 越 炒 高 駅 か ら 最終 日 東京 駅 まで 同行 し ます 。 
※ 利 用 バス 会 社 : 新潟 交通 
※ 部 屋 タイ プ : 和室 
※ 名 古屋 発着 、 現 地 合 流 に つい て は P47 を ご 参照 下さ い 。 

※ 写 真 は 全て イメ ー ジ で す 。 

※ 男 性 相 部 屋 設 定 は ご ざい ませ ん 。 

※ 歩 程 ② 約 9 品 ・5 時 間 ③ 約 2 時 間 ・ 散 策 程度 

行程 ー バ ス ラ 航 空 機 … 徒 歩 = 列車 一 船 + そ の 他 


東京 (10:30 て 11:30 発 ) = 大 宮 = 大 阪 (7:40 て 8:40 発 ) = 新 大 阪 = 

上 越 妙高 京都 金沢 ニテ 上越 妙高 

っ 直江 津 港 二 フェ リー 小木 港 っ 夕刻: 椎 崎 温泉 ・ 夕 日 と 湖 の 宿 あ お き や 
泊 (温泉 で 寛ぐ ) 

朝 : 宿 且 ア オ ネ バ 渓谷 入口 (300m) … カ タク リ や ミス ミソ ウ 、 シ ラ ネ ア オイ な 
ど 春 の 山野 草 咲 き 乱 れる … ア オ ネ バ 峠 … ド ン デ ン 高 原 … ド ン デ ン 山 (940m) 
… ドン デン 山荘 一 白雲 台 (日 本 海 を 見 晴らす 絶景 の 展望 台 ) 一 佐渡 金山 (ガイ 
ド の 案内 で 世界 遺産 候補 地 を 巡る ) ~ 夕刻 : 同 ホテ ル 泊 


記 こ (断崖 絶壁 の 景勝 地 を 遊覧 船 で ) 一 外海 府 海岸 大 野 亀 (外海 府 


の 展望 ) 一 願 集落 … 費 の 河原 … ニ ツ 亀 … 入 口 一 両津 ジェット フォ イル て 
新潟 港 一 

新潟 三 大宮 三 東京 (17:00 て 19:00 着 ) 新潟 三 東京 = 名 古屋 = 京都 = 
新 大 阪 (19:30 て 21:30 着 ) 


東京 ・ 大 阪 発 


6AEUK170 
発 


\ 最 少 催行 人 貞 : 12 名 


本 | 
6CEUK170 
半 


に 


経 ヶ 岬 灯台 


日 本 に 9 か 所 し か な い ユ ネス コ 認 定 の ジオ パー ク の 
ひと つ 、 山 陰 海 岸 ジ オォ パ ー ク 。 広 大 な ど オ パー ク を 
横断 する 「 山 陰 海 岸 ど ジオ パー クト レイ ル 230km」 の 
東端 ・ 丹 後半 島 経 ヶ 岬 を 起点 に 、 ガ イド の 案内 を 聞 
き な が ら 見 どこ ろ を た っ ぷり ウォ ー キ ング 。 自 然 の 
造形 美 に 圧倒 され る 3 日 間 で す 。 


シラ ネ ア オ イ 


ドン デン 高原 


春の 山野 草 が 渓谷 に 咲き 乱れ る 、GW の 佐渡 ・ ド ン 
デン 山 。 カ タク リ や ニリンソウ が 足 の 踏み 場 も な い 
ほど に 咲き 、 シ ラ ネ ア オイ や この 時 期 だ け 咲 く オ オォ 
ミス ミソ ウ な ど に 出会え る 、 花 好き な ら 一 度 は 歩き 
た い 島 。 温 泉 宿 に ゆっ た り 連 泊 、 花 咲く ドン デン 山 
に 加え て 、 外 海 府 か ら 佐 渡 の 北端 大 野 旬 まで 大 佐渡 
を で ぐるり 周遊 、 佐 渡 の 山 と 海 を 満 扉 し ます 。 佐 渡 金 
山 を ガイ ド の 案内 で じっくり めぐ る の も 楽し み 。 


必ず お 読み くだ さい お 申込 いた だ く 前 に 、 下 


下記 事項 、 及 び 各 コー ス ご と の 掲載 内 容 を 必ず ご 確認 の 上 お 申込 くだ さい 。 


お 申込 み の ご 案内 


還 こ の パン フレ ッ ト に 


條 最少 催行 人 員 : 各 コ ー ス を ご 覧 くだ さい 。 (最少 催行 人 員 と は 、 コ ー 
ス を 催行 する た め に 必要 な 人 数 の こと で す 。 こ の 人 数 に 満た な いた 
め に お 申込 み の コ ー ス の ご 旅行 が 催行 され な い 場 合 が あり ます 。 こ 
の 場合 は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起 算 し て さか の ぼっ て 13 日 目 に あ た 
る 日 より 前 (日 帰り 旅行 は 3 日 前 た あたる 日 より 前 ) に 旅行 中 止 の 通 
知 を し ます ) ※ 同 行者 の 取消 に よっ て お 準 を 満た さ な く な っ 
た 場合 は 、 申 込 者 全員 が 自動 的 に 取消 扱い と な り 、 所 定 の 取消 料 が 
か か り ま す の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

人 旅行 代金 : 出発 日 、 ご 利用 人 数 、 日 程 、 食 事 条 件 に より 異な り ま す 。 

介 ご 旅行 中 に 、 お 客 様 の 都合 で 使用 され な か っ た 切符 や クー ポン 券 類 
の 払戻 し は 一 切 で きま せん の で 、 予 め ご 了承 くだ さい 。 

信行 程 の 凡例 一 バス 、 航空 機 、… 徒歩 、 = 列車 、 船 、++ その 他 ( タ 
クシ ー ま た は 送迎 車 )。 

信行 程 に 記載 の 出発 ・ 到 着 時 間 お よび 所 要 時 間 は あく まで 目安 で す 。 
交通 事情 な ど に より 異な る 場合 も あり ます 。 バ ス 移 動 時間 90 て 120 
分 を 目安 に 1 回 休憩 を お 取り し ます 。 

パン フレ ッ ト に 掲載 の ある ガイ ド ・ 写 真 家 ・ 演 者 な どの 案内 人 が 変 
更 と な る 場合 が あり ます 。 

條 食事 条件 は 旅行 代金 の 中 に 含ま れ て いる 食事 を 表示 し て いま す 。 

人 行程 に 記載 の 1 日 目 出発 地 の 集 合 場 所 まで 及び 、 最 終日 帰着 地 の 解 散 
場所 以降 の 交通 費 は お 客 様 負担 と な か り ま す 。 

候 行 程 表 内 の 時 間 表 示 の 目安 は 下記 の 通り で す 。 


朝 午前 請 後 較 夕 刻 


04:00 06:00 08:00 12:00 16:00 18:00 23:00 04:00 


夜 ニ 深夜 


記載 の プラ ン は 全て 活 乗 員 同 


前 に 特大 荷物 スペ ー ス つき 座席 の 予約 が 必要 (無料 ) で す 。 た だ 
席 数 に は 限り が あり ます 。 ま た 、 1 計 が 250cm を 超え る 
は お 持込み で きま せん 。 事 前 予約 せ ず に 特大 荷物 を お 持込み さ 
場合 、 車 内 で 手数 料 (], 000 税込 ) を お 支払 いい た だ く 必 要 が 
ます の で 、 な る べく 荷物 は 小分け に し て いた だ く よ う お 願い し 
に HP キジ 旅行 の お 申込 み 
お し 出 く だ さい 。 ご 不明 な 点 は 、 販 売店 係員 に お 問い 合わ せ 
だ さい 。 荷物 の 持込み に 関す る 詳細 は 、 JR 東海 (https://www. 
jr-central.co.jjp/) JR 本 (https://wwwjjr-odekake.net/) JR 
L 州 (https://wwwjrkyushu.cojp/) の HP を ご 覧 くだ さい 。 

但 ダ イヤ 改正 に より 、 便 名 ・ 列 車 名 ・ 列 車 番号 ・ 発 着 時 間 ・ 本 数 な ど 

が 変更 と な る 場合 が あり ます 。 


宿泊 に つい て 

人 宿泊 施設 の 客室 に お いて 、 基 本 的 に バス ・ ト イレ 設備 の ご 用 意 が あ 
る 場合 は 、 特 に 記載 し て お り ま せん 。 例 外 と し て ご 用 意 が で き な い 
場合 の み 詳 細 を 各 コ ー ス ペー ジ に 明記 し て いま す 。 

介 山 旅 ウ オー ク で の 山小屋 宿泊 で は 、 共 同 ト イレ 、 相 部 屋 、 風 呂 な し 
と な り ま す 。 (一 部 山小屋 を 除く ) 

介 お 部 屋 は 、 禁 煙 ・ 喫 煙 、 和 室 ・ 洋 室 な ど 部 屋 タ イプ 、 階 層 、 有 眺望 の 
指定 な どの ご 希望 は お 受け で きま せん 。 

介 同 等 クラ ス の 宿泊 先 は お 選び いた だ け ま せん 。 な お 、 同 等 クラ ス の 
選定 判断 基準 は 当社 に 拠り ます 。 


合 時 間 に つ いて 


う 和 き 


了 


へ 吉 帰 斉 ざ 憶 で 襲 


ヽ 上 


※ 上 記 の 時 間 表 示 は 、 航 空 機 ・ バ ス 等 の 移動 の 発着 時 刻 を 基 に し た 
安 で す 。 実際 の 発着 時 刻 、 集 合 時 刻 と は 9 ほな る 場 合 が あり ます 。 
こども 旅行 代金 に つい て (ご 参加 不可 の コー ス も あり ます ) 

介 こ ども 旅行 代金 適用 年 齢 に つい て こども 旅行 代金 は 小学 生 ( 旅 
行 開始 日 当日 基準 ) の 方 に 適用 と な り ま す 。 航空 機 利 用 を 含む 商品 
(片道 JR 片道 航空 機 含む ) の み 6 歳 一 11 歳 (旅行 開始 日 基準 ) は 、 
こども 代金 を 適用 し ます 。 ※ 未 就学 の 幼児 が 列車 の 指定 座 更 用 
する 場合 、 別 途 こ ども 運賃 ・ 料 金 が 必要 と な り ま す 。 ま 
幼児 で 宿泊 施設 で の 食事 が 必要 な 場合 な ど は 、 こ 
利 いた だ く こ と も で きま す 。 詳 しく は お 問合せ 下さ い 。 


温泉 (鉱泉 含む お ) に つい て 
お客様 が 快適 に ご 入浴 いた だ ける よう に 適切 な 温度 ・ 成 分 と な る よ 
う 加 水 ・ 加 温 な ど を し て いる 場合 が あり ます 。 


條 浴槽 が 多数 ある 宿泊 施設 の 場合 、 ご 入浴 を より 楽し ん で いた だ ける 
ーー 
海 人 な 

介 安 心して ご 入浴 いた だ ける よう に 、 消毒 を し て いる 宿泊 施設 も 
あり ます 。 


交通 手段 に つい て 

介 バ ス 車 内 は 禁煙 で す 。 乗車 中 は 必ず シー ト ベ ルト を 着用 し て くだ さい 。 

SS 0 スペ ー ジ を 確認 SI ※ 
り コ ー ス の 利用 バス 会 社 は 【 首 都 圏 発 】 東光 

ス 、 ケイ エム 観光 の いずれ か 【 関 本 発 】 国際 興業 
本 交通 、 ヤ サカ 観光 バス 、 東 豊 観光 バ 

阪急 観光 バス 、 大 阪 第 一 交通 、 龍神 自動 車 、 関 
か の 公益 社団 法人 ・ 日 本 バス 協会 加盟 各社 と な り ま す 。 

候 航 空 機 利 用 の 場合 、 適 用 運賃 は 個人 包括 旅行 割引 運賃 、 又 は 包括 旅 
行 割引 運賃 と な り 、 ご 利用 上 の 制限 が あり ます 。 利 用 航空 会 社 は 、 
J AL 又は ANA 又 は SF J 又 は SNA の いずれ か と な り ま す 。 

人 @ JR 利用 の 場合 、 募 集 型 企画 旅行 用 の 特別 運賃 ・ 料 金 を 適用 し て い 
る た め 、 ご 利用 に 際 し て 一 部 制限 が 本 

省 MM 合 骨 


※2020 年 5 月 中 旬 乗 車 分 か ら 、 東 海 
が 160cm を 超え る 荷物 (以下 、 「 特 大 荷物 」) を 車内 に 持ち 込む 場 


信 集 合 時 間 は 、 原 則 JR ・ 有 船舶 利用 コー ス は 出発 時 間 の 20 一 30 分 前 、 
航空 機 利 用 コー ス は 40 て 60 分 前 、 バ ス 利用 コー ス は 集合 出発 時 間 を 
掲載 し て いま す 。 (一 部 コー ス を 除く ) 


その 他 ご 注意 事項 

二 列車 ・ 船 舶 の 座席 に つい て 特に 記載 の な い 限 り 航 空 機 
普通 席 、 列 車 は 普通 車 指定 席 、 船 舶 は 2 等 又は 自由 席 と な り ま す 。 

要 電 ・ 禁 煙 席 、 窓 ・ 通 路側 の ご 希望 は 事前 に お 伺い で きま せん 。 ま た 、 

グル ー プ 、 カッ プル の 方 で も 座席 が 離れ る 場合 が あり ます 。 

介 コ ー ス 内 容 の 変更 に つい て 航空 機運 航 ス ケ ジ ュ ー ル (鉄道 の ダ 
イヤ 改正 ) な どの 変更 で 各 コ ー ス 中 の 出発 ・ 到 着 時 間 幅 を は ずれ る 
人 また 、 混 雑 ・ 天 候 状 況 ・ そ の 他 の 事情 に より 現地 

・ 到着 時 間 、 観 光 箇所 、 行 程 の 順序 、 食 事 時 間 な ど が 変更 と な 
場合 が あり ます 。 ※ 利 用 航空 便 は 往路 ・ 復 路 と も 経由 便 と な る 場 


合 も あり ます 
季節 ・ 仕 入 な どの 都合 に より 料理 内 容 ・ 器 が 


條 料理 写真 に つい て 
変更 と な る 場合 が あり ます 。 

候 航 空 機 ・ 列 車 の 決定 便 は 搭乗 日 、 又 は 乗車 日 の 10 日 前 頃 ま で に お 知 
ら せ し ます 。 (最終 旅程 表 で 確認 し て くだ さい ) 

借 車 椅子 の ご 利用 、 身 体 障 害 者 補助 大 の 同行 に つい て は 、 お 申込 時 に 
販売 店 係員 に お 申出 くだ さい 。 

介 各 ペー ジ に 掲載 され て いる 宿泊 施設 や 入場 施設 の 情報 は 、 営 業 時 間 、 
食事 場所 ・ 内 容 ・ 時 間 、 入 浴場 所 ・ 時 間 な ど が 予告 な く 変 変更 と な っ 
た り 、 サ ービス の 提供 が 中 止 と な る 場合 が あり ます 。 ま た 、 指 定 さ 
れ た 列車 ・ 便 の 運休 な ど に より 、 列 車 ・ 便 の 変更 や 行程 の 変 ド 更 が 行 


われ る 場合 が あり ます 。 
記載 の 観光 内 容 が ご 覧 いた だ け な い 場合 


介 天 候 な どの 諸 条 件 に より 、 
が あり ます 。 

価 掲 載 の イベ ント は 特に 記載 の な い 限 り 2023 年 1 月 現在 の 予定 で す 。 
祭 ・ 花 火 な どの イベ ント が 中 止 ・ 延 期 と な る 場合 、 ま た 、 開 催さ れ 
た 場合 な ど 現 地 に て 公共 交通 機関 の 運行 が 規制 され る 場合 が あり ま 


すら 
8 人 を お すす めし ます 。 販 売店 係員 に お 問 合 わせ 
こさ い 。 
人 写真 は イメ ー ジ で す 。 花 ・ 飲 料 な どの 装飾 は 付き ませ ん 。 予 め ご 了 
承 く だ さい 。 


中 京 園 に お 住ま い の 方 へ 名 古屋 か ら も ご 出発 いた だ け ま す ! 


( 例 ) 名 古屋 か ら 首都 圏 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
ぁ 名 古屋 より 西 (九州 方 面 ) に 行く 場合 

・ 東 京 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途中 合流 

・ 首 都 圏 発 の 旅行 代金 か ら 5.000 円 引き 


( 例 ) 名 古屋 か ら 大 阪 発着 ツア ー に ご 参加 、 新 幹線 利用 の 場合 
> 名 古屋 より 東 (東京 方 面 ) に 行く 場合 
・ 大 阪 班 が 乗車 し て いる 列車 に 名 古屋 か ら 途 中 合流 
・ 大 阪 発 の 旅行 代金 か ら 3.000 円 引き 


ツア ー の 現地 合流 離 団 も 可能 で す ! 


※JR ま た は 航空 機 利用 の コー ス は 旅行 開始 日 の 前 日 か ら 起算 し て 20 日 前 まで に お 申し 出 下さ い 。 


※ 詳 細 は お 問い 合わ せ 下 さい 。 


※ 現 地 ま で の 交通 費 は お 客 様 ご 負担 と な か り ま す 。 
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テー マ あ る ゆとり 旅 の お 問合せ ・ お 申込 み は こ ちら ! 


お 電話 で 


10:00 一 17:00 
佳 * 日 * 祝 日 ・ 
12/30 一 1/3 は 休業 ) 


お 近く の : 
販売 店 で 


DDDD 
ご 覧 いた 


m 店 へ お 越し くだ さ 


し JJ 


デ 


こけ る 


= ュ ト 記 押 EH 欄 記載 の 販売 

い 。 旅 

中 の 相談 や 詳し い 情 報 を 
= 係員 が ご 案内 し ます 。 


ジタル バ パンフレット も チェ ッ ク ! 


商品 に 関す る お 問い 合わ せ ・ ご 相談 


(ナビ ダイ ヤル ) 


国内 旅行 の 
最新 情報 を 
つぶ や き 中 ! 


0570-04-0303 03.6810.1910 


※ 携 帯電 話 の 定額 通話 を ご 利用 の お 客 様 
は 上 記 番 号 を ご 利用 下さ い 。 


JTB パ ン フ レッ トス タン ド 


ぎ @JTB sun theme 


旅行 予約 後 の も し も に 備え て キャ ン セ ル 料 が 最大 100% 戻っ て くる 口 MYsURANCE 提 


こん な 理由 で 旅行 を キャ ン セ ル し た こと は あり ませ ん か ? 


@ 子ども が 熱 を 出し た 
@ 台風 に よる 特別 警報 が で た な ど 


@ 交通 機関 に 遅延 が 発生 し た 


JTB ガ イア レッ ク 旅 行 キ ャ ン セ ル 保 険 が あれ ば 、 
最大 で キャ ン セ ル 料 の 全額 が 戻っ 


旅行 代金 15.000 円 の 場合 : 
旅行 代金 50.000 円 の 場合 : 
旅行 代金 100.000 円 の 場合 : 


保 


怠 な 出張 が 入っ た 


険 料 の 
ー 例 


保険 料 


て きま す 。 


保険 料 1.280 円 
保険 料 2.560 円 


ご 加 入 条 件 


JTB GAIAREC, INC 


kN で 保険 加入 日 を 含め 旅行 開始 日 まで 9 


以上 ある ご 旅行 が 対象 と な り ま す 。 


@ ご 旅行 の ご 予約 日 か ら 起算 し て 6 
@ ご 契約 者 は 18 歳 以上 と な り ま す 。 


上 加入 後に つい て 


以内 


で ご 加入 いた だ け ま 


す 。※ 


込 可能 期間 は 変更 と な る 場合 が あり ま 


@ ご 加入 内 容 は 、Mysurance の マイ ペー ジ か ら ご 確認 いた だ 
@ ご 加入 後 、 に 
@ ご 出発 日 を 含め 遡っ て 16 日 前 まで 


け ま す 。 ※ ご 加入 時 に 登録 し た メー ル ア ド レス ・ パ スワ ー 


ド が 必要 と な り ま 


ジ か らい つ で も 解約 いた だ け ま す 。 
この 保険 を 解約 し た 場合 、 保 険 料 は 全額 返金 され き 


ます 。※ 保 険 金 の お 受取 り が 無い 場合 に 限り 


この 保険 の 申込 み は 店 舗 で は で きま せん 。 ご 不明 点 に つい て は 、 サ ン 8 サン 予約 セン ター03-6810-1933 ま で お 問い 合わ せく だ さい 。 


380 幅 Mysurance 株 式 会 社 (損保 ジャ パン 100% 子 会 社 ) 


【 取 扱 代理 店 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク [引受 少額 短期 保険 業者 】 


この 保険 は 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク な 契約 者 と し 、 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク が 企画 ・ 主 催す 
る 旅行 に 参加 する 方 を 被 保険 者 (保険 の 対象 と な る 方 ) と する Travel キ ャ ン セ ル 保 険 の 団体 契 
約 で す 。 株 式 会 社 JTB ガ イア レッ ク は 、 販 売店 に 団体 契約 の 加入 勧奨 を 委託 し て いま す 。 


お 申込 み は 、WEB 限 定 で 承り ます 。 
詳し く は こち ら か ら P 


MYS21-001240 


お 申し : 


込み の 方 へ の ご 案内 (お 申し 込み いた だ く 前 に 、 こ の 頁 と 各 コ ー ス 毎 の ご 案内 と ご 


必ず お 読み く 7 さい 。) 


注意 


人 @ 募集 型 企画 
この 旅行 は ( 
下 「 当 社 ] と いう ) が 企画 

行 約 (以下 旅行 契約 」 と いう ) を 和 紹 ナ 


約款 募集 型 企 
する 旅行 条件 書 ( 全 


お 申し 込み の 際 に は 、 必 ず 旅 行 条 件 書 (全文) 


旅行 契約 


人 


適用 され ます 。 
人 @ 0 の お 2 の ago 


申込 
旅行 
=、 各 


契約 を 締結 す 
その 他 の 夢 


8 する の 骨 知 が お 和 拉 に 到達 内 1 の 上 か ら 直し て 2 に 


り 支払 い を し て いた だ きま す 。 こ の 場合 、 前 項 の 定め に 
は 、 電 話 に よる お 申し 込み の 場合 ト 項 


9 の 部 に より ます 。 な お 、 当 パン フレ ッ ト に 記載 きれ 
記載 きれ た 条件 と の 相違 が ある 場合 は 、 当 パン フレ ッ ト 記載 の 旅行 条件 が 


712 号 。 以 
型 企画 旅 
: 記 に よる ほか 、 別途 
書面 及び 当社 旅行 業 
行 条 件 と 別途 お 


各 人 ファ 
させ る と き は 、 
立 し ます 。 


RTR お 申込 金 旅行 代金 お 申込 金 
6 千 円 未満 旅行 代金 の 20% 10 万 円 未満 20.000 円 
3 万 円 未満 6.000 円 15 万 円 未満 30.000 円 
6 万 円 未満 12.000 円 15 万 円 以上 旅行 代金 の 20% 


人 旅行 代金 の お 支払 い 


MR 


の 
成 


旅行 出発 日 の 前 日 か らき か の ぼっ て 13H 日 に あ た ri (お 申し 込み が 間際 の 
ご 会 社 


立 後 、 お 客 様 の 都 人 
金額 は 、 契 約 書面 に 明示 し ます 。 


で 契約 を 解除 きれ る と き は 、 次 の 金額 を 取消 料 と し て 申し 受け ます 。 


2) 本 表 の 適用 に 当たっ て 「 旅 行 開始 後 」 と は 、 別 紙 特別 補償 規程 第 2 条 第 3 項 に 規定 する 「 サ ー ビ 
。 ス の 吉 人 を 受け る こと を 開始 し た 時 」 以 降 を いい ます 。 


契約 解除 の 日 取消 料 (お 1 人様 ) 
1) た 無 料 
帰 に 
旅行 開始 (日 帰り 旅行 に あっ て は 11 日 目 ) 
日 の 前 日 
か ら 起 算 |2) 20 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 
し て さか | (日 帰り 旅行 に あっ て は 10 日 目 ) 旅行 代金 の 20% 
の ぼっ て (3-6 を 除く ) 
3) 7 日 目 に あたる 日 以降 の 解除 (4ー6 を 除く ) 旅行 代金 の 30% 
4) 旅行 開始 日 の 前 日 の 解除 旅行 代金 の 40% 
5) 当日 の 解除 (6 を 除く ) 旅行 代金 の 50% 
6) 旅行 開始 後 の 解除 また は 無 連 絡 不参加 旅行 代金 の 100% 


に E 
体 対す る お 取消 と みな し 、 取 消 料 の 対象 と な り ま す 。 


ほ 、 運 行 ・ 宿 泊 機関 等 行程 中 の 一 部 変更 に つい て も 、 全 体 に 対 


人 旅行 代金 に 含ま れる も の 


旅行 日 


と し て 払 v 
ん 。) 


筆 に 明示 し 】 
場 料 拝観 料 


機関 


客 様 の 都合 
いた し ませ ん 。 (コー ス に 含ま れ な い 交 


@ [当社 の 許 」 


『 程 中 の 


- 部 の 変更 に つい て も 、 全 


( 注 秋 の な いか ぎり エコ ノミ ー ク ラス ) 、 和 宿泊 費 、 食 事 代 、 入 
+ に より 


- 部 利用 され な く て も 原則 


費 等 の 諸費 用 及び 個人 的 費用 は 含み ませ 


手荷物 に つい て 」 
間 規 定 に 
に 限り 、 賠 
高 15 万 円 まで (当社 に 落 意 叉 


の 翌日 か ら 起 算 し て 2 年 以内 ( 
本 項 (1) の # 


か か わら ず 損 害 


償い た し ます 。 、 損 


きま し て は 、 本 項 (1) の お 客 様 か ら の 損害 通知 期 
の 翌日 か ら 起算 し て 14 昌 以内 に 当社 に 対し て 申し 出 が あっ た 場合 
[の 如何 に か か わら ず 当 社 が 行う 賠 償 鶴 は お 1 人 あたり 民 
過失 が ある 場合 を 除き ます 。) と いた し ます 。 


@ 特別 補償 


は 、 当 社 また は 当社 が 手 
旅行 約款 別紙 特別 補 借 規 
事故 に より 、 そ の 身体 、 生 命 ま 
で 。 補償 金 また は 見 押 を 支払 いま 
00 社 は 、 当 社 が 支払 う 
00 万 円 ・ 入 院 見 尊 


人 @ お 客 様 の 責任 (抜粋 ) 


お 客 様 は 、 旅 行 開始 後に お いて 、 契 約 書 
"契約 書面 と 異な る 旅行 サー 
添乗 員 、 坦 旋 員 、 現 地 ガ イド 、 当 


@「 通 信 契 約 ] を 希望 され る お 客 様 と の 旅行 条件 


諾 携 クレ ジッ トカ ー ド 会 社 の カー ド 会 員 (以下 「 会 員 ] と いう ) よ り 「 会 員 の 署名 な くし て 旅行 代金 や 取 


載 され た 旅行 サー ビス を 円 消 に 3 


領 す る た め 、 万 が 
され た と き は 、 旅 行 地 に お いて 速やか に その 旨 を 
該 旅 行 サー ビス 提供 機関 又は お 申込 店 に 申し 出 な けれ ば な り ませ ん 。 


」 と いう ) を 条件 に お 申込 み を 受け た 場合 、』 
に より 当該 取扱 が で き な い 場 合 が あり ます 。 ま た 取扱 で 
異な り ます 。) 

よる 旅行 は 、 当 社 ら の 旅行 契約 の 締結 を 承諾 する 旨 の 通知 が お 客 様 に 到達 し 
立 す る も の と し ます 。 
利用] と は 旅行 等 の 支払 いま た は 払戻 し 債務 を 履行 すべ き 日 を いい ます 。 旅 行 代 金 の 

す 消 料 の カー ド の 利用 日 は 「 契 約 解除 依頼 日 ] と し ます 。 
* 利 用 日 以降 で あっ た 場合 は 導 は 旅行 代 久 た ら 爾 
引い た NANA ら 起算 し て 7 日 間 以 内 を カー ド 利 用 日 と し て 払い 戻し ます 。) 
の 理由 に より 会 員 の お 中 し 出 の クレ ジッ トカ ー ド で の お 支払 い が で き な い 場合 、 当 社 は 通信 
契約 を 解除 し 、 規 定 の 取消 料 と 同額 の 人 約 料 を 申し 受け ます 。 た だ し 、 当 社 が 別途 指定 する 基 日 
| よる 旅行 代金 の お 支払 い を いた だ いた 場合 は この 限り で は あり ませ ん 。 


人 @ 国内 旅行 保険 へ の 加入 に つい て 

行 中 、! が を し た 場合 の 移 > 費 等 が か か る こと が あり ます 。 ま た 、 事 故 の 場合 、 加 
ョ 3 “ある 場合 が あり ます 。 こ れ ら を 担保 する た め 、 

0 険 に 加 人 され る こと を お 勧め し ます 。 国 内 旅行 保険 に つい て 

に お 問い 合わ せく だ さい 。 


@ 事故 等 の お 申出 に つ いて 


合 は 、 直 ち 
ご 通知 くだ さい 。 


条件 と は 以下 の 』 
きる カー ド の 種類 
約 


邊 機関 等 旅行 サー ビ 
る 場合 は 、 そ の 事情 が 


($ し 、 通 知 で き な い 事 


を お 受け 取り いた だ き 、 事 前 に 内 容 を ご 確認 の 上 お 申し 込み くだ さい 。 


人 @ 個人 情報 の 取扱 に つ 


は 、 旅 行 申込 の 


いて 


き 工 さ れ た 個人 情報 に つい て 、 お 
ま か 、 お 客人 が お 申し 込み いた だ いた 旅 おい て 
配 及 びそ れ ら の サー ビス の 受領 の た め の 手 
ます 。 こ の ほか 、 当 社 及び で は 、① 当 社 及び 当社 と 提携 する 企業 の 商品 や サー ビ 
案内 ② 旅 行 参加 後 の ご 意見 や の ご 提供 の お 願 V ン ケ ー ト の お 願い ④ 
計 資料 の 作成 に お 客 様 の 個人 情報 を 利用 させ て い : と が あり ます 。 


ス 、 キ ャ ン ペ ー ン の 
特典 サー ビス の 提供 ⑤ 


@ そ の 他 


加 中 に 、 新 型 コロ ナウ ィ ル ス 感 表 攻 し 、 ま た は 濃厚 接触 者 と な っ た 場合 な ど 、 
基づき 隔離 その 他 の 措置 か と な っ た 場合 に は 、 そ の 指示 に 従っ て 頂き ます 。 ま 
る 費用 は お 客 様 の ご 負担 と な り ます 。 


人 @ 旅行 条件 ・ 旅 行 代 金 の 基準 
この 旅行 条件 は 2023 年 1 月 1 日 を 基 信 と し て いま す 。 ま た 、 旅 行 代金 は 2023 年 1 月 1 日 現在 の 有効 な 運 
作 . 規 旭 を 基準 と し て 算出 し て いま す 。 


17000756 


旅行 企画 ・ 実 施 


JTB カ イア レツ ッ ツウ 


観光 庁 長 官 登録 旅行 業 第 712 号 日 本 旅行 業 協会 正会員 
東京 都 品川 区 東 品川 2-3-11 〒140-8602 


ポコ 避 証 全員 旅行 業 公正 取引 


- 和 社団 法人 日 本 旅 生業 会 下 会 員 協議 会 会 員 


【 受 託 販売 】 


お 申し 込み ・ お 問い 合わ せ は 下記 の 販売 店 を ご 利用 下さ い 。 


確定 情報 を 記載 する 最終 旅行 日 程 家 に つき まし て は 、 当 社 よ り 特に ご 連絡 の 無い 場合 は 本 パン フレ ッ ト 記 載 内 容 を も っ て 替え させ て 頂き ます 。 


総合 (国内 ) 旅行 業務 取扱 管理 者 と は 、 お 客 様 の 旅行 を 取り 扱う 営 
この 旅行 契約 に 関し ご 不明 な 点 が あれ ば 、 


『 で の 取引 に 関す る 均 任 者 で す 。 


ご 遠慮 な く 上 記 の 取扱 管理 者 に お 尋ね くだ さい 。 


※ 当 パン フレ ッ ト の イメ ー ジ PHOT0 は 実際 の 旅行 地 と 異な る 場合 が ご ざい ます 。※ 当 パン フレ ッ ト の 一 部 及び 全部 の 複製 使用 を 禁 す 
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